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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　帝国暦






帝国暦元年　　　蛮ばん王おう死す。〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉の終息。


　　　　　　　　テラスティア大陸北部、ザルツ地方にルキスラ帝国建国。


帝国暦００２年　ダーレスブルグ王国、〝大橋〟の破は壊かいを試みるも失敗。北門を閉へい鎖さ。


　　　　　　　　ダーレスブルグのザイア神しん殿でん、大陸全土へ向けて遠えん征せい武ぶ官かん派は遣けんを開始。


帝国暦００３年　ダーレスブルグ王国、ルキスラ帝国に併へい呑どんされる。


帝国暦００５年　フェンディル王国、ルキスラ帝国に併呑される。


帝国暦２０９年　ルキスラ帝国、帝位継けい承しよう権けんを争あらそい内ない乱らんが発生。


帝国暦２１０年　ダーレスブルグ、公国としてルキスラ帝国より独どく立りつ。


帝国暦２１１年　フェンディル王国、ルキスラ帝国より独立。


　　　　　　　　ルキスラ帝国、内乱終息する。


帝国暦２１３年　未み帰き還かん者しや多数により、遠征武官制せい度どが大おお幅はばに見直される。


帝国暦２４６年　ルキスラ、ダーレスブルグ、フェンディルによる対蛮族バルバロス同どう盟めい成立。


帝国暦２８８年　ダーレスブルグ、北の大陸へ遠征軍を派遣。国土を大幅に拡かく大だい。


帝国暦３０３年　現げんルキスラ皇こう帝てい、ユリウス・クラウゼ即そく位い。


帝国暦３０８年　ダーレスブルグにて、遠征軍の凱がい旋せん20周年祭が催もよおされる。


　　　　　　　　そして……






　プロローグ







　──ラクシア。


　それは、遥はるかなる時の彼方かなたに存そん在ざいする、大いなる大地。


　そこには神々が存在し、魔ま法ほうの技わざが練られ、数々の魔物が息づいていた。


　中でも〝蛮族バルバロス〟と呼よばれる人型の魔物たちは、人間を含ふくむ人族の文明へ向けて常つねに戦いを挑いどみ、戦火と混こん乱らんは絶たえることを知らなかった。


　長きにわたる蛮族との戦いに、文明は幾いく度どとなく興こう亡ぼうを繰くり返し、人々はその中を生き延のびてきた。過か去この文明を取り戻もどし、敵てきを駆く逐ちくし、自分たちが生きる世界を切り開き続けてきたのだ。


　そんな恐きよう怖ふと怪かい異いに満ちた世界であっても、常にスリルと冒ぼう険けんを求めて危き険けんへ飛び込こむ者たちがいた。


　人々はこの命知らずたちのことを、〝冒険者〟と呼んだ。





「ガアアアアアッ！」


　獣けもののような雄お叫たけびと共に、血に濡ぬれた刃やいばが振ふるわれる。


　ガィンッ！


　石いし壁かべに刃がぶつかり、火花と血ち糊のりが弾はじけた。すぐ下にいた少年が無事だったのは、単に幸運だったからに過すぎない。


「ゲアッ！　グルアッ！」


　引き締しまった体たい格かくの蛮族は、獣のように大きな牙きばを剝むき出しにして、苛いら立だったようにわめいた。少年はただ恐怖に支し配はいされ、腰こしが抜ぬけたようにしゃがみ込み、石いし造づくりの壁を背せに震ふるえるのみだ。


　その蛮族の体格は、鍛きたえられた大人のそれだった。対する少年の体は、まだ十歳さいになったばかりの貧ひん弱じやくなものだ。ましてや少年は武ぶ器きさえ持っていない。


　死は、不ふ可か避ひだった。


　ああ、死ぬのか──蛮族が再ふたたび剣けんを振りかぶるのを見た瞬しゆん間かん、妙みように達観した気持ちになる。


　少年の生きる環かん境きようにおいて、死はいつも隣となり合あわせだ。蛮族の襲しゆう撃げきがあれば、彼が暮くらす小さな町の防ぼう備びなどすぐに破やぶられ、十や二十の死者は軽く出る。


　いまもまた、市壁の門は破は壊かいされ、町を守る兵士たちもすでに壊かい滅めつしていた。蛮族が雪な崩だれ込んだ市街には死と暴ぼう力りよくが渦うず巻まいており、この瞬間も誰だれかが命を落としている。


（次は、僕ぼくか……）


　再び意い識しきが、自分と目の前の蛮族に戻る。


　大きな牙の生えた口で、そいつは残ざん忍にんな笑えみを浮うかべていた。殺しの瞬間を堪たん能のうしようとでもいうのか、両手で持った剣を大きく振りかぶる。


「──やあぁぁ！」


　しかしそんな蛮族へ、ひとりの少女が剣で斬きりかかっていた。蛮族はその刃を剣で受け、数歩後こう退たいする。


　少年と蛮族との間に立ちはだかったのは、豊ゆたかな黒くろ髪かみの、少年と同じぐらいの幼おさない少女だ。整った顔立ちに決死の覚かく悟ごを浮かべ、その胸むねには盾たて型がたのメダルに剣を描えがいた、騎き士し神しんザイアの聖せい印いんが揺ゆれている。


「逃にげ──」


　無む謀ぼうな行こう為いだ──少年は少女の無む茶ちやな行為をやめさせようと口を開く。だが、恐怖のあまり舌したが引きつり、まともに声も出ない。


「ガルッ」


　そして少年の予よ測そく通り、蛮族の剣士は躊ちゆう躇ちよすることなく剣を振るっていた。蛮族の凶きよう刃じんは、容赦なく少女をなで切りにする。


（ああ……っ）


　少女が血しぶきをあげて倒たおれる様が、妙にゆっくりに感じられた。音が遠くなり、どこか現げん実じつのことではないような気持ちになる。


　少女の目から、涙なみだがこぼれていた。それは恐怖によるものだろうか。痛いたみによるものだろうか。悔くやしさによるものだろうか。


　だがすぐに少女の瞳ひとみからは光が消え、涙も真っ赤な鮮せん血けつの中に混まじってしまう。


（どうして……）


　自らの鮮血の中へ、少女は倒れる。だが幸か不幸か、少女はまだほんの少し生きていた。胸から大量に出血しながらも、速く弱々しい息をしていた。


　応おう急きゆう手当をすれば、どうにか命を繫つなげるかもしれない。


　だが、もう助からないのは明白だった。なぜなら目の前に、〝死〟そのものを体現する者が、邪じや悪あくな笑みを浮かべて舌なめずりしているのだから。


（どうして、この子が傷きずつかなくちゃならない……？）


　しかし倒れた少女を笑いながら見下ろす蛮族を前にして、少年の心に生まれたのは恐怖でも絶ぜつ望ぼうでもなかった。


　ましてや、死への諦あきらめではない──それは、理り不ふ尽じんに対する怒いかり。


（どうしてこんなやつに、僕らが殺されなくちゃならないんだ……？）


　ガチガチ鳴っていた奥おく歯ばが、だんだん静かになる。


　少女の行為が、少年に勇気を与あたえてくれた。たとえそれが蛮ばん勇ゆうと呼よばれるものであったとしても、少年の体に熱い炎ほのおを灯ともしてくれた。


（こんなやつの……ために！）


　普ふ通つうならば恐怖に支配され、身動きすらままならないだろう。けれど少年の心に生まれた怒りという名の熱は、絶望感さえ焼き払はらう。


（……簡かん単たんに、殺されてたまるもんか！）


　戦うために握にぎった拳こぶしに、なにかが触ふれる。


　それは、小さな石だ。それでも、なにもないより少年の心に勇気を与えてくれた。だから少年はそのままその石を握り締しめ、大きく剣けんを振ふりかぶる蛮族の顔目がけて投げつける。


「グガァッ!?」


　そのとき、ほんの小さな奇き跡せきが起きた。


　少年の投げた小石が、蛮族の目に直ちよく撃げきしていたのだ。


　それは、戦場の戦士が〝剣の加か護ごだ〟などと言って縁えん起ぎを担かつぐ、ささやかな幸運。けれどその思いがけない反撃に蛮族の剣士は怯ひるみ、痛みと怒りに絶ぜつ叫きようする。


「ガブズ！　ガルッガブズッ！」


　だが所しよ詮せんは非ひ力りきな少年の投げた小石ひとつ。致ち命めい傷しようになるはずがない。むしろ苛いら立だちと怒りに火をつける結果となっただけだ。蛮族は両手に持った二本の剣を振り上げ、少年をバラバラの肉にく塊かいに変えようと踏ふみ込んでくる。


　万ばん事じ休きゆうす──さすがの少年も、死を覚悟した瞬間だった。


　ヒュン。


　稲いな妻ずまのような白刃の一いつ閃せん。


　その輝かがやきと共に、蛮族の首が鮮血を噴ふきながら勢いきおいよく飛んでいた。これまで絶ぜつ対たいの殺さつ戮りく者しやだった蛮族の体が、支ささえを失ったように仰あお向むけに倒れる。


　そして代わりにその場に立っていたのは、黒い金属鎧をまとった、ひとりの戦士。


「あ……」


　少年は突とつ然ぜんのことに、まったく声を出すことができず、呼こ吸きゆうさえ止まっていた。


　なぜならそこに立つ戦士の姿すがたに、一いつ瞬しゆんにして魅み了りようされていたからだ。


　たなびく黒髪。血に汚よごれていても魅力を失わない端たん整せいな横顔は、黒髪とは対照的に白い。その深しん紅くの瞳は次の敵てきを求めて鋭するどく動き、すでに少年のことなど眼がん中ちゆうにないかのようだ。両手持ちの大剣が、油ゆ断だんなく肩かたの高さに構かまえられている。


「きみ、大だい丈じよう夫ぶ？」


　茫ぼう然ぜんとしていた少年に声をかけてきたのは、大剣を持つ戦士ではなかった。その言葉に少年ははっと我われに返り、声の主を振り仰あおぐ。そして再ふたたび、少年は言葉を失った。


　屈かがみ込むようにして少年を見つめていたのは、まるで女じよ性せいのような顔立ちの青年だった。銀ぎん髪ぱつは戦地にあって穢けがれを知らないかのようにきらめき、その声は歌うように心地ここち好よく美しい。


　彼も同じく鎧よろいをまとい、剣を帯びている。けれど先の戦士の重じゆう厚こうなイメージとは真ま逆ぎやくに、繊せん細さいで優ゆう美びな印象を見る者に与えていた。


「よかった、たいした怪け我がはしてないよ」


　銀髪の青年は、安心感を与える柔やわらかい笑えみを浮うかべ、少年の頭を優やさしく撫なでる。そしてすぐに倒たおれていた少女に手をかざし、呪じゆ文もんを唱えた。素す早ばやく動かされた指先が魔ま法ほう文字を描えがき出し、直後、大地より噴ふき出した魔元素マナの働きにより少女の傷が癒いやされてゆく。


「魔法……」


「応急手当程てい度どのものだけど、これで命に別べつ状じようはないはず……」


　青年は軽く額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、立ち上がる。


「よく二人でがんばったね」


　改めて少年の頭を撫で、青年は微笑ほほえむ。


「〝理不尽を乗り越こえ、恐きよう怖ふを克こく服ふくし、自ら望んで危き険けんに身を晒さらす……それこそが冒ぼう険けん者しやだ〟って……これは彼の受け売りだけど。将しよう来らいきみは、優ゆう秀しゆうな冒険者になるかもしれないね」


「僕が……」


　しかし少年が問い返すよりも先に、再び蛮族の群むれが押おし寄よせてくる。


「──エーラ、次だ」


「了りよう解かい。ここで食い止めよう」


　無む表ひよう情じようなまま告げる戦士に、銀髪の剣士も真剣な表情で頷うなずく。


　それを合図に、二人は同時に街路を蹴けった。無力な街の住人を無む慈じ悲ひに襲おそう蛮族の群れ目がけ、一気に斬きり込んでゆく。


　そこから先は、まるで祭りのときに催もよおされる剣けん舞ぶのようだった。


　黒衣の戦士が剣を振るえば、その一刀ごとに蛮族の首が飛ぶ。エーラと呼ばれた剣士が左手をかざせば電光が走り、まとめて数体の蛮族が地に伏ふした。しかも魔ま術じゆつだけでなく剣けん技ぎもまた鋭く美しく、まったく敵を寄せつけない。


　それは、まさしく剛ごうと柔じゆうの輪舞ロンド。身の丈たけほどもある剛剣がひとたび唸うなれば蛮族が吹ふき飛び、魔力の輝きと共に刃やいばが閃ひらめくたびに、敵がひとり、またひとりと倒れてゆく。


　どれほどの時間その戦いが続いたのか、少年は後になっても思い出すことができない。けれど暴ぼう虐ぎやくの限かぎりを尽つくしていた蛮族が完全に駆く逐ちくされるまでの間、少年はひとときも目を離はなすことができなかった。


　街の衛えい兵へいでも警けい備び兵へいでもない、たった二人の男。短くも長くも感じられた濃のう密みつな時間が過すぎたとき。


　破は壊かいされた門の前に立っているのは──彼ら二人だけだった。


「……すごい……」


　無む意い識しきのうちに、だがそれでもどうにか少年が絞しぼり出せた言葉は、たったそれだけだった。


　感動と、興こう奮ふんと、羨せん望ぼうで、少年の心しん臓ぞうはうるさいほどドキドキと鳴り響ひびいている。恐怖ではない感情によって、全身が震ふるえている。


　強く、優しく、力にも恐怖にも屈くつしない男たちの姿すがた。


　血の海に立つ二人の姿は、神こう々ごうしくもあり、鬼き神じんのようでもあった。どこか現げん実じつ感が希き薄はくで、夢ゆめの中に迷まよい込こんでしまったかのようにも錯さつ覚かくさせる。


　これこそが、少年の原風景。


　そしてこのときようやく、少年は彼らがなんと呼よばれているかに思い至いたる。





　だから少年は、無言のまま誓ちかったのだ。








　──いつか、自分も〝冒険者〟になるのだと。




第一章『初めての仕事と不本意な出会い』













　──約三百年前。


　世界は一度、蛮族バルバロスの猛もう攻こうにより滅ほろびた。


　だが蛮族の王もまた人族の英えい雄ゆうによって倒たおされ、〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉は終わりを告げる。


　けれど何者が〝蛮王〟を倒し、世界の危き機きを救ったのかは、大きな混こん乱らんの中で後世に伝わることはなかった。偉い大だいなる英雄の伝説は、いまなお謎なぞの中に眠ねむり続けている。







──テラスティア大陸年代記より





　　　　１




「お、お、おおおおおおお…………」


　柔やわらかい朝日が、さわやかに春の空を照らす中。


　少年は真っ青な空に浮うかぶ、小さな船を見上げていた。それは初め、ゆっくりと近づいていたが、その船体の全ぜん貌ぼうが見えてくるにつれ、意外と速い速度で動いていることに気づく。


「軟なん式しき気き囊のう型がたの飛空船……ルキスラの最さい新しん鋭えい船せんだ！」


　少年は興こう奮ふんに頰ほおを紅こう潮ちようさせ、ダーレスブルグの街上空を通り過すぎてゆく船を見上げた。まだ成長途と上じようの体で必死に背せ伸のびをし、少しでも長く飛空船の姿を見ようと試みる。


「すげー、朝からいいもん見たなぁ」


　船の上じよう甲かん板ぱんに細長い気囊を背負った形の飛空船は、ゆっくりと南に向けて遠ざかってゆく。


「いいなぁ……オレも絶ぜつ対たい冒ぼう険けん者しやになって、飛空船手に入れて、世界を股またにかける大冒険に──」


　深い青色の瞳ひとみを輝かがやかせ、少年はそれを霞かすんで見えなくなるまで見上げていた。だがすぐに、純じゆん真しんな瞳の色に濁にごりが生じる。


「──なんて考えてた時期もあったなぁ」


　次に浮かんだのは、まだ十代前半の少年にしては老成した、自じ嘲ちよう気味な笑えみ。


「冒険者んなったぐらいで、飛空船が手に入るかっつーの。ガキの頃ころは夢ゆめ見みがちだったもんだぜ、オレも──」


　やさぐれた表ひよう情じようで空を見上げていたら、いきなり頭とう頂ちよう部ぶを思いっきり殴なぐられた。突とつ然ぜんの激げき痛つうに、少年は頭を押さえてうずくまる。


「い、痛いてぇぇぇっ！　なにすんだよ──」


「あんたこそなにしてるの、アレク？」


　怒いかりに任まかせて振ふり返った少年だったが、拳げん骨こつの主が誰だれかを確かく認にんした瞬しゆん間かん、サァッと血の気が引いた。


　なぜならそこにいたのは、大きな買い物袋ぶくろを下げた女──彼の母親だったからだ。


「か、母さん……」


　アレクの母──サーシャは、今年で三十歳さい。しかし見た目はさらに若わかく、一児の母には見えない。短めのブラウンの髪かみは活発な印象を与あたえ、意い志しの強そうな青い瞳は魅み力りよく的だ。


　女手ひとつでこの四年間を乗り切ってきた家長であり、同時にアレクがもっとも恐おそれる存そん在ざいのひとつであった。


「朝市から帰ってくるまでに、開店の準じゆん備び済すませておきなさいって言ったわよね？　覚えてる？」


「お、覚えてるよ……」


「なのにあんたは、またぼけーっと空を眺ながめて仕事をサボっていたと」


「だ、だけど今日はルキスラ軍の最新鋭飛空船がさ──」


「問答無用！　さっさと働く！　じゃないと朝ご飯抜ぬきだからね！」


「わ、わかったよっ」


　母の剣けん幕まくに、少年──アレクは追い立てられるようにして自分の仕事を再さい開かいする。


　アレクが暮くらすダーレスブルグ公国は、堅けん牢ろうな城じよう壁へきに囲まれた都市国家だ。人口約四万人を抱かかえ、ザルツ地方では三番目に大きな都市でもある。アレクはその下町で、母親と暮らしていた。


　ちなみに父親は、借金を残して冒険の旅に出て以来、もう四年も音信不通である。そのせいもあって、アレクは母親の経けい営えいする店を手伝い、日々の糧かてを得ているというわけだ。


　そしていつの頃からか、朝の買い出しは母親の仕事、店を開ける準備がアレクの仕事という役やく割わり分ぶん担たんができていた。


「よっこらせ……っと」


　十四歳にしては若じやつ干かん小こ柄がらな体たい格かくで、アレクは小さな家の木戸を開けてゆく。そして脚きや立たつを引っ張ぱり出してくると、軒のき先さきに突つき出している竿さおへ店の看かん板ばんをかけた。


　ダーニカよろず魔ま動どう機き店てん──それが、店の名前だ。そして朝日が差し込んだ店内には、なにに使うのかよくわからないガラクタが所ところ狭せましと並ならべられていた。


　先史文明の遺い跡せきから発はつ掘くつされた、魔法の道具。それらを魔動機という。ダーニカよろず魔動機店は、こうした魔動機を扱あつかう店だ。


　……とは言っても、大通りに軒を並べている高級店ではなく、壊こわれた魔動機を修しゆう理りしたり、使える部品だけを回かい収しゆうして売っている屑ジ魔ヤ動ン機ク屋だった。


「今日から祭りなんだ。ちゃんと売れてくれよ、ジャンクども」


　陳ちん列れつ台だいに様々な魔動機を並べながら、アレクは軽く肩かたをすくめる。


「ただいま～」


　そんなアレクに声をかけてきたのは、荷物を背せ負おったウサギのような生き物。


　身長は、人間の大人の半分か、それより少し大きいぐらい。ウサギそっくりの顔と耳を持ち、青いローブを着ていた。毛け並なみには白地に黒と茶の模も様ようがあり、妙みように愛あい嬌きようのある顔立ちをしている。


　もっとも、いまはすっかり疲つかれ切った顔をしていたが。


「お、ヴラドも帰ってきたか。ははは、扱こき使われてんな」


「まったくだ……ぼくたちタビット族は、本来頭ず脳のう労働が本業で、肉体労働には向いてないんだぞ……」


　ヴラドは疲れ切った様子で荷物を置くと、大きく息を吐はく。


　このタビット族の若者──年ねん齢れいは八歳で、人間の十六歳程てい度どに当たる──は、ダーニカよろず魔動機店の居い候そうろうだ。五年前に行き倒だおれになっているところを拾われ、以来アレクと兄弟のように育ってきた関係である。


　もちろん、〝働かざる者、食うべからず〟が家訓のダーニカ家では、しっかり労働力として扱き使われていた。今朝も、仕入れの荷物持ちをさせられているというわけだ。


「そもそもタビット族の頭脳は、平へい均きん的な人間の倍は優ゆう秀しゆうだと言われているんだぞ。それを肉体労働に使うこと自体が人間の愚おろかさと非ひ効こう率りつさを表していると──」


「ヴラド～～！　帰ってきてるなら早く荷物持ってきて！」


「は、はいぃっ、ただいま！」


　文もん句くを言っていたヴラドだが、家主であるサーシャに呼よばれた途と端たん、態たい度どが一変していた。大おお慌あわてで荷物を背負い直し、短い足で奥おくへと走ってゆく。


　偉えらそうなことを言っても、サーシャには頭が上がらないのはこのタビットも同じなのだ。


「ははは……ん？」


　そんなとき、王おう城じようの近くから「ポンッポンッ」という乾かわいた音が聞こえてきた。青空に白い煙けむりがあがっているのが見える。


「お、花火か。いよいよって感じだな」


　アレクは手を休め、空を見上げる。


　春を迎むかえたダーレスブルグ公国は、祭りの準備に賑にぎわっていた。〝イエイツ将しよう軍ぐんの凱がい旋せん祭さい〟というのが正式な名前だが、住民の多くは略りやくして〝凱旋祭〟あるいは〝開門祭〟と呼んでいる。


「花火の予行演えん習しゆう、始まったわね。うふふ。今日から書き入れ時だわ～」


　花火の音に釣つられたのか、しばらくしてアレクの母も店先に顔を出す。


　下町といえど、国を挙げての祭りとなれば活気も湧わく。まだ朝も早い時間だというのに、人通りはいつも以上だ。みな、どこかそわそわと浮うかれているのがわかる。


「今年も人の集まりは上々ね。ガッツリ稼かせぐぞ！」


　人の流れを見て、サーシャは力強く腕うでまくりする。少々の稼ぎなど借金の返へん済さいに全部消えてしまうのだが、いつも前向きなのが彼女の取り柄えだ。


「おい、お袋ふくろ。朝飯の支し度たくはどうしたんだよ」


「一年で一番商品が出る日だもの、朝ご飯より店の仕し込こみよ」


「……仕事手伝っても手伝わなくても飯抜きかよ」


「それと、母親に向かって〝おい〟とか言うな」


　サーシャはアレクに近づくなり、バカンッと金きん属ぞくのお盆ぼんで頭をぶん殴なぐる。


「ぐおおお……この暴ぼう力りよく女……っ」


　このまま身長が伸のびなかったらお袋のせいだ──思わず内心で悪あく態たいをつくアレクの前に、すっと先さき程ほどのお盆が差し出される。


「ほら、朝ご飯。時間がもったいないから、食べながら陳ちん列れつして」


「お……？」


　お盆の上には、細長いパンが一本載のっていた。食べやすいように、炒いためた野菜とソーセージが挟はさんである……さっきの一いち撃げきのせいか、少し中身がはみ出ていたが。


「ったく……」


　雑ざつな母の所行に嘆たん息そくしつつも、アレクはパンを摑つかんでかぶりついた。やり方は荒あらっぽいが、味はいつでも最高だ。


「それと、今年の新商品は絶ぜつ対たい売れるわよ。ヴラド！」


　サーシャが呼ぶと、長い耳にいっぱい金属の輪をつけられたヴラドが、なんとも情なさけない顔をしながら奥から出てくる。金属の輪は動くたびに赤や青の光を放っており、なかなかに華はなやかだ。


「見た目は悪くないけど、ろうそく代わりにするには光が弱すぎるんじゃないの？」


「馬ば鹿かねぇ、これぐらいの光だからいいのよ。夜の祭りを楽しむときに、これを腕につけて歩いたらオシャレじゃない？」


「あー……なるほどなぁ」


「アイデアは悪くないと思いますが、この扱あつかいはどうかと……」


　サーシャの言葉にヴラドはぶつぶつと文句を言うが、暗がりでピカピカと光を放つ姿すがたを見れば、いかにも子こ供どもが喜びそうだ。


「ヴラド、これ一個こ二十銀貨ガメルでじゃんじゃん売ってね」


「お言葉ですが、ぼくはもっとこう頭ず脳のう労働向きで、学のない子供相手にものを売るなどというのはですね──」


「うるさい。タビットは座すわってるだけで子供受けいいんだから、じゃんじゃん売るの！」


「の、のおお……っ」


　一いち応おうの抵てい抗こうを試みたヴラドだったが、耳の片かた方ほうを摑まれ、強ごう引いんに陳ちん列れつ台だいのほうへと引きずられてゆく。


「ははは、かわいそうに」


　母親とタビットのやりとりを見て、少年は思わず苦く笑しようする。


「……だけど二十ガメルはボリすぎな気がするけどなぁ？」


　アレクも腕うで輪わをひとつ手に取り、腕にはめてみる。


　二十ガメルといえば、ちょっといい食堂で優ゆう雅がな夕食を楽しめる値ね段だんだ。子供の小こ遣づかいで買える値段じゃない。


（こんなの買うの、子供ぐらいだろーに）


　自分もまだ十分子供に分類される年ねん齢れいだというのに、アレクは冷めた目で光る腕輪を見た。指先で回すたびに、無む邪じや気きにピカピカと赤色に光っている。


「それと、アレク」


「うわっ」


　いきなり名前を呼よばれ、アレクはびくっとなる。


「ちょっとお使いを頼たのみたかったの忘わすれてたわ」


「お使い？」


「そ。〈孤独な翼竜亭ロンリードラゴン〉のシューリガンさんとこまで」


「〝冒ぼう険けん者しやの店〟じゃねーか。なにか下取りか？」


「届とどけ物を頼みたいのよ」


「そりゃかまわないけど……届け物ってなにさ」


「これこれ。じゃーん。蛮族探たん知ち機きピヨピヨくんよ！」


「はあ？」


　母親が差し出した魔ま動どう機きを見て、アレクは眉まゆ根ねを寄よせる。


　それは、アヒルのオモチャに似にていた。サイズは手のひらに載のるほどで、黄色く塗ぬられている。


「相変わらずひどいネーミングだな……」


「うるさいわね。これはスイッチを入れると、一定範はん囲い内ないに蛮族が侵しん入にゆうすればピヨピヨ鳴いて知らせてくれる優すぐれものなのよ。露ろ骨こつな警けい報ほうだと蛮族にも気付かれちゃうから、鳥の鳴き声でさりげなく知らせてくれるというこの斬ざん新しんなアイデア！」


「ふーん……」


　サーシャは激はげしく盛もり上がるが、アレクの反はん応のうはそっけない。


「蛮族探知機ねぇ」


　アレクは母親から魔動機を受け取ると、それをまじまじと見た。背せ中なかの部分に小さなスイッチがある。


「理り論ろん的にも設せつ計けい的にも問題はないはずだけど、さすがに街中じゃ蛮族もいないし、動作確かく認にんできないでしょ？　だから蛮族退たい治じに行く冒険者に試験的に使ってもらおうかと思ってね」


「まあ、そりゃそうだよな」


　二十年前にイエイツ将しよう軍ぐんが近きん隣りんの蛮族の拠きよ点てんを壊かい滅めつさせて以来、最前線の開かい拓たく村そんならともかく、ダーレスブルグが蛮族の脅きよう威いに晒さらされたことなどない。街中にいれば、無用の長物なのは子供にも明白だ。


「ふむ」


　カチッと、アレクはスイッチを入れてみた。すると突とつ然ぜん、黄色いアヒルはピヨピヨと鳴き出す。


「!?」


　二人は驚おどろき、顔をあげて周囲を見回した。しかし通りにはごく普ふ通つうの通行人や巡じゆん回かいの衛えい兵へいが行き来しているばかりで、当然蛮族などいない。武ぶ装そうした冒険者や、頭からフードをかぶって人相風ふう体ていがわからない者など、いささか怪あやしげな通行人もいたが、下町では特に珍めずらしいわけでもない。


「……これ、やっぱ失敗作なんじゃないの？」


「か、かなぁ？」


　しばらくして鳴き止やんだアヒルを見下ろし、二人は眉根を寄せる。


「ま、まあ、とりあえず〈孤独な翼竜亭ロンリードラゴン〉に届けてみて。店はわたしとヴラドでやっとくから」


「……わかった。とりあえず行ってみるよ」


　アレクは黄色いアヒルを布ぬので包み、バックパックに詰つめ込む。


「多分誤ご作さ動どうだとは思うんだけど、一いち応おう気をつけてね」


「わかってる」


　アレクは愛用のガンベルトを腰こしに巻まき、ホルスターに手銃を入れた。それから上着を着ると、バックパックを背負う。


「じゃ、行ってくるよ」


「お願いね」


　アレクは母親に手を振ふり、店先を出る。


「早く帰ってこいよ！　ぼくばかり働かせるんじゃないぞ！」


「わかったわかった」


　見送るヴラドの声に苦く笑しようを浮うかべ、歩き出す。


　外は相変わらずの、祭り日和びよりな青空だった。





　　　　２




　冒険者の店〈孤独な翼竜亭ロンリードラゴン〉は、街の中央広場近くにあった。


　外観は、普通の下町の酒場といった雰ふん囲い気きだ。


　一階は酒場になっており、二階が宿。通りに面した入り口はスイングドアになっていて、誰だれにでも門戸を開いていることをアピールしていた。そしてそのすぐ上には、盾たて型がたの看かん板ばんに赤い絵の具でドラゴンが一頭描えがかれている。


「おはようございまーす」


　アレクは店の正面口にあるスイングドアを押おして中に入った。その瞬しゆん間かん、食べ物や油のにおい、酒やたばこのにおい、それに鉄や革かわのにおいなどが入り混まじった、冒険者の店特有のにおいが鼻び孔こうをくすぐる。


　冒険者の店は、厳げん密みつには酒場でも宿屋でもない。文字通り、冒険者が集まる店だ。だから早朝から深夜まで営えい業ぎようしているし、武ぶ器きや防ぼう具ぐをはじめ、冒険に役立つ道具ならだいたいのものを揃そろえている。


　だがやはり朝早い時間だからか、客の数はまばらだった。奥おくのテーブル席に少人数の団だん体たいがいるぐらいなもので、あとはいつもカウンターの端はしで飲んだくれている男がひとり、今日も朝から酒さか瓶びん片かた手てにグラスを傾かたむけているぐらいだ。


「よお、アレクじゃないか」


　アレクが店に足を踏ふみ入れるなり、野太い声が出で迎むかえてくれた。そして奥から姿すがたを見せたのは──ドラゴン。それも直立した、人間サイズの小型のドラゴンだった。


「朝から元気そうだな」


　小型のドラゴンはエプロンの前かけで手を拭ふきながら、カウンターまでやってくる。


　店主のシューリガンは、リルドラケンと呼よばれる竜族の末まつ裔えいだった。だが排はい他た的な性せい格かくの元がん祖そドラゴンと異ことなり、リルドラケンたちは交流を好み、数千年前より人族と交わる道を選んだと伝わっている。そのため、人間の街でもたまに見かけるのだ。


　もちろん小型といっても、その身長は平へい均きん的な人間の大人よりも高い。長い尻しつ尾ぽと背せ中なかにある皮ひ膜まくの翼つばさのせいで、さらに大おお柄がらに見えた。知らない者が見たら、怪かい物ぶつと思って腰を抜ぬかしたことだろう。


「サーシャさんも元気かい？」


「そりゃもう。元気だけが取り柄のダーニカ家だからさ」


　アレクもカウンター越ごしに返事をして、高椅子ストウールに座すわる。


「それで、こんな朝っぱらからどうしたんだ？　おまえみたいな子こ供どもに任まかせられる仕事はないぞ？」


「冒ぼう険けん者しやなんかやる気ないって。今日はお袋ふくろの使いで届とどけ物をしにきただけだよ」


「おおっと、そうか。そいつは悪かったな」


　そう言って、シューリガンは大柄な体に似に合あった豪ごう快かいな声で笑う。


「冒険者になるなんて浮うわついた夢ゆめはね、オレはもうとっくに卒業してんの。コツコツ働いてキチンと稼かせぐ。現げん実じつは厳きびしいもんだってね」


「夢のないガキだなぁ」


　アレクの言いように、リルドラケンの店主は苦笑を浮かべる。


「夢は夜寝ねて見るもんさ」


　少年はカウンターに肘ひじを突つくと、いつ来ても飲んだくれている男を見やる。


　その男はいつも、ほとんど光の当たらないカウンターの端で、人目を避さけるようにして酒を飲んでいた。無む造ぞう作さに伸のばされた黒くろ髪かみのせいで、顔もほとんど見えない。


　だがアレクは、前髪からわずかに覗のぞいた男の額ひたいに、小さな角が生えているのを見み逃のがしはしなかった。


（ああなっちまうと、な……）


　額の角──それは一度命を落とし、禁きん断だんの魔ま術じゆつによって蘇よみがえった者の証あかし。冒険に失敗した、人生の落らく伍ご者しやとしての烙らく印いんだった。


　死の淵ふちから魔術を用いて強ごう引いんに蘇ることで、魂たましいには〝穢けがれ〟が溜たまるという。それは角や痣あざといった形で、体に現あらわれるのだ。


　やがて〝穢れ〟は人体を蝕むしばみ、魂を蝕み、生者を呪のろい恨うらむ邪じや悪あくな亡もう者じや──生ける屍アンデツドと化してしまう。だから、〝魂の穢れ〟を持つ者は、それだけで近づきがたい存そん在ざいと一いつ般ぱんに考えられていた。


「で、届け物ってなんだ？」


　そんなアレクの複ふく雑ざつな視し線せんを遮さえぎるように、シューリガンはドラゴンそっくりの長い顔を割わり込こませてくる。


「あ、うん。これなんだけどさ」


　そう言って、アレクはバックパックから例の黄色いアヒルを取り出す。


「蛮族探たん知ち機きだって。こいつを冒険者に試ためしに使ってもらいたいって言ってたけど……」


「ほー、そいつは実用品だとすれば便利なもんだな」


「まあ、本当に役に立つかどうかは怪あやしいけど──」


　そこまで話したとき。


「いいかげんにしてください！」


　威い勢せいのいい声と共に、唐とう突とつにガタンッと大きな音がした。振ふり返れば、テーブル席についていた客のうちのひとりが立ち上がっている。


「なんだ……？」


　眉まゆ根ねを寄よせて立っているのは、美しい黒髪の少女だった。


　剣けんと鎧よろいで武ぶ装そうし、椅い子すの背せもたれには騎き士し神しんザイアの紋もん章しようが刻きざまれた盾が吊つるされている。凜りんとした顔立ちと、大きな両目に怒いかりの炎ほのおを燃もやす姿は、いかにも騎士神の神官戦士といった雰ふん囲い気きだ。同時に、強い気き性しようも感じさせる。


「うお…………」


　アレクはしばし、その戦いくさの女め神がみのような姿に目を奪うばわれていた。歳としは十四、五といったところだろう。しかしその横顔には、どこか神こう々ごうしさを感じさせられた。


　一目で、魅み了りようされたと言ってもいい。


　──だがそれも、すぐに下げ卑びた笑い声によって現実に引き戻される。


「ヒヒ。なんだよなんだよ、そんなに怒るこたねぇだろォ？　軽い冗じよう談だんじゃねぇか」


　そう言い返したのは、テーブルの反対側に座すわっていた男だ。ひょろりとした体たい格かくをしており、下品な笑えみを浮うかべていた。椅子に長ちよう銃じゆうがかけてあるところを見ると、どうやら魔動機師マギテツクの冒険者らしい。


「ゼッツのやつ、あれほどお上品にやれって言っといたのに……」


「ゼッツ？」


　鼻先に皺しわを寄せるシューリガンの言葉に、アレクは疑ぎ問もんを口にする。


「ザイア神官の儀ぎ式しきを手伝うって仕事を頼たのんだんだが……派は遣けんされてきた神官が女の子だとは、さすがの俺おれも予想してなかったよ。知ってたら、ゼッツなんかにこの話振らなかったんだが……」


「確たしかに、相性悪そうだな」


「最悪だ。あいつ、相手が女だと必ず余よ計けいなちょっかいかけやがるからな」


　ぼやきつつ、シューリガンがカウンターの出口へ向かったときだ。


「触さわらないで！」


　ばしんっという音と共に、そんな声が聞こえてくる。


「おーおー、勇ましいこって。気の強い女は、嫌きらいじゃないぜぇ」
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　痛つう烈れつに手を払はらいのけられたゼッツだったが、凝こりもせず少女の肩かたに手を回そうとする。同じテーブルにはもうひとり、神官らしい若わかい男が座っていたが、突然の成り行きにオロオロするばかりだ。


　だが、鎧の少女は違ちがった。


「触らないでと、言ったはずです！」


　ずむっ。


　少女のパンチが、ゼッツの腹はらにめり込んでいた。まさかそこまで強きよう烈れつな拒きよ絶ぜつ行こう為いに出るとは予想外だったのだろう。男の細長い体がくの字に曲がる。


「く……くおおお……っ、こ、この小こ娘むすめッ」


　よろけたゼッツは、後こう退たいしながら椅子にかけていた長銃を摑つかんでいた。


「マジかよ!?」


「ダリウス、止めてくれ！」


　シューリガンもカウンターから身を乗り出し、飲んだくれていた角つきの男に声をかける。だが、酔よっているのか反はん応のうがない。


「くそっ」


　アレクは意を決し、男へ向けて駆かけた。素す手での殴なぐりあいならともかく、銃を使えば死人が出かねない。そんな蛮ばん行こうを見み過すごすことはできなかった。


　だが、しかし。


「!?」


　ゼッツが銃を構かまえるよりも、アレクが駆け寄よるよりも早く、少女は右手を男へ向けて突つき出していた。そして短く神への祈いのりを唱える。


「──ザイアよ、敵てき砕くだく力を我われに！」


　次の瞬しゆん間かん、空気が弾はじける音が響ひびく。直後、ゼッツの体が吹ふき飛んでいた。


「ぐあ……ッ!?」


　神しん聖せい魔ま法ほう《聖弾フオース》だ。神官が用いる攻こう撃げき魔法であり、その威い力りよくは銃にも匹ひつ敵てきする。


「く、くそッ、もう許ゆるさねぇぞ……ッ」


　しかしゼッツも冒ぼう険けん者しやの端はしくれだ。すぐに反撃しようと銃を構える。


　だが神官戦士の少女には、一いつ切さいの容よう赦しやがなかった。


「力を！」


　ドンッ！


「ぐおッ!?　テ、テメェ、ぶっ殺──」


「力を！」


　ドンッ！


「げあ……ッ、や、やめ──」


「力を！」


　ドンッ！


「ひ、ひげぇぇっ、や、やめっ、やめてくれっ！　お、俺が悪かったから！　も、もう許して……ッ」


　立て続けに《聖弾フオース》を浴びせられたゼッツは、情なさけない悲鳴をあげてひれ伏ふした。少女はそこへ憤ふん然ぜんと歩み寄り、取り落とした銃を踏ふみつける。


「──あなたはクビです。違い約やく金きんはお支し払はらいしますから、どうぞお引き取りください」


　少女が冷ややかにそう告げると、ゼッツは震ふるえながら後退した。そして「へひぃいぃぃぃっ」と情けない声をあげて走り去る。


「……すげぇ女」


「いやー、こいつは驚おどろいた」


　アレクとカウンターからようやく出てきたシューリガンは、思わず茫ぼう然ぜんとつぶやく。


「……まったく、冒険者の面つら汚よごしにもほどがあるわ」


　憤然と言い放ち、少女は銃から足を離した。そんな彼女に、ようやくショックから回かい復ふくした若い神官が歩み寄る。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですか、リリアンナさん……」


「この程てい度ど、どうってことないわ」


　リリアンナと呼よばれた神官戦士の少女は、そう言って少し乱みだれた黒くろ髪かみを払う。だが若い神官は、不安げな表ひよう情じようのままだ。


「で、でも、儀式を行うには魔動機師マギテツクが不ふ可か欠けつですよ……？　なのに、追い返してしまって……」


「う……」


　その言葉に、少女は眉まゆ根ねを寄せた。


　初めは険けわしい表情を保たもとうとしていたようだが、だんだん顔に不安の色が及およんでくる。


「ど、どうしよう……？」


　そしてリリアンナの言葉に、若い神官の顔もサァッと青くなる。


「す、すみません、シューリガンさんっ！」


　そう言って振ふり返ったときには、リリアンナの顔も完全に青ざめていた。それはもう、心底困こまっているという表情だ。


「あの、その……こんなことお願いするのも申し訳わけないんですが……他の魔動機師の方を紹しよう介かいしてはいただけないでしょうか……？」


　神官戦士の少女は、すっかり恐きよう縮しゆくした様子で大おお柄がらなリルドラケンに尋たずねる。さっきまでの毅き然ぜんとした態たい度どとはえらい違ちがいだ。


「う、うーん……そうは言っても、フリーの魔動機師なんてそんなに数がいるわけじゃないしなぁ……」


　困ったとばかりにシューリガンが首をひねったとき、その視し界かいにアレクが入った。その目の動きを追っていた少女の視線も、アレクへと行き着く。


「ねえ、そこのあなた！」


「え、オレ？」


「そう、あなた。その腰こしにあるの、銃じゆうよね？」


「まあ、そうだけど……」


「ということは、魔動機師よね!?」


「一いち応おう……」


　アレクがそう答えると、少女はずんずんと近ちか寄よってくる。必死すぎて、目つきがちょっと怖い。


「あなた、今日は忙いそがしい？」


「そりゃまあ、貧びん乏ぼう暇ひまなしってとこだけど……」


「大丈夫！　ちゃんと報ほう酬しゆうは払います！」


「報酬って、なんの話だよ!?」


「もちろん、依い頼らいに対する報酬の話です！　今日一日、わたしを手伝ってくれたら三百ガメル！　どうかな!?」


「ちょ、ちょっと待てよ！　オレは冒険者じゃないし、そもそも依頼内ない容ようも知らずにハイって言えるわけないだろっ」


　少女の勢いきおいに押おされ、アレクは後ずさりながらシューリガンに助けを求めるような視線を向ける。だが助けは期待できないことを、悟さとっただけだ。


「確たしかに、アレクだったら今回の仕事にはうってつけだな」


「だからオレは冒険者になるつもりはないって──」


「じゃあ決まりね！　よかったー！　一時はどうなるかと思ったもの」


「……人の話聞いてる？」


「なるほど、報酬に納得がいかないというわけね。優ゆう秀しゆうな冒ぼう険けん者しやほど金きん銭せん交こう渉しようはしっかりしてるって聞いてたけど……若わかく見えてさすが店長推すい薦せんの魔動機師ね」


「いや、だから──」


「四百ガメル……ううん、五百ガメル出すわ！」


「ご、五百!?」


　突つき出された少女の五本の指に、アレクも目の色が変わる。


　正直、日当五百ガメルは魅み力りよく的だ。節せつ約やくすれば、家族三人が一月食べていける。


「一日仕事を手伝うだけで五百ガメルなんて……なんか裏うらでもあるんじゃないの？」


　最後はささやき声で、シューリガンに耳打ちする。すると返ってきたのは、笑い声だ。


「はっはっは。さすがに用心深いな。おまえ、絶ぜつ対たいいい冒険者になれるぞ」


「だからならないって」


「……まあそう言わずに聞け。別に裏ってほどのもんじゃないが、魔動機師マギテツクじゃないとできない仕事でな」


　シューリガンも声を抑おさえ、アレクに耳打ちする。


「オレの魔動機術は我が流りゆうだよ？」


「サーシャさんの息子むすこなら、我流でも信用できるさ。それになにより、いまは急を要してるからな」


　そう言って、シューリガンはリリアンナを見やる。釣つられて振ふり返ってみれば、神官の少女は必死すぎて殺気さえ感じさせそうな眼まな差ざしでアレクを睨にらんでいた。
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「～～～～～～～っ」


「はっはっは。おまえもかわいい女の子には弱いと見えるな」


「あ、あんな怖こわいねーちゃん、かわいくなんかねぇだろ」


「し、失礼な！　わたしのどこが怖いんですか！」


　思わず大きな声で口走っていたため、少女が激はげしく反はん応のうしていた。しかし多少は自覚があるのだろう。すぐに押し黙だまり、唇くちびるを嚙かむ。


　加えて、アレクを睨む目が、ちょっと涙なみだ目めになっていた。


「う……」


「確かにこいつは強きよう敵てきだな、アレク。それに、仕事は〝聖せい堂どう〟で行うんだ。聖堂の中、見てみたくないか？　こんなチャンスでもなきゃ、中になんて入れないぞ」


「うぐぐぐ…………くそっ、わかったよ！　やりゃいいんだろ、やりゃあ！」


「商談成立、だな」


　ぱちんっと、シューリガンは指を鳴らす。


　こうして図はからずも、アレクは冒険者の店から依頼を受けることとなったのだった。





　　　　３




　城じよう塞さい都市国家ダーレスブルグは、別名〝橋の街〟とも呼よばれていた。


　なぜなら、この街はテラスティア大陸最さい北ほく端たんに位置し、町の北門から北の大陸レーゼルドーンに向けて巨きよ大だいな橋が延のびていたからだ。


　北の大陸はいまだ蛮族が支し配はいする土地であり、この橋が唯ゆい一いつの陸路だった。だが魔ま動どう機き文明時代に高度な魔ま術じゆつで造られた橋は頑がん丈じようすぎ、破は壊かいすることができない──そのため、ダーレスブルグは蛮族軍に対する防ぼう衛えい拠きよ点てんとして発はつ展てんしてきた歴史がある。


　だが約三百年にわたって閉とざされてきた北への門は、二十年前から開かれたままになっていた。オトフリート・イエイツ将しよう軍ぐんの越えつ橋きよう軍ぐんの活かつ躍やくにより、蛮族の勢せい力りよく図ずは大きく押し戻もどされたからだ。


　以来、ダーレスブルグが直ちよく接せつ蛮族の脅きよう威いに晒さらされることはなく、北へ拡かく大だいされた領りよう土どの恩おん恵けいもあって、生活は豊ゆたかになる一方だった。


　北への門が開いてから二十年を祝う、凱がい旋せん祭さい。


　それはまさしく、平和と繁はん栄えいを祝う祭りだった。





　結局アレクを先頭に、少女と神官を含ふくむ三人は、街の北を目指して出発していた。


　街の大通りに出ると、背せの高い時と計けい塔とうがある中央広場へ向かう。そして広場に差し掛かかるころには、正面に巨大な門が見えてきた。


　北の大陸へ向かうための橋──それを遮さえぎる門と、空を隠かくすような高い城じよう壁へき。アレクたちはその偉い容ようを横目に、下町方面へと向かう。


「ダーニカさん。とりあえず急な仕事を受けてくれて、ありがとう」


　アレクと肩かたを並ならべて歩きながら、少女は改めて礼を述のべた。さっきまでの勢いきおいは、少し落ち着いている。


「……アレクでいいよ、名字で呼ばれるほど上等な人間でもないし。えっと、リリ……」


「リリアンナ・オレスティ。わたしもリリアンナって呼んで。そのほうが慣なれてるし」


　案外気さくな物言いで、少女は改めて自じ己こ紹しよう介かいする。だがどことなく上から目線なのは、育ちが上等なのか、ただ単に子こ供ども扱あつかいされているのか、判はん断だんがつかなかった。


（まあ、両方だろーな……）


　歩き方やさまざまな所作に、上品さが滲にじんでいる。神官だからということもあるだろうが、育ちの違ちがいは明らかだ。


「こっちは、今日助手をしてくれる神官のハンス・マイヤー」


「ハ、ハンスです。よろしく」


「あ、どーも」


　リリアンナに紹介された若わかい神官は、アレクに対しても腰こしの低い態たい度どで頭を下げた。歳としは二は十た歳ちぐらいで、騎ザ士イ神アの神官にしては繊せん細さいで気の弱そうな印象だ。どうやら神しん殿でんでの地位は、リリアンナのほうが上らしい。


「でもよかったー。本当に、一時はどうなるかと思ったもの」


「…………」


　半分は自じ業ごう自じ得とくだろ──とは面と向かって言えないアレクである。


「でも結果的に冒ぼう険けん者しやの店が推すい薦せんする魔動機師を雇やとえて、むしろよかったって感じね。ずいぶん若く見えるけど、マギテック協会の学校は飛び級で卒業したの？」


「……いいや、そもそも入学すらしてないよ」


「え……？」


　それまで上じよう機き嫌げんと言ってもよかったリリアンナの表ひよう情じようが、急に曇くもる。


「オレの魔動機術は我が流りゆうだよ。うちみたいな貧びん乏ぼう人にんには、学校に行く金なんてないからね。下町で屑ジ魔ヤ動ン機ク屋やってるから、そこで覚えたのさ」


　その言葉に、少女の顔は露ろ骨こつに不安そうになった。どうやら、感情を隠かくせないタイプらしい。


「そんなことで、本当に魔動機術を扱あつかえるの……？」


「趣しゆ味みで学校通ってる、貴き族ぞくのボンボンよりはね」


　アレクはそう答えると、左手のリストバンドにある、鶏にわとりの卵たまご大だいの赤い球体を撫なでた。するとその球体からトンボのような透すき通った翅はねが広がり、それを震ふるわせて音もなく飛び上がる。


「それ……」


「魔動制御球マギスフイアだよ。魔動機術を扱あつかうには必ひつ須すの道具だけど、知らないの？」


「……それぐらい、知ってるわ」


　アレクの頭上をくるりと飛び回る、翅付きの赤い球体を見て、リリアンナは少し不機嫌そうに答える。


「だけど、確たしかマギスフィアって銀色でもうちょっと大きい球体だったと思うけど」


「オレのは特とく別べつ製せいなの。金で卒業証しよう書しよもらった坊ぼっちゃんとは違うんでね」


　アレクはマギスフィアをリストバンドに戻すと、若じやつ干かんの皮肉を込こめてそう告げる。


　確かにアレクのマギスフィアは、よく見られるものとは異ことなる外見をしている。しかし性せい能のうが大きく異なるわけでもなく、別べつ段だん彼の腕うで前まえを保ほ証しようするものでもない。


「屑ジ魔ヤ動ン機ク屋やってるとね、冒険者の店にも出入りするし、案外珍めずらしいものも手に入るってわけ。それにウチの店は、結けつ構こう街にも貢こう献けんしてんだぜ？　この辺りの街灯も、ウチが再さい建けんしたもんだしさ」


　そう言って、アレクは入り組んだ下町の街路に並ぶ街灯を見上げた。


　いまは昼だから光っていないが、夜になれば自動的に火が入り、道を照らしてくれる。ダーレスブルグでは普ふ通つうに見られるありふれた魔動機だが、すべて三百年前に滅ほろんだ魔動機文明の遺い跡せきから持ち帰られたものを修しゆう理りして使っているのだ。


　そもそもダーレスブルグ自体も、一度は蛮族の手によって滅ぼされた都市を再建したものだ。上下水道の施し設せつなども、当時の設せつ備びを魔動機師が修理して再利用していた。


「若いのに、いろいろ働いているのね」


「貧乏暇ひまなしってやつでね。あとは祭りで、こんなの売ったりとかさ」


　アレクは着けっぱなしだった光る腕うで輪わを振ふってみせた。それを見た瞬しゆん間かん、リリアンナの大きな目が、さらに見開かれる。


「それ……売り物？」


「ん？」


　少女の視し線せんは、はっきりと腕輪に注がれていた。瞳ひとみの色が、興きよう味み津しん々しんといった様子でキラキラと輝かがやいている。


（子供にしか売れないかと思ってたが……案外いい歳としした女も釣つれるもんだな）


　母の狙ねらいの正しさに、アレクは小さく苦く笑しようする。


「アレクくん、なんだか大変そうだし……よかったらそれ、売ってくれないかな？」


（ははーん……）


　リリアンナの妙みような言い回しに、アレクのいたずら心が刺し激げきされる。


「別に、同情で買ってもらわなくてもいいよ」


「そ、そんなつもりじゃ……と言うか、ええと……そう！　神しん殿でんの子供たちのお土産みやげにするのよ！　お値ね段だんはいくら？」


　意地悪してそっけない態度を取ると、リリアンナはてきめん動どう揺ようを見せた。そして腰のポーチに手を突つっ込み、財さい布ふを取り出す。


「銀貨ガメル二十枚まいだけど……」


「二十ガメル!?　案外安いのね」


「安い……？　いやまあいいや。はい、これ」


　内心もっとぼったくれたかもしれないと思いつつ、アレクは腕輪を渡わたす。


「あ、ありがとう。子供たちも喜ぶと思うわ」


　などと言いつつ、リリアンナは代金を払はらうと、そわそわと腕輪を腕に通した。鎧よろいを身につけているため、手首のところで完全に引っかかるが、それを楽しそうにクルクルと回している。


（わかりやすい性せい格かくしてんなぁ……）


　そんなに悪い人間でもなさそうだ──改めて、そう思う。


「それで、聖せい堂どうへ行くって話だけどさ。ひょっとして、〝守りの剣つるぎ〟の魔ま力りよく充じゆう塡てん儀ぎ式しきをするわけ？」


〝守りの剣〟とは、蛮族の侵入を阻む結界を生み出す、魔法の剣のことだ。


　アレクがそう尋たずねると、少女はドキッとしたように体を震わせる。


「……そうよ。でも儀式をするのはわたしで、あなたはちょっと手伝うだけ。だから、別に難むずかしいことはなにもないから安心して」


　慌あわてて表ひよう情じようを固くし、リリアンナは告げる。


「それに充塡儀式を行う日取りは秘ひ密みつなんだから、外ではあんまり話はしたくないの。聖堂についたら、詳くわしい手順は説明するわね」


「秘密、ねぇ……」


　そのわりには冒ぼう険けん者しやの店で乱らん闘とう騒さわぎを起こすあたり、かなり直情径けい行こうなんだろうなとアレクは分ぶん析せきする。


「確たしかに、こんな少人数だとは思わないよな」


「まあね。だけど大だい丈じよう夫ぶ。これでも騎き士し神しんザイアの神官戦士だから、なにかあってもあなたは絶ぜつ対たいに守ってあげるわね」


「そりゃどうも……」


　どうやら完全に保ほ護ご者しや気分らしい。真剣な表情を見る限かぎり悪気はなさそうだが、それだけに余よ計けいに男としての自じ尊そん心しんが傷きずつく。


「万が一のときは、遠えん慮りよなく逃にげてね。人々の盾たてとなるのが、わたしたちザイアの使徒の務つとめだから」


「一いち応おう、覚えとくよ……」


　自じ己こ犠ぎ牲せい精せい神しんと保ほ護ご欲よくが旺おう盛せいなのだろう。リリアンナは使命感に燃もえるキラキラした瞳でアレクを見ていた。身長でアレクを上回っていることもあってか、姉と弟のように思っているのかもしれない。


「そう言えば、アレクは冒険者にならないって言ってたけど、どうして？　きみぐらいの男の子だったら、みんな憧あこがれるものだと思ってたけど」


「……危き険けん度どの割わりに儲もうからない仕事だからだよ。自由人気取ってロクでもねーヤツも多いしさ……さっきのおっさんみたいに」


「う、うーん……まあ、そうかもしれないけど。でもわたし、冒険者ってすごいなって思うの。自ら進んで危険に身を投じて、蛮族と戦ったり、失われた過か去この遺産や文明を取り戻もどしたり……」


　そう語るリリアンナの瞳は、尊そん敬けいの念にキラキラと輝いていた。どうやら、冒険者という存そん在ざいにかなり幻げん想そうを抱いだいているらしい。


「すごいと思わない!?　まさに明日の英えい雄ゆう！　勇者への第一歩って感じよね！」


「……そんなに冒険者が好きなら、リリアンナもなればいいじゃん。別に冒険者になるのに、資し格かくも試験もないんだからさ。それどころか、ザイアの神官戦士なら引く手数多あまただと思うぜ？」


　アレクがそう指し摘てきした瞬間、リリアンナの表情が曇くもる。その急きゆう激げきな変化に、少年は思わずドキリとさせられた。


「わ、悪ぃ……なんかよくないこと言っちまったかな……？」


「あ、ううん、気にしないで。まあなんというか……家庭の事情で、冒険者になるのは無理なの。いろいろと複ふく雑ざつなのよね……あはは」


　いささか無理やりな感じで、リリアンナは笑った。そこはかとなく、寂さびしさや不安のようなものが、その笑いから感じられる。だがあまり個こ人じん的なことに踏ふみ込むのも悪いと思い、アレクはそれ以上なにも問わなかった。


「あ、リリアンナさん。聖堂が見えてきましたよ」


　なんとなく気まずい雰ふん囲い気きになったとき、それを破やぶるようにハンスが一点を指差した。そちらを見ると、下町を抜ぬけた先にある、港区の聖堂が見える。


「お、ホントだ」


　アレクも自分の目でその姿すがたを確かめ、つぶやく。


　聖堂は、街の外と内を区切る高い外がい壁へきの近くにあった。


　古めかしい石いし造づくりの建物で、周辺に建つ下町の家屋とは、明らかに造りが異ことなるものだ。高さ自体は二階建ての家屋程てい度どしかないが、頑がん丈じようそうな石材で精せい緻ちに組まれ、ドーム状じようになった屋根にはベルの取っ手のような突とつ起きが出ている。


「……あれが、港区の聖堂か」


　リリアンナが、ごくりと唾を飲んだ。面おも持もちが再ふたたび緊きん張ちようを帯びている。


「緊張してるの？」


「ちょっと……ううんっ、緊張なんてしてないわ」


　そう強がりつつも、少女は胸むねに手を当ててブツブツと小声で祈いのりの言葉を口にしている。


「……ザイアよ、お守りください……」


（大丈夫なのかよ……）


　ついつい、アレクも不安になる。


　だがアレクにできることは、せいぜい一いつ緒しよに祈ることぐらいだった。
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　聖せい堂どうの正面は、がっしりした石いし段だんになっていた。


　そこを上がった先には、鉄てつ枠わくで補ほ強きようされた、頑丈そうな両開きの扉とびらがある。そこには大おお仰ぎような鉄の錠じよう前まえがぶら下がっており、来る者を拒こばんでいた。


「聖堂か……」


　蛮族を街に近づけさせないための、重要施設。


　アレクは、ここまでならば何度か来たことがあった。もちろん敷しき地ち内ないは立ち入り禁きん止しだが、子こ供どもならではの好こう奇き心しんで柵さくを越こえ、石段を上ってみたのだ。


　しかし当然、この大きく重そうな扉と、頑丈な錠前に行く手を阻はばまれていた。しかしいま、その錠前が外されようとしている。


　神官のハンスが、意い匠しようを凝こらした細長い鍵かぎを取り出す。それを鍵かぎ穴あなに差し入れ、回すこと数回。大きな錠前は外れ、扉は重々しい音と共に押おし開かれてゆく。


「わあ……」


　リリアンナが緊張にごくりと唾を飲んだが、アレクもそれに気付かない程度には興こう奮ふんしていた。


　聖堂の中に安置されている〝守りの剣つるぎ〟は、ダーレスブルグにも六本しか存在しない貴き重ちような魔ま法ほうの品だ。それを目まの当あたりにできる機会など、シューリガンの言葉ではないが本当に滅めつ多たにあることではない。


　だが扉から太陽の光が差し、中がはっきりと見えると、そこにはさらに大きな扉があった。今度はすべて金きん属ぞく製せいで、さらに頑丈そうだ。


「さすがに国こく防ぼうの要、堅けん牢ろうな造りだな」


「ここまで厳げん重じゆうなのは、他の国ではあんまりないらしいけど……」


　アレクに言いながら、リリアンナは一本の鍵を取り出した。ハンスも、さっきとは別の鍵を取り出す。


　鋼こう鉄てつの扉には、二つの鍵穴があった。二人がそこへ鍵を差し込こみ、回すことで、がちゃりという音が響ひびく。だが、まだ扉は開かない。


「開かない……？」


「……ここからが、資し質しつを試ためされるところなの」


　リリアンナは緊張した面おも持もちで告げると、扉にそっと手を差し出す。


「──門よ、資格持つ者にそのかいなを開きたまえ……道を示しめし、導みちびきたまえ……」


　厳げん粛しゆくな声でつぶやき、少女は差し出した手を扉に当てた。


　するとその直後、彼女の手を中心に青い光が走り、扉の表面を血管のように広がっていった。それらが脈動するごとに、扉もゆっくりと左右に開いてゆく。


「すげぇ……」


　間近で聖堂の内扉が開くところを見たアレクは、軽い感動を覚えた。


「いまの、どういう仕組みで開いたんだ？」


「……聖堂の扉を開くには、特別な才さい能のうみたいなものが必要なの。聖せい女じよとか、巫み女ことか、そういう類たぐいの資質がね」


「なるほどなぁ……その若わかさで儀ぎ式しきをするには、それなりの理由があるわけね」


　生まれながらの資質が封ふう印いんを解とく鍵になっていることは、古代遺い跡せきでも時折見られる。聖堂も、そうした封印が為されているのだろう。


「う、うおおお……」


　そして細く開いた扉の中に入り、アレクは再び感かん嘆たんの声を洩もらす。


　聖堂の中は、青白い光で柔やわらかく照らされていた。光こう源げんを探さがして見上げれば、ドーム状の天てん井じように金属の籠かごのようなものが設せつ置ちされており、その中にあるものが光を放っている。


「あれが、〝守りの剣つるぎ〟よ……」


　リリアンナが、そう告げる。


　金属の籠の中で光っているのは──剣だった。それも剣全体から魔力の輝かがやきを放つ、強力な魔剣だ。当然、実物を見るのは初めてである。


「〝守りの剣〟は、蛮族除よけの重要な防ぼう衛えい施し設せつだ……資質があるにしても、よくあんたみたいな若い神官や冒ぼう険けん者しやなんかに任まかせたもんだな」


「……努力と精しよう進じんの結果……だと思う。たぶん」


　意外と不安そうに、リリアンナは答える。


「それに周期の計算ミスで、明日には三か所も〝守りの剣〟の魔力が尽つきてしまうの。少しでも早く儀式をしないと危き険けんなのは……アレクにもわかるよね？」


「そりゃまあ、ね」


「しかも魔力の再さい充じゆう塡てんを行っている間は、一時的に蛮族を退しりぞける力が著いちじるしく弱まってしまう……」


「……それは知ってるよ」


　言いつつ、アレクは五年前に起こった悲ひ劇げきを思い出す。再充塡のわずかな隙すきを突つかれ、生まれ育った町が滅ほろび去ったあの日のことを。


「だから、あんまり大おお仰ぎようにもできないし、外で詳くわしい事じ情じようも話せなかったの」


「はは……剣の力が弱まる時期が知られたら、確たしかに危あぶないもんね」


　アレクもまた緊きん張ちように顔を引きつらせつつ、〝守りの剣〟を見上げる。


「で、オレはなにをすればいいわけ？」


「まず、装そう置ちを動かして、〝守りの剣〟を下まで下ろして。それから儀式を始めるわけだけど、その間あなたには魔元素マナの供きよう給きゆうをお願いするわね」


　リリアンナが解かい説せつする間も、ハンスが大きなバックパックを下ろし、儀式の準じゆん備びを進めている。


「魔元素マナを、オレが……？」


「他の国や都市は知らないけど、ダーレスブルグではこの〝聖せい堂どう〟を使って〝守りの剣〟の力を増ぞう幅ふくしてるの。だから一か月は儀式をしなくても効こう力りよくを維い持じできるし、範はん囲いも広いんだけど……装置を動かすには魔動機師が必要でね」


「なるほど。だからオレの出番ってわけか」


　そんな二人の会話の間に、ハンスは準備を終えていた。〝守りの剣〟の真下を中心に、石いし畳だたみには複ふく雑ざつな文様が刻きざみ込まれている。そこになにやら透とう明めいな液えき体たいを流し込んでおり、キラキラと幻げん想そう的な輝きを見せている。


「そこの床ゆかの窪くぼみに、マギスフィアをはめ込んで。それで装置が起動して、儀式の補ほ助じよが行えるようになるはずだから」


　リリアンナも緊張しているのだろう。ポケットから取り出したメモを見ながら、指し示じを出す。その緊張の影えい響きようをアレクも受けつつ、言われた通りマギスフィアをセットした。


「うお……っ」


　直後、石畳の一部が音もなくせり出してくる。そしてマギスフィアを中心に、緑色の光でいくつもの表ひよう示じが浮うかび上がった。


「す、すげぇ……」


　それは、この聖堂を制せい御ぎよする魔動機の操そう作さ盤ばんだった。いくつもの表示が、魔動機文明語で記されている。


「できそう？」


「ああ。結けつ構こう丁てい寧ねいに説明が書いてあるから大だい丈じよう夫ぶ」


　アレクは乾かわいてきた唇くちびるを軽く舐なめ、大まかな手順を把は握あくする。


「じゃあ、始めるわ」


「……了りよう解かい」


　答えると同時に、アレクは最初の表示に触ふれる。それを合図に、聖堂の扉とびらがゆっくりと閉とじた。聖堂内は完全に密みつ閉ぺいされ、青白い光だけが視し界かいを確かく保ほしてくれる。


　そのまましばらくすると、今度は天井付近に設置されていた金きん属ぞく製せいの籠がゆっくりと下りてくる。当然、そこに安置されていた〝守りの剣〟も一いつ緒しよだ。


　魔ま剣けんの輝きで、手て許もとがより明るく照らされる。それと共に、せり上がった台だい座ざの一部も淡あわい光を放ち始めた。


「アレクさん、これを……」


　そう言って、ハンスが袋を渡してくれた。その中には、淡い光を放つ、銀色の破片が無数に入っている。まるで砕けた刃のように見えることから、〈剣のかけら〉と呼ばれている魔元素マナの結晶体だ。


「あとは指示の通り、そこに〈剣のかけら〉を置いていってくれればいいから……」


　リリアンナはそれだけ告げると、両手を組んで目を閉とじた。それからゆっくりと騎き士し神しんザイアへの祈いのりを捧ささげ、複雑な文言を唱え始める。


（いよいよ、儀ぎ式しきの始まりってわけか……）


　アレクは銀色に輝く〈剣のかけら〉をひとつ手に取り、それを指示通り台座の上に置いた。そして光の制御盤を操作する。


　すると、変化はすぐに現あらわれた。台座に置かれたかけらがゆっくりと分解されてゆき、細かい光の粒りゆう子しとなって台座に吸すい込まれる。その輝かがやきはそのまま床へと流れ、石畳の上に彫ほられた文様に沿そって〝守りの剣〟の周りを駆かけ巡めぐってゆく。


（うわぁ……）


　それは、本当に幻げん想そう的な光景だった。


　まるで夜空を無数の流星が自じ在ざいに飛びかうような、そしてその中に自分も立っているような、不思議な感覚。


「我われらが偉い大だいなる騎士神、神々の盾たてザイアよ……」


　そこに、リリアンナの祝詞のりとが聞こえてくる。その声は透すき通っていて、聞く者をうっとりとさせるものだった。両手でいくつもの印を切り、そのたびに腕うでにはめた腕輪が赤くきらめく。


（すげぇ……マジですげぇ……）


　アレクはこの光景に魅み了りようされながらも、黙もく々もくと手順通り〈剣のかけら〉を台座に置いていった。そのたびごとに光は床の溝みぞに流れ込み、光輝く魔ま方ほう陣じんを形成してゆく。


　初めはぼんやりと光っていた魔剣だったが、儀式が進むにつれて輝きが増ますのがわかった。魔方陣は力強く脈動し、リリアンナが両手を動かすたびに魔剣へと流れ込む。


　どれぐらいの時間、そうやっていただろうか。


　リリアンナの動きは段だん々だん激はげしくなり、まるで舞ぶ踊ようのように両手を操あやつっている。アレクは時折その姿すがたに目を奪うばわれそうになりながらも、着実に〈剣のかけら〉を台座に置き続けた。


　そしてアレクが最後のかけらを台座に置き、それが完全に魔方陣の中へ流れ込こんだとき。リリアンナが大きく両手を振ふり上げた。


「う……おぉ……っ!?」


　これまででもっとも強く激しく、魔剣が輝く。


　その光の強さに、アレクは思わず目を伏ふせていた。しかしすぐに制御盤の指示を受け、最後の操作を行う。


　それを受けて、魔方陣の輝きは弱まっていった。やがて光は完全に魔剣の中へと収しゆう束そくし、ゆっくりと天てん井じようへ上ってゆく。


　そして定位置に戻もどるのとほぼ同時に、魔剣は強い波動を放った。それは青白い光の輪となって、聖せい堂どうを中心にダーレスブルグの一角を駆け抜ぬけ、瞬しゆん時じに消え去る。


「ふわぁぁ……」


　その中心にいたアレクは、初めて見る光景に言葉も出なかった。魔剣からほとばしる魔力の残ざん滓し──雪のように降ふる燐りん光こうを見上げ、ただ茫ぼう然ぜんとなる。


「お、終わった……」


　一方のリリアンナは、精せい根こん尽つき果てた様子で床ゆかに座すわり込む。それを合図にしたかのように光の制御盤も消え、石の台座は床へと戻る。


　儀式は、無事終わりを迎むかえていた。
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「うわ……」


　聖堂の外に出て、アレクは思わず驚おどろかされる。


　なぜなら、もう日が傾かたむきかけていたからだ。


「半日近く、儀式に関かかわってたのか……」


　そんなに儀式に集中していたとは、まったく自覚がなかった。けれど太陽が普ふ段だんより早く傾くはずがない。


「ふぅ……」


　そんなアレクに続いて、リリアンナも外に出てきた。彼女はおおむね時間経けい過かを把は握あくしていたのか、特別驚いた様子はない。


「無事に終わってよかった……アレク、ありがとう」


　そしてなんとも言えない屈くつ託たくのない笑え顔がおで、リリアンナは礼を述のべた。重大な任にん務むに対する緊きん張ちよう感から解かい放ほうされたがゆえなのか、凄すごく自然で魅力的な笑みだった。


（う……）


　思わず見とれてしまい、アレクは茫然と少女を見つめた。そんな少年の様子に首を傾かしげ、リリアンナは顔を覗のぞき込む。


「……どうかした？」


「え？　い、いや、なんでもない。まあ、そうだな。無事に終わってよかったよ」


　アレクは心しん拍ぱく数すうが上がるのを自覚しつつ、慌あわてて視し線せんを逸そらす。


「前に一度、助手として立ち会ったことはあったんだけど……やっぱり自分の手で儀式を完了させられた感動は大きいものね！」


「そ、そうだな」


「一時はどうなるかと思ったけど……アレク、本当にありがとう！」


　思わず感かん極きわまったのか、リリアンナはアレクをぎゅっと抱だきしめた。その突とつ然ぜんの行こう為いに、アレクは面食らう。


「ちょ、ちょっと、なにすんだ……ってか、鎧よろいが当たって痛いたいって……」


「あ、ご、ごめんなさいっ。つい、感動しちゃって」


　リリアンナはアレクを離はなすと、苦く笑しようしながら目め許もとを拭ぬぐった。どうやら、本当に感動していたらしい。


　加えて、やっぱりアレクのことは弟感覚なのだろう。そう考えると、アレクは実に複ふく雑ざつな心しん境きようだった。


「まったく……神官のくせに、簡かん単たんに男に抱きついたりするなよな」


「ごめんね。なんだかほっとしたら、気が抜けちゃって」


　唇くちびるを尖とがらせるアレクに、リリアンナは照れたように笑った。すっかり緊張がほぐれたらしい。表ひよう情じように堅かた苦くるしいところは一いつ切さいなくなっている。


「あ～～～～～～っ！」


　唐とう突とつに大声を浴びせられたのは、そんなときだった。


「おい、アレク！　おまえお使いから帰ってこないと思ったら、こんなところで油売ってやがったのか！　し、し、しかも、かわいい女の子となにしてんだ！」
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　そう言って聖堂を囲む柵さくから顔を出したのは、長い杖つえを持ったタビットの少年──ヴラドだった。


「帰りが遅おそいって、おかみさんはカンカンだぞ！　しかもまさか、仕事さぼって女の子とデートだなんて、ゆ、ゆ、許ゆるしがたい裏うら切ぎり行こう為いだ！」


「デートじゃねぇよ！　シューリガンのおやっさんに頼たのまれて仕事してたんだ！」


「うそつけ！　さっき抱き合ってたじゃないか！　ずるいぞ！」


「うるせぇ！　あんなもん事じ故こだ事故！　それより、お袋ふくろ怒おこってるのかよ？」


「当たり前だろ。晩ばん飯めし抜ぬきは確かく定ていだな。当然の報むくいだ」


「泣くほど怒るなよ……」


　よほど悔くやしいのか、ヴラドはちょっと涙なみだ目めだった。足で石いし畳だたみをバシバシと蹴け飛とばしている。タビットのくせに人間の女の子に興きよう味みがあるあたり、かなりの変わり者だ。


「お知り合い？」


「……まあね。うちの店に居い候そうろうしてる、タビットのヴラドだよ。まあ、いまじゃ家族みたいなもんだけど」


「あ、申し遅おくれました。わたくし、偉い大だいなるタビット族の賢けん者じやにして操霊術師、ヴラド・ディス・ディアーノと申します。以後、お見知り置きを……」


　妙みように気取った態たい度どで、ヴラドは柵越ごしに深々と頭を下げた。その拍ひよう子しに耳につけたままの腕輪がキラキラと光る。


「かわいい……」


　その姿すがたを見て、リリアンナはついぽろりとつぶやく。


「は……？」


「あ、ううん、なんでもないわ！　こちらこそ、初めまして」


　少女は慌てて、ごまかすように自じ己こ紹しよう介かいする。


「それで、おまえオレを捜さがしてここに来たのか？」


「そういうことだ。おかみさん、心配してたぞ」


「……ここまで時間がかかるとは思わなかったからなぁ」


　困こまったとばかりに、アレクは頭を搔かく。


「ごめんなさい。もう仕事は終わったから、すぐにおうちへ帰ってあげて──」


　申し訳わけなさそうに、リリアンナがそう告げたときだった。


　アレクの背せ中なかで、「ピヨピヨ」という鳴き声がする。それを聞いて、少年はビクッと身を震ふるわせた。


「鳥……？」


　リリアンナが、不思議そうに鳴き声の主を捜す。そしてすぐに、それがアレクのバックパックから聞こえてくることに気づいた。


「アレク、それ……」


「蛮族探たん知ち機きが、反はん応のうしてる……？」


　アレクは慌ててバックパックを下ろし、中から黄色いアヒルの形をした魔ま動どう機きを取り出した。急な仕事の依い頼らいのせいで、シューリガンに預あずけ損そこねていたのだ。


「蛮族探知機？　それが？」


「ああ。まだ試作段だん階かいなんだけど、ある程てい度ど近くまで蛮族が寄よってくると鳴くようになってんだ」


「まさか……〝守りの剣つるぎ〟に魔力を充じゆう塡てんしたばっかりだっていうのに……」


「やっぱ、失敗作ってことか……？」


　つぶやきつつも、アレクは妙な胸むな騒さわぎがするのを抑おさえられなかった。


　そして顔をあげた拍ひよう子しに、ある人ひと影かげが目に入る。


「!?」


　そいつは、フードで顔まで隠かくし、ローブでその身を包んでいた。背は高く、ローブ越しにもがっしりした体たい格かくなのがわかる。だが、正体はわからない。


「あいつ……」


「どうした、アレク？」


　ヴラドに呼よびかけられた瞬しゆん間かん、ローブの男はすぐに路ろ地じ裏うらへと消えてしまった。同時に、蛮族探知機も鳴りやむ。


「誰だれかいたの!?」


「……ああ。怪あやしいローブ姿のやつが、あそこの路地に……」


「ひょっとしたら、儀ぎ式しき中を狙ねらって侵しん入にゆうした蛮族かもしれない！」


　リリアンナは表ひよう情じようを引き締しめ、腰こしの剣に手を当てる。


　ダーレスブルグの場合、〝守りの剣〟は街の外周を守っているだけで、一度中に入られるとほとんど効果がないのだ。


「だとしたら、早く捕つかまえないと！」


「お、おいっ」


「ハンス、後あと片かた付づけはよろしくね！」


　少女は言い放つと、躊ちゆう躇ちよなく聖せい堂どうの敷しき地ちから飛び出していった。怪しい人影を追う以外、まったく目に入っていない様子だ。


「リ、リリアンナさん!?　アレクさん、リリアンナさんを連れ戻もどしてくださいっ、危き険けんすぎますっ」


　神官のハンスが、泣きそうな顔でアレクに懇こん願がんする。そして頼たのまれるまでもなく、アレクも少女を追うつもりでいた。


「まったく……考えなしにも程ほどがあるぜ……っ」


　少年は慌あわてて黄色いアヒルをしまうと、急いでバックパックを背せ負おい、リリアンナを追う。


「ま、待てよアレク！　ちょっと、おい！」


　そしてそんな少年を追って、ヴラドも短い足で必死に走り出していた。





「リリアンナ！」


　アレクが少女に追いついたのは、路地に飛び込こんだ直後だった。


　下町や港区の路地は、住民の勝手な増ぞう改かい築ちくや荷物の放置などもあって、非ひ常じように複ふく雑ざつな上にゴミゴミしている。道みち幅はばも広いとは言えず、いかにもすさんだ雰ふん囲い気きだ。


「う……」


　案の定、リリアンナはその様子に足を止めていたが、使命感が勝ったのだろう。意を決すると、ずんずんと路地へ踏ふみ込んでゆく。


「待てよ、ひとりで突つっ込んだら危あぶないだろ」


「ザイアの神官戦士が、街に侵入した蛮族を見み逃のがせるわけないでしょ。それより、ローブ姿すがたの人影ってどっちに行ったの？」


「どっちって……あ」


　ふと路地の奥おくを見れば、角を曲がってゆくローブ姿の人影があった。しかしすぐに、姿は見えなくなる。


「あっちに行ったのね……逃にがすもんか」


「ちょ、ちょっと待って……」


　やっと追いついてきたヴラドを再ふたたび置き去りにして、リリアンナは路地の奥へと駆かけた。アレクもホルスターから銃じゆうを引き抜ぬき、あとを追う。


　だが次の角を曲がったところで、アレクはローブ姿の人影を完全に見失っていた。


「どこに行ったの……？」


　リリアンナは腰の剣に手を当てたまま、路地の奥へどんどん進んでゆく。大おお股またで大だい胆たんに進む彼女の様子にハラハラしつつも、アレクもそのあとを追った。


　日も傾かたむき、路地には物もの陰かげも多い。狭せまい枝えだ道みちもいくつかあった。そんな細い道のひとつに、リリアンナが足を踏み入れたとき。


「え……？」


　少女の足が止まる。


　アレクもその細い路地へ足を踏み入れた瞬間、異い臭しゆうに気づき身み構がまえた。


　それは、普ふ段だん街中では嗅かぎなれない臭においだ。鉄のような、だが生なま臭ぐさい独どく特とくの臭い。


「な、なに、これ……？」


　茫ぼう然ぜんとなるリリアンナの前に、二つの人影があった。


　ひとりは石いし畳だたみの上に倒たおれており、もうひとりがその体に覆おおい被かぶさっている。そんな彼らの足あし許もとに広がる赤い染しみは──血だ。


「ん？」


　リリアンナの気配に気づいたのか、覆い被さっていた人物がゆっくりと立ち上がった。その男は見み慣なれた鎧よろいを身につけており、その胸むね当あてに輝かがやく紋もん章しようから、正せい規きの衛えい兵へいであることがわかる。


　だがその腕うでや胸は血で汚よごれ、着衣には乱みだれがあった。


「あんた……」


　アレクは体を半身にして銃を隠しつつ、声をかける。


「……このあたりの住人か？」


　衛兵は、妙みように落ち着いた声で尋たずねてくる。


「少しタチの悪い殺人事じ件けんが起きたものでね、いまこの路地は立ち入り禁きん止しなんだ」


　そう告げる衛兵の背はい後ごを、アレクはそっと覗のぞき見た。そしてそのことをいささか後こう悔かいする。


　なぜなら倒れている男の顔は獣けものに襲おそわれたかのようにごっそりと削けずり落とされており、胸も引き裂さかれて、中身はぽっかりと空くう洞どう状じようになっていたからだ。


「う……っ」


　リリアンナも死体の状じよう態たいに気づいたのだろう。喉のどの奥で短く悲鳴をあげる。


「すまないが、別の路地を使ってくれないか？」


　淡たん々たんとした口調。言葉を発するたびに吐はく息が、妙に生臭い。


「リリアンナ……っ」


　少女に警けい戒かいを促うながそうとしたときだ。衛兵は指先で空中に文字を書くような動作を見せた。そして聞いたこともない言葉で、何事かつぶやく。


「魔ま法ほう!?」


　少女が驚おどろきの声をあげたときには、男の言葉は締しめくくられていた。空中に描えがかれた文字が光を放ち、リリアンナがふらりとよろける。


「う……」


　少女は頭を振ふって耐たえようとするが、無理だった。路地の壁かべに手をつき、そのままずるずると石畳の上に倒れてしまう。


「リリ……!?」


　助け起こそうとアレクは一歩踏み出すが、そこで足が止まる。なぜなら異様な殺気を伴ともない、目の前に衛兵が立ちはだかったからだ。


「こいつ……っ」


「……悪いな、坊ぼう主ず。やっぱりこのままこの路地にいてくれ」


　衛兵はにやりと笑うと、剣けんを引き抜いた。その笑えみは、どこか人間離ばなれして見える。


（やばい……っ）


　全身から冷たい汗あせが噴ふき出す。同時にバックパックの中から「ピヨピヨ」という鳴き声が聞こえ始めた。


「遅おそいんだよ、この不良品……っ」


　ビュンッという音と共に、剣がアレクの首目がけて振り下ろされる。特別戦せん闘とう訓練など受けていないアレクは、全力で後こう退たいするのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「うわわわわっ」


　かかとが石畳に引っかかり、後ろ向きに倒れる。だがそれが功を奏そうし、刃やいばは空を斬きった。勢いきおい余あまった剣は石壁を叩たたき、甲かん高だかい音と共に火花が散る。


（この状じよう況きよう……）


　それは、ほんの瞬まばたき一回分程てい度どの時間だっただろう。けれどアレクの脳のう裏りには、まだ幼おさない日に体験した、生死を分けた瞬しゆん間かんがフラッシュバックしていた。同時に、危き機きに対する開き直りにも似にた気き構がまえが生まれる。


「リリアンナ……っ」


　自分が死ねば、それは自動的に少女の死にも繫つながる。だからアレクは、転がりながらも銃じゆうを手放さなかった。少し広い路地に転がり出ると、膝ひざ立だちの姿し勢せいで銃を構える。


「このガキ──」


　苛いら立だちの表ひよう情じようで、衛兵の姿すがたをしたそいつは再ふたたび剣を振ふり上げる。もう一度かわせる自信は、正直──ない。


「マギスフィア起動っ、ソリッドバレット装そう塡てん！　ターゲットサイト、ロック！」


　ひと息で素す早ばやく言葉を紡つむぎ、狙ねらいを定める。


　命令を受けたマギスフィアは即そく座ざに浮うかび、輝く円形の魔動術式がアレクの銃を中心に回転した。それと同時にアレクの瞳ひとみにも極小の魔ま動どう術じゆつ式しきが展てん開かい。目標への集中力が一気に高まる。


「があああッ！」


　剣が振り下ろされる。だがそれより早く、アレクは引き金を引いていた。


　ダンッ！


　撃げき鉄てつが銃内の弾だん丸がんを叩たたき、魔動術式によって込められたアレクの魔元素マナが爆ばく発はつする。その圧あつ力りよくは一気に弾丸を押おし出し、青白い光を銃口から放った。


　そして撃うち出された弾丸は、文字通り目にも止まらない速度で衛えい兵へいの胸に命中する。弾丸そのものは鎧よろいの上で砕くだけるが、その中に込められたマナが内部にダメージを与あたえていた。


「げあッ!?」


　アレクのような子こ供どもが魔動機術を使いこなすとは、考えていなかったのだろう。衛兵は大きく仰あお向むけに吹ふっ飛んだ。


「あ、当たった……っ」


　アレクはその隙すきに立ち上がり、急いでリリアンナの許もとへ駆かけ寄よろうとした。だが、吹き飛んだ衛兵はどうにか踏ふみ留とどまり、怒いかりの形相でアレクを睨にらむ。


（くそっ、オレの魔ま力りよくじゃ、やっぱ一発ってわけにいかねぇか……っ）


　すぐにもう一発撃ち込むべく銃を構え直すが、マナを込め直すにはどうしても数秒の時間が必要だ。そして剣の間合いにあっては、その数秒が命取りになる。


「殺す！　ぶっ殺す！」


　言うや、衛兵の姿は急きゆう激げきに変化した。服は裂け、筋きん肉にくは肥ひ大だい化かし、体たい格かくは二回りほど大きくなる。額ひたいには尖とがった角が生え、牙きばは大型の肉にく食しよく獣じゆうのごとく大きく突つき出す。


「う、うわあああ……っ」


　正体を現あらわした蛮族を目まの当あたりにして、アレクは心しん臓ぞうを鷲わし摑づかみにされたように硬こう直ちよくした。恐きよう怖ふに、全身の筋肉が引きつる。


「グラアアアッ！」


　まさに、獣けもののような雄お叫たけび。


　だが蛮族の刃が振ふり下ろされるよりも早く、真しん紅くの光が走った。


「え……？」


　それは、鋭するどい刃による一いつ閃せん。


　ローブがはためく音が遅おくれて耳じ朶だを打ち、続いて真っ赤な鮮せん血けつが視し界かいを染そめる。


　不思議なまでの既き視し感──アレクは血しぶきと共に倒たおれてゆく蛮族の姿を見て、再び幼い日のことを思い出していた。


　だが大きな違ちがいは、目の前に現れた剣士が、あのときの戦士ではないこと。


　その手にあるのは、真紅の刀身を持つ大剣。そこから放たれる禍まが々まがしい瘴しよう気きが剣士を覆おおい、近づく者へ邪じや気きと悪お寒かんを与あたえていた。


　そして──


「!?」


　フードの中の顔を覗のぞいてしまい、アレクは衝しよう撃げきと恐怖に硬直する。


　なぜならその瞬間、男の顔の半分が崩くずれ落ち、骨ほねまで露ろ出しゆつしたからだ。なのに眼がん球きゆうだけはしっかりと眼がん窩かに収おさまり、金色に縁ふち取どられた瞳が、ギラギラと強い光を放っていた。


『少年よ……』


　声が、直ちよく接せつ脳のう裏りに響ひびく。


「な、何者だよ、おまえ……っ」


『我わが声が届とどいているならば、覚えておくがいい』


「く……っ」


　アレクは恐怖に押し潰つぶされそうになりながらも、銃を剣けん士しへ向けた。だが手は震ふるえ、狙いは定まらない。金色に縁取られた瞳に射いすくめられ、まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように動けなくなる。


『……蛮王の力を求め、蛮族たちが動き始めている……いずれ再び、世界は戦せん乱らんに呑のみ込こまれよう。もしおまえに資し格かくがあるならば、わたしは再びおまえの前に現れる……』


「資格!?　いったいなんの話だよ！」


　恐怖をはね除のけようと、アレクは大声で叫さけぶ。だが屍しかばねのような姿の剣士は黙もくして語らず、やがてその姿は霧きりのように薄うすれてゆく。


「ま、待て！」


　アレクは咄とつ嗟さに手を伸のばす。だが剣士の姿は路ろ地じ裏うらの闇やみの中へと溶とけ込み、ついには完全に消しよう滅めつしていた。


「消えた……」


　茫ぼう然ぜんと、少年は立ち尽つくす。まるで悪あく夢むから目覚めたかのように、全身からは汗あせが噴ふき出していた。


「……蛮王？　資格？　なんのことだよ……？」


　なにひとつ理り解かいできず、アレクはただ銃を下ろす。


「何者なんだ、いまの……」


　理解できないことから生まれる混こん乱らん。そこからやってくる戦せん慄りつ。


「なにが……なにが起きてるんだよ……？」


　そしてアレクは、ぶり返してきた恐怖に身を震わせ、惨さん状じようを見み渡わたす。


「なんなんだよ、これは────っ!?」


　だがそこには、いまだ眠ねむりに落ちたままのリリアンナと、物言わぬ死体が二つ、残されているのみだった。




第二章『平和は崩ほう壊かいする』













〝蛮ばん王おう〟死して、呪のろいを残す。


　その呪じゆ詛その力は神さえ穢けがし、勇者の意い志しをも打ち砕くだく。


　やがて呪いは邪じや悪あくの種となって芽め吹ぶき、〝蛮王〟は蘇よみがえる。


　だが勇者の魂たましいは穢れたまま、蘇ることは叶かなわない。


〝蛮王〟は蘇る──新たなる肉体と、大いなる力と共に。




──ボガード族に伝わる伝でん承しようより





　　　　１




「リリアンナ！　おい、起きろよ！」


　どうにかパニックを抑おさえ込んだアレクは、とりあえず意い識しきを失ったままの少女を揺ゆり起こそうとしていた。


　魔ま法ほうによる眠りといっても、さほど強力なものではなかったらしい。アレクが数回揺さぶると、リリアンナは眉まゆをしかめてゆっくりと目を開いた。しかし頭ず痛つうでもするのか、すぐに頭を押さえて目を閉とじる。


「わたし、いったい……？」


「よかった……」


　とりあえず目を覚ましたリリアンナの様子に、アレクはほっとひと息つく。しかし少女は身を起こすと再さい度ど目を開き、そして周辺の状じよう況きように目を瞠みはった。


「なに……これ？」


　彼女が倒たおれていた狭せまい路地。そこには、血の海に沈しずむ死体がひとつ。その反対側には角と牙きばを持つ異い形ぎようの頭が転がり、少し離はなれたところに首なしの死体が倒れていた。


「蛮族バルバロス……っ」


　リリアンナはその姿すがたを見て、小さく息を呑む。だがすぐに表ひよう情じようを引き締しめると、アレクを見上げた。


「……とりあえず、状況を説明して」


「お、おう」


　顔は青冷めてはいたものの、リリアンナは必死に冷静さを取り戻もどそうとしていた。その様子に、アレクも軽く感心させられる。


「さすがザイアの神官戦士、ずいぶん落ちついてるな」


「十分驚おどろいてるわ……」


　そう言って、少女は左手で右手を押さえる。見れば、小こ刻きざみに震ふるえていた。


「アレク、大だい丈じよう夫ぶか!?　って、うわぁっ!?」


　物音を頼たよりにやってきたのだろう、ヴラドがやっと二人のところへ追いついてくる。だがその惨状を見るなり、驚きの声をあげた。


「レッサーオーガ……？　本当に蛮族が街中に入っていたとは……」


「ああ……どうやら本当に、ダーレスブルグの街中に蛮族が侵しん入にゆうしているらしい……魔動機の誤ご作さ動どうなんかじゃなくってな……」


「……そうみたいね」


　アレクの言葉を、リリアンナも肯こう定ていする。いや、肯定するしかない。


「こ、こいつ一体だけかな……？」


「だといいんだけどな……」


　路地に転がる蛮族の首は、恨うらめしそうな表情でアレクたちを凝ぎよう視ししていた。アレクはそちらをなるべく見ないようにして、衛えい兵へいが怪かい物ぶつに変化したことを二人に説明する。


「……やっぱり、レッサーオーガに間ま違ちがいないね。別名食しよく人じん鬼きといって、心しん臓ぞうを食べた相手の姿を盗ぬすみ、脳のうを食べるといくらか記き憶おくを奪うばえるらしいけど……もし他にもオーガが侵入しているとしたら、大変だな」


「ああ。誰だれが蛮族か、わかったもんじゃない……」


「蛮族探たん知ち機きは？」


「性せい能のうが不安定すぎて、あてにはできないよ。まあ、ないよりはマシかもしれないけど」


「そうね……」


　残念そうに、リリアンナは目を伏ふせる。


「……一歩間違えたら……食われてた……」


　少女はかすかに震えるまなざしで、血の海に沈しずむ被ひ害がい者しやを見やり、続いてオーガの顔を見る。血ち生なま臭ぐさい現げん場ばには慣なれていないのか、顔色は真っ青だ。


「大丈夫か……？」


「平気……とは言えないわね、さすがに」


　アレクの差し出した手を、リリアンナは素す直なおに摑つかんだ。その手を頼たよりに、立ち上がる。


「……借りが、ひとつできちゃったね」


「べ、別にオレが倒たおしたってわけでもないしさ。最終的には、奇き妙みような剣けん士しがオーガを倒してくれたわけだし……」


「奇妙な剣士……？」


「ああ。オーガの首を一いち撃げきで刎はね飛ばす凄すご腕うでの剣士なんだけど……顔はなんか死人みたいだし、霞かすみみたいに消えちまうし、まるで幽ゆう霊れいだよ」


「亡ぼう霊れいの剣士……」


「知ってるのか？」


　アレクの問いに、リリアンナは小さく首を振ふる。


「……わからない。だけど、なんだか思い出せそうで思い出せないみたいな感じ……」


「ぼくの知ち識しきにも、そんな魔ま物ものは存そん在ざいしないな……幽霊ゴーストに似ているけど、オーガを剣で倒すなんて無理だと思うし……」


「とにかく……このままにしておくわけにはいかないわ。殺されているのは衛兵だし、このことは一いつ刻こくも早く詰つめ所に報ほう告こくしないと」


「……そうだな」


　リリアンナに促うながされ、アレクはひとまず考えるのをやめた。あの剣士が何者であれ、いまはできることをまずやるべきだ。


「港区か下町の詰め所までは、遠い？」


「いや、下町の詰め所なら、そんなに離はなれてないけど……」


　アレクは空を見上げ、もう夜が近いことに不安を覚える。


「どちらにせよ、急いだほうがよさそうだ」


　その言葉に、リリアンナも無言で頷うなずいた。





　日が落ちるにつれ、ダーレスブルグは浮うかれた雰ふん囲い気きに包まれつつあった。


　凱がい旋せん祭さいの当日は祭日で休みだが、その四日前から祭りの準じゆん備びは始まる。それと同時に、大通りには深夜まで露ろ店てんが並ならび、街はお祭りムード一色になるのだ。特に夕方を過すぎると、仕事を早めに切り上げた人々が遊びに繰くり出し、にぎやかになってゆく。


　特に街の北門と南門をつなぐ大通りには屋台や露店が数多く並び、空には断だん続ぞく的に花火もあがっていた。格かく式しきばった儀ぎ式しきが続く凱旋祭当日より、四日続くこの夜の祭りのほうが盛もり上がるものなのだ。


　だが大通りから離れれば、むしろ人気は少なくなる。アレクたちが抜ぬけた下町の通りは、そうした薄うす暗ぐらい路地ばかりだった。だがすぐに、衛えい兵へいの詰め所にはたどり着く。


「ここだ」


　アレクは足を止め、詰め所を見上げる。


　国家の治安を守る衛兵の詰め所だけに、下町にあっても建物は立りつ派ぱだ。石いし造づくりの二階建てになっており、敷しき地ちも広い。窓まども金かな網あみと鎧よろい戸どで補ほ強きようされており、堅けん牢ろうな印象を見る者に与あたえている。


「やれやれ、これでひと安心だな」


「……だといいけどな」


　ヴラドは軽く安あん堵どの息を吐はくが、アレクの警けい戒かい心しんは緩ゆるまない。


「すみません、失礼します」


　リリアンナが先頭に立ち、正面の両開きの扉とびらを開く。


　中は、広めのホールになっていた。正面には受け付け用のカウンターがあり、その奥おくで何人かの職しよく員いんが事じ務む仕事をしている。


「どうかしましたか？」


　まっすぐにカウンターへ歩み寄よる少女を見て、ベテランっぽい衛兵がひとり、応対に出てくる。


「……殺人事じ件けんです。それも……蛮族の手による……」


「なんだと……？」


　リリアンナの言葉に、衛兵の目の色が変わった。


「それは本当か!?」


　深しん刻こくな表ひよう情じようで問う衛兵に、アレクとリリアンナは手早く場所や状じよう況きようを伝えた。衛兵はそれをひとつひとつメモし、若わかい衛兵二人を呼よんでそれを渡わたす。


「急げよ」


「はっ」


　若い衛兵は指し示じを受けると、すぐに詰め所を飛び出していった。その様子を見て、ヴラドとリリアンナがほっと息をつく。


「迅じん速そくな対応をしてもらえて、よかったな。これでもう大だい丈じよう夫ぶだよ」


「そうね」


　ヴラドの言葉に、リリアンナも笑え顔がおで頷く。だがアレクの胸むな騒さわぎは、いまだ落ちついてはいなかった。


「きみ」


　そんな少年の肩かたを、衛兵の大きな手がぽんっと叩たたく。振ふり返れば、話を聞いてくれたベテランっぽい衛兵がいた。


「ちょっといいかな？」


「あ、はい」


　少し戸と惑まどいつつも、アレクは頷く。


「きみたちからも、もう少し詳くわしい事情が聞きたい。奥おくで話を聞かせてもらいたいんだが、構かまわないかい？」


「え……？」


「はい。それはもちろん」


　躊ちゆう躇ちよするアレクとは対照的に、リリアンナは真しん剣けんな表情で答える。


「こっちだ。ついてきてくれ」


　そう言って、衛兵は先に立って詰め所の奥へ向かった。衛兵の詰め所には、簡かん単たんな取り調べ室や宿しゆく泊はく施し設せつ、地下には留りゆう置ち所じよもある。そちらに案内するのか──アレクはそう考えつつ、胸騒ぎは強くなるばかりだ。


（詰つめてる兵の数が少ない……？）


　凱旋祭の警けい備びで出で払はらっているのは、理り解かいできる。だがそれにしても、衛兵の数は少なく感じた。心しん拍ぱく数すうが、まるで下がらない。


「ここで待っていてくれないか？　すぐに戻もどってくるから」


　衛兵は会議室らしき部屋に案内すると、また出ていってしまった。取り調べ室ではないから扉に鍵かぎはついていなかったが、窓がない小さめの部屋だ。閉へい塞そく感と共に、不安な気持ちがますます強くなる。


（イヤな感じだ……）


　じっとしていられなくて、アレクは入ってきた扉に歩み寄った。その様子に、リリアンナが小さく首を傾かしげる。


「どうしたの？」


「シッ。ちょっと静かにして」


　アレクは口に指を当てて少女の言葉を遮さえぎると、扉を少しだけ開けて外の音に耳をそばだてる。するとかなり遠くからではあったが、話し合う声が聞こえてきた。


「……どうする？」


「……もうあまり時間が……ガキぐらい放置しても……」


（！　やっぱり……か）


　たったそれだけの会話で、アレクは相手がもはや衛兵ではないと悟さとる。


「……だが大事な暗殺計画の前だ。情じよう報ほうが漏もれるのは……」


「……殺やるか？　確たしかに……ザイアの……神しん殿でんから標的に情報が伝わるかも……」


（暗殺計画!?）


「……確かにな。あの将しよう軍ぐんも……ザイアの神官……」


「……だがあの小こ娘むすめ、〝見つける者〟の可か能のう性せいも……現げん場ばの近くに聖せい堂どうが……」


「……もしそうなら、お手て柄がらだな……」


「……ああ。ならば小こ僧ぞうどもをバラして、あの小娘は生け捕どりだ……」


（将軍を、暗殺するつもりなのか……？　それに、〝見つける者〟って……）


　さまざまな疑ぎ問もんがアレクの脳のう裏りを去来する。だがそれ以上にいま考えなければならないのは──この場を切り抜ぬけることだ。


（来る……っ）


　足音が、ゆっくりと近づいてくる。足取りに余よ裕ゆうが感じられるのは、こっちが子こ供どもだと思って油ゆ断だんしているからだろう。


（ヴラド、リリアンナ、ここはまずい。衛兵が扉とびらを開けたら部屋の中に引き込こむ。その隙すきに、廊ろう下かに出て裏うら口ぐちから逃にげるぞ）


　アレクはリリアンナとヴラドを手て招まねきすると、小声で素す早ばやく告げる。


（どういうことだよ？）


　突とつ然ぜんのことに、ヴラドもリリアンナも戸惑いの表情を見せる。だが衛兵の足音が扉の前で止まるのと同時に、「ピヨピヨ」という鳴き声がアレクのバックパックから聞こえてきた。瞬しゆん時じに、少女とタビットの二人も表情が険けわしくなる。


「なんの音だ……？」


　鳴き声は、廊下まで聞こえたのだろう。衛兵が疑問を口にしつつ、扉を開く。アレクはその手を摑つかみ、一気に部屋の中へ引き込んだ。


「なに……ッ!?」


　完全な不意打ちに、衛兵はつんのめって会議室の中へ転がり込む。アレクはその尻しりにさらに追い打ちの蹴けりを一発かまし、廊下へと飛び出した。


「ぐあ……っ!?」


「逃げるよ！」


　アレクの叫さけびに、少女とタビットは動転しつつも従したがった。部屋を飛び出し、廊下を奥へ向けて駆かける。


「……警けい報ほうが鳴るのが遅おそくて助かったってとこかな……っ」


　バックパックからいまだ聞こえてくる鳴き声を聞きつつ、廊下の床ゆかを蹴る。


「まさか、ここの衛兵って……!?」


「確かめてる余よ裕ゆうはないけど、たぶん全部蛮族だ！」


　振ふり返りもせず、アレクは先を急ぐ。廊下の角を曲がれば、構こう造ぞう的に裏口に出られるはず──少年はそう推測していたが、思わぬ誤ご算さんが生じた。


「アレク！」


　ヴラドの耳がピンと立ち、警告の声が発せられる。


「ヌガアアアッ！」


　直後、獣けもののような唸うなり声を伴ともない、いきなり廊下の木もく壁へきが砕くだけた。


「うわああっ」


　突然壁かべから飛び出してきた怪かい物ぶつに、最さい後こう尾びにいたヴラドが吹ふき飛ばされた。狭せまい廊下だ。そのまま反対側の壁に叩たたきつけられる。


「ヴラド!?　くそっ、やっぱりか！」


　アレクは足を止めると、すぐにホルスターから銃じゆうを引き抜き、構かまえる。


「徹甲弾クリテイカル・バレツト装そう塡てん……ターゲットサイト、ロック！」


　アレクの声に即そく応おうし、マギスフィアが銃と瞳ひとみに力を与あたえる。


　壁を突つき破やぶって現あらわれたのは、アレクの予想通りオーガだった。興こう奮ふんした様子で牙きばを剝むき出し、ヴラドを捕つかまえようと腕うでを伸のばしている。


「や、やめろっ、来るなっ！　ぼくは見た目ほどおいしくないぞっ」


「こなくそ……ッ」


　素す早ばやく狙ねらいを定めると、アレクは躊ちゆう躇ちよせず引き金を引いた。金色の光を放ち、魔ま力りよくの込められた弾だん丸がんが発はつ射しやされる。


「グアッ!?」


　アレクの放った弾丸は過あやまたずオーガの顔面に命中し、怪物は悲鳴をあげた。その衝しよう撃げきに大きくのけぞるが、仕し留とめるには至いたらない。


「痛いてェだろうがッ、ガキがァァァァッ！」


　オーガは喚わめき散らし、攻こう撃げきの目標を少年に変えた。アレクは慌あわてて次の銃じゆう弾だんにマナを装塡しようとするが、どうしても時間がかかる上に軽いパニックに陥おちいってしまう。


（や、やべぇ……っ）


　絶ぜつ望ぼう的な気分で、アレクは迫せまり来るオーガを見上げる。だがそのとき、リリアンナがアレクの前に飛び出していた。


「……やあああああッ！」


　彼女は抜ばつ刀とうすると、一気にオーガを袈け裟さがけに斬きった。怪物の胸むねが、大きく裂さける。


「ガ……ッ」


「せいッ！」


　ザンッ！


　動きが止まったオーガを、リリアンナはさらに横一文字に斬る！


「ウゴオオッ」


　大量に血を溢あふれさせながらも、オーガは少女に手を伸ばす。だがリリアンナはそれを盾たてで弾はじき、そのまま体重を乗せて剣けんを敵てきの腹はらへ突き立てた。


「ゲ……オゴ……ッ」


　その一撃が、とどめだった。巨きよ漢かんの蛮族は最後にもう一度虚むなしく空を摑つかみ、ゆっくりと仰あお向むけに倒たおれる。


「はぁ……っ、はぁ……っ」


　少女は必死な表ひよう情じようで、大きく息を吐はいた。だが毅き然ぜんとした態たい度どで刃やいばの血ち糊のりを払はらう。


「すげぇな……」


　リリアンナの剣けん技ぎは、十分実戦レベルだった。だが実じつ際さいに戦いで使うのは慣なれていないのか、明らかに過か度どの興奮状じよう態たいにある。


　そして倒されたオーガに目を向ければ、破やぶれた衣服から書しよ簡かんがこぼれ落ちていた。アレクは咄とつ嗟さにそれを拾ってポーチにねじ込み、ヴラドを助け起こす。


「無事か？」


「な、なんとかね……」


　タビットの少年は戦いの恐きよう怖ふに小こ刻きざみに震ふるえていたが、幸い怪け我がは大したことないようだった。だがもう一撃受けていれば、どうなっていたかわからない。


「すぐに新手が来ると思うから、早く逃にげて」


「リリアンナ……？」


　少女の指し摘てき通り、大おお勢ぜいの足音が近づいてきている。だがリリアンナはアレクとヴラドを背せに、両足を踏ん張ばっていた。


「ここはわたしが食い止めるから。今度は、わたしが借りを返す番ね……」


　それだけ告げると、少女は剣を構え直す。だがそんな彼女の後ろ襟えりを、アレクはぐいっと引っ張った。


「ちょ、ちょっと──」


「バカなこと言ってないで、逃げるぞ！　こんなところで無む駄だに戦って死ぬ理由なんてないだろ！」


「アレク、だけど──」


「うるせぇ！　ヴラド、裏うら口ぐちへ走れ！　逃げるぞ！」


「言われなくたって逃げるさ！」


　アレクに言い返したときには、ヴラドは文字通り脱だつ兎との如ごとく全力で逃げ出していた。


「判はん断だん早ぇーな……」


　軽く呆あきれつつも感心しながら、アレクは剣を持つリリアンナの手を摑む。


「行くぞ！」


「あ……っ」


　一いつ瞬しゆん手を引っ込めようとするが、リリアンナはそれ以上抵てい抗こうせずに、アレクに従したがう。


　戦いの恐怖か命を奪うばったことへの衝撃か──その手は怯おびえた子犬のように、小刻みに震えていた。





　　　　２




　アレクの読み通り、廊ろう下かを抜ぬけた先は裏口になっていた。


　背はい後ごからの足音に追い立てられるようにヴラドが裏口を開け、アレクはリリアンナの手を引いて外へと飛び出す。


　幸い飛び出した先は路地になっており、アレクはヴラドを追い越こして先頭を走った。とにかく、いまは少しでも距きよ離りを稼かせぎたい。


「ちょ、ちょっと、手を放して……痛いっ」


「え？　ああ、ごめん」


　リリアンナの言葉に、少年は慌あわてて手を放した。少女は少し不満気に唇くちびるを尖とがらせつつも、足を緩ゆるめることなく剣を鞘さやに収める。


「と、とにかくいまは急いで逃げないとな。連中もさすがに街中で堂々と正体を現あらわしたりはしないだろうし、夜に紛まぎれて逃げれば──」


「無駄だよアレク。あいつら夜でも目が見えるから」


　必死にアレクに続きながら、ヴラドが言い放つ。


「くそ……それでも人ごみに紛れれば見つけるのは難むずかしいはずだし、祭りのあるほうへ逃げよう」


　ちらりと振ふり返れば、衛えい兵へいが三人、血相を変えて追ってきている。しかも、ヴラドが明らかに遅おくれ始めていた。


「ヴラド、もうちょっと速く走れないのか？」


「無む茶ちや……言わないで……ぜぇはぁ……くれよ……っ。ぼくはオーガにもぶちかまされたし、そもそも頭ず脳のう労働が本分であって……肉体労働は得意じゃないんだって……わっ」


　文もん句くを言うのも苦しそうなタビットを、いきなりリリアンナが抱かかえ上げていた。そのまま小こ脇わきに挟はさんで走り続ける。


「えっ？　えっ？」


「本当なら魔ま法ほうで怪け我がも治してあげたいところだけど、足を止めてる余よ裕ゆうないし」


「いやだけど、担かついで走るなら、オレが──」


「大だい丈じよう夫ぶ。わたし、鍛きたえてるから」


　アレクの言葉を、リリアンナは笑え顔がおで断ことわる。確たしかに、ヴラドを抱えても少女の速度はまったく衰おとろえなかった。


「ぬう……っ」


「抱えられるのは屈くつ辱じよく的だが……これはこれで悪くない気もする……」


　男の子二人は複ふく雑ざつな思いのまま、とにかく前へ進むしかない。


「それより、しっかり先せん導どうを頼たのむわね」


「……了りよう解かい」
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　いささか釈しやく然ぜんとしないところもあったが、言い争う労力さえ惜おしい。


「それにしても……オーガの死体を見て追ってくるってことは、そういうことだよな」


　改めて振り返れば、衛兵たちは徐じよ々じよに距離を詰つめていた。その目は血走り、殺気に満ちている。


「冗じよう談だんじゃねぇよ……っ」


　うんざりしつつ、アレクは必死に頭を回転させて大通りへの近道を考える。下町の路地で撒まけるなら、それはそれで悪くない。


「離はなれるなよ」


「足には自信あるから心配しない……あ」


　強がるリリアンナの手を、アレクは有う無むを言わさず摑つかんだ。そのまま、引っ張ぱるようにして走り出す。


「ちょ、ちょっと……！」


「ヴラドも抱えてもらってるし、はぐれたらマズイだろ！」


　抗こう議ぎしようとするリリアンナに言い放ち、しっかりとその手を握にぎり直す。


「くそっ。想そう像ぞうしていた中でも、最悪の展てん開かいだ。こりゃ相当な数が街ん中に入り込こんでるぞ」


「……そう考えたほうがよさそうね……」


「とにかく、いまはあいつらから逃にげないとな。どれだけ蛮族が入り込んでるか知らないけど、追って来るってことはバラされたらまだマズイってことだろうし……」


「衛兵はもう当てにできないね……こうなったら、ザイア神しん殿でんに行きましょ！　神殿なら、大だい丈じよう夫ぶだと思うから……」


「ちと遠いけど……神かみ頼だのみってのも悪くはないか」


　アレクも同意し、細い路地を選んで風のように駆かけた。ときにはごみ箱や積まれている荷物をひっくり返し、追っ手の足を鈍にぶらせる。


「待て！」


「待ちやがれ小こ僧ぞうども！」


　しかし背はい後ごからは衛兵たちの怒ど声せいが響ひびき、思うように距離を稼げない。蛮族ゆえの体力か、障しよう害がい物ぶつも強ごう引いんに踏ふみ越こえ、疲つかれなど知らないかのように追ってくる。


「おい、アレク！　ぜんぜん引き離せてないぞ！」


「わかってるよ！　くそ……っ、しつこいな」


　アレクはヴラドの声に舌した打うちしつつ、路地を駆ける。少し視し線せんを上に向ければ、屋根の間から中央広場の時と計けい塔とうが見えていた。それを目印に方向を確かく認にんし、脳のう内ないで組み立てた道順通り路地を抜ぬけて賑にぎやかな声の聞こえる大通りへ向かう。


「もうちょい……ッ!?」


「アレク、危あぶない！」


　あと少しで大通り、というところで、路地に白い閃せん光こうが走った。ヴラドの叫さけびとほぼ同時に、アレクの右みぎ肩かたに激げき痛つうが走る。


「ぐ……っ」


「アレク!?」


　少女の悲鳴。アレクの肩は弾はじけ、ひどい火傷やけどになっていた。すぐに皮ひ膚ふが破やぶれ、鮮せん血けつが溢あふれる。


「くそ……っ、あいつら魔法も使えるんだったよな……」


　痛いたみに足がもつれそうになるが、それでもアレクは速度を落とさなかった。少女の手をしっかりと握り直し、歯を食いしばって大通りへ飛び出す。


「アレク、血がいっぱい出てるぞ！　傷きずの手当てをしたほうが──」


「そんなの後だ！　いまは少しでも距きよ離りを稼かせがないと……ッ」


　振ふり返れば、魔法を使った衛えい兵へいは大きく遅おくれている。だがあと二人、血相を変えて追ってくる衛兵がいた。どうあっても、逃がすつもりはないらしい。


「行くよ」


「わ……っ」


　アレクは強引にリリアンナを引っ張ぱり、大通りを駆ける。


　ダーレスブルグの中央通りは、それなりに広い。馬車が何台もすれ違ちがえるほどの道みち幅はばがあり、石いし畳だたみもきれいに舗ほ装そうされている。


　そして今日は、そんな大通りの両側に、びっしりと露ろ店てんや屋台が並ならんでいた。軒のき先さきには色とりどりのランタンが吊つるされ、出店を目当てにした人々で大通りは驚おどろくほど人が多い。


「祭りは、こうでなくっちゃね……っ」


　アレクは傷の痛みを気合で抑おさえ、なるべく人の多い場所へ突つっ込んでゆく。もうすっかり日も暮くれ、露店の明かり程てい度どでは人相などわからない。場所によっては魔ま動どう機きによる街灯が明るい光を投げかけていたが、あえてそういう場所は避さける。


「あの腕うで輪わ、結けつ構こう売れてんな……」


「ぼくが売ったんだ。完売に決まってるだろう」


　リリアンナの脇わきから、ヴラドが答える。


　大通りを歩く人々の中に、光る腕輪をしている者が何人もいた。アレクはその光景にささやかな元気をもらい、石畳を蹴ける。


「どけッ！　邪じや魔まだッ！」


　しかし追ってくる衛兵も、なりふり構かまっていなかった。祭りの空気に浮うかれた人々を強引に蹴け散ちらし、押おしのけ、アレクたちを追ってくる。人間の姿すがたに身をやつしていても、その怪かい力りきは蛮族だけにかなりのものだ。


「強引すぎないか……？」


　アレクは舌打ちしつつ、肩の痛みに顔をしかめる。このままでは、追いつかれるかもしれない。


（衛兵の格かつ好こうしてるやつら相手に、大通りで乱らん闘とうするわけにもいかないし……）


　ザイア神殿までは、大通りをそのまま南下すればたどり着ける。しかし、祭りの人出はかなりのもので、思うように進めなかった。人波を蹴散らすことも辞じさない追っ手が相手では、むしろ状じよう況きようは不利だ。


「くそっ、裏うら目めかよ……っ」


「アレク、ここってシューリガンさんのお店の近くよね？　冒ぼう険けん者しやなら、助けてくれるんじゃないかな……」


　リリアンナの提てい案あんに、アレクはしばし思案する。だが神官戦士として鍛きたえているとはいえ、タビットを抱かかえたまま走り続けるのはきついのだろう。リリアンナの息もそろそろ苦しくなってきている。


「……しょうがない。とりあえず、行ってみよう」


　素す早ばやく判はん断だんを下すと、アレクは冒険者の店〈孤独な翼竜亭ロンリードラゴン〉を目指す。


　アレク自身も、もうほとんど限げん界かいだった。





　　　　３




「おやっさん！」


　もつれる足をどうにか前に運び、アレクは正面のスイングドアを押し開ける。


　冒険者の店〈孤独な翼竜亭ロンリードラゴン〉には、朝に比くらべるとそれなりに客が入っていた。一階が酒場になっているのも理由のひとつだが、冒険者たちがひと仕事終えて帰ってきているのだ。


「アレクじゃないか。どうした、こんな時間……おまえ、怪け我がしてるのか!?」


　カウンターから長い首を伸のばしたシューリガンが、アレクの様子を見て黄色い目を大きく見開く。


「蛮族です！　蛮族が衛兵に化けてて、その……っ」


　続いてヴラドを担かついだまま飛び込んできたリリアンナを見て、竜人リルドラケンの店主はさらに驚きの表ひよう情じようを浮かべる。


「蛮族が、衛兵に化けてる？　その話、本当か？」


　カウンターから出てくるのももどかしく、シューリガンは問い返す。


「んなこと冗じよう談だんで言えるかよ……っ。それも下町の詰つめ所が丸々やられてる。追っ手がもうそこまで迫せまってるんだ」


　アレクは必死に呼こ吸きゆうを整え、シューリガンに訴うつたえる。その声に、店内にいる冒険者たちも耳をそばだてている様子だ。


「将しよう軍ぐんの暗殺がどうとか言ってたし、早く手を打たないと、ダーレスブルグが危あぶな──」


「おうおうおう。蛮族が衛兵に化けてるだぁ？　なにを証しよう拠こにンなこと言ってんだよ？」


　しかし事情を伝えようとするアレクの言葉を、小こ馬ば鹿かにした声が遮さえぎる。そちらを見れば、そこにいたのはリリアンナが追い出した魔動機師──ゼッツだった。


「あなた……」


　ヴラドを下ろしたリリアンナが鋭するどい視し線せんを向けると、ゼッツはビクッと首をすくめる。だがすぐに、強気の表情でいやらしい笑えみを浮かべた。


「ははん、大方魔ま力りよく充じゆう塡てん儀ぎ式しきに失敗した言い訳わけだろ？　尻しりの青い小こ僧ぞうや小こ娘むすめの考えそうなことだぜ」


「なんですって!?」


「だってそうだろ？　蛮族を追い払はらう〝守りの剣つるぎ〟の魔力充塡儀式に成功してんだったらよぉ、蛮族なんているわけねーじゃん。噓うそをつくならもうちょっとマシな噓をつくんだな、おじょーちゃん。ヒヒャヒャヒャヒャヒャ！」


　ゼッツが下品な笑い声をあげると、周辺のテーブルでもさまざまな笑い声が起きた。子こ供どもの言うことよりも、冒険者仲間の言葉のほうが信しん頼らいできるということだろう。


　だが笑っていない冒険者も、いくらかはいた。だが動きは見せず、値ね踏ぶみするように様子を窺うかがっている。


「なによ!?　冒険者って、こんな薄はく情じような人たちだったの!?　アレクはわたしを助けるために怪我までして、オーガと戦ってくれたのに！」


「リリアンナ……」


「冒険者って、危き険けんを顧かえりみず、困こまってる人を助けるために戦う人じゃないの!?　蛮族から、戦う力のない人たちを守ってくれる人じゃなかったの!?」


　怒いかりに任まかせ、リリアンナは大声で叫さけぶ。必死さのあまり、その両目には涙なみだが滲にじんでいた。だがその声を、再ふたたびゼッツの下げ卑びた笑いが遮る。


「バカ言ってんじゃねぇぞ。俺おれたちゃプロの冒険者だ。報ほう酬しゆうもねぇ、確たしかな情じよう報ほうかどうかもわからねぇガキの話信じて、衛えい兵へいと事を構かまえられるかってんだよ。どうにかしてほしいってんなら、金持って来い。ただし俺たちの相場は安くないぜ？　そうだな、ひとり二千ガメルは用意してもらわねぇと話にもならんなぁ」


　ジョッキを片かた手てに、ゼッツはだらしない格かつ好こうで指を二本立てる。再び沸わき起こる下品な笑い声の合唱。リリアンナの怒りが限げん界かいに達しつつあるのか、色白の顔がどんどん紅こう潮ちようしていっている。


「邪じや魔まするぞ！」


　しかし次の瞬しゆん間かん、酒場は一気に沈ちん黙もくしていた。


　なぜならスイングドアを押し開けて、ダーレスブルグ公国軍の制せい服ふくを着た衛兵が三人、姿すがたを現あらわしたからだ。


「……衛兵の方が、なんの御ご用ようでしょう？」


　アレクたちを隠かくそうとでもするように、シューリガンが入ってきた衛兵の前に立った。大きな体と広い翼つばさで、少年たちの姿はほとんど見えなくなる。


「ここにいま、武ぶ装そうした子供が逃にげ込こんできたはずだ。そやつらは衛兵を襲おそい、殺さつ傷しようせしめた凶きよう悪あくな連中ゆえ、速すみやかに逮たい捕ほせねばならん」


「子供が、衛兵を殺傷？　まさか、そんなこと──」


「隠しだてなどすると、己おのれのためにならんぞ！　誰だれの許きよ可かを得て、店を出していると思っておるのか！」


　衛兵の恫どう喝かつに、シューリガンは少しだけ首をすくめた。だが鱗うろこで覆おおわれたその顔からは、感情は読み取りにくい。


「ガキどもならそこにいるぜ。衛兵のダンナがたよ」


「ゼッツ!?」


　悪ふざけするような口調のゼッツを、シューリガンは睨にらむ。


「そこをどけ。どかねばこの店は──」


「もう十分だよ」


　再び押し問もん答どうが始まろうとしたとき、機先を制せいするように姿を現したのは──アレクだった。


「アレク、おまえ……」


「かばってくれてありがとよ、シューリガンのおやっさん」


　驚おどろく竜人を横目に、アレクは衛兵たちの前に立つ。


「だけど……リリアンナじゃねえけど……冒ぼう険けん者しやってのは、オレももっとカッコイイもんだと思ってたよ」


「……なにィ？」


　辛しん辣らつな視線を向けられ、ゼッツが気色ばむ。


「〝理り不ふ尽じんを乗り越こえ、恐きよう怖ふを克こく服ふくし、自ら望んで危険に身を晒さらす……それこそが冒険者だ〟ってな。オレはそう聞いて育ったんだが……あんたらは真ま逆ぎやくだな。臆おく病びようで、ヘリクツこねて、危き険けんから逃げる……ハン。これが現げん実じつの冒険者だってんなら、冒険者になる夢ゆめなんざ捨すてて正せい解かいだったぜ」


「このガキ……ッ」


　さすがにこの言葉には頭に来たのだろう。ゼッツを含ふくめ、アレクたちを嘲あざ笑わらっていた連中の表情が凍こおる。


「店の中じゃ迷めい惑わくがかかる。表に出ろよ、ニセモンども。オレが正体暴あばいてやるよ」


　半ば捨すて鉢ばちになりつつも、アレクはホルスターから銃じゆうを抜ぬいた。左手の魔動制御球マギスフイアがふわりと浮うかび上がる。


「……もうっ、ひとりだけいいカッコしちゃって」


　そう言って、リリアンナも前に出た。もう剣の柄つかに、右手を置いている。


「リリアンナが出てきたら、意味ないじゃん」


「弱者を守るのが、ザイアの教えよ。隠れて生き残るぐらいなら、戦って死ぬわ」


「まったく……付き合う身にもなってほしいよ」


　覚かく悟ごを決めたリリアンナに続き、ヴラドも渋々といった様子でアレクの脇に立つ。


「抵てい抗こうする気か！」


「……蛮族相手に抵抗すんのは、当然だろ」


　怒ど鳴なる衛えい兵へいに向かって、アレクは言い放つ。


「せいぜいおまえらの正体暴いてから、死んでやるさ。絶ぜつ望ぼうに笑って立ち向かうってのは、案外冒険者っぽいかもな」


「ほざけ、クソガキが！　おまえらなど、すぐに黙だまらせてやる！」


　大声で怒鳴り、ついに衛兵が剣けんを抜いた。それに呼こ応おうして、アレクたちも身み構がまえる。


「ま、待て──」


　シューリガンがそこへ身を挺ていして割わり込もうとした。酒場全体が、ざわっと揺ゆれる。


　だがなによりも早く、衛兵に向かって飛んでゆくものがあった。


　それは──グラスだ。まだ中身の入ったグラスが、ものの見事に衛兵の顔面に命中し、割れ砕くだけて酒をぶちまける。


「な……だ、誰だ!?」


　突とつ然ぜんの不意打ちに、グラスをぶつけられた衛兵がわめく。しかしそのときには、すでにひとりの男が目の前に立ちはだかっていた。


「きさま……!?」


　いつの間に割り込んだのか、誰も見ていなかった。それほど唐とう突とつに、その男はそこへ現あらわれたのだ。アレクも、衛兵も、シューリガンでさえ、気づいてはいなかった。


「この人……」


　アレクはその男のことを、覚えていた。朝、カウンターの端はしで飲んだくれていた男だ。


　ぼさぼさの黒くろ髪かみに、薄うす汚よごれた格かつ好こう。その額ひたいからは、短い角が生えている。


　一度命を失い、魂たましいに〝穢けがれ〟を帯びて蘇よみがえってきた落らく伍ご者しや。冒険に失敗し、酒に逃にげた情なさけない男──そう思っていた男が、いまは衛兵の前に素す手でのまま立ちはだかっている。


　武ぶ器きも持たず、その格好はとても一流の冒険者には見えない。だが黒髪の下から覗のぞく横顔は驚くほどに美しく、真しん紅くの瞳ひとみは恐怖を感じさせるほどに鋭するどい。


「きさま、なんのつもりだこれはァ！」


　間ま違ちがいなく、グラスを投げたのはこの男だった。酒まみれの衛兵は怒いかり狂くるい、剣の切っ先を向ける。


「……ここは冒険者が酒を飲み、依い頼らいを探さがすための酒場だ。酒がまずくなる。公こう僕ぼくのつもりなら、さっさと帰れ」




[image: ]


「なにぃ……!?」


　感かん情じようのこもらない男の言葉に、衛兵は余よ計けい怒りを搔かきたてられたらしい。こめかみの血管が、激はげしく脈動する。


「あんまり怒おこると正体がばれるぞ、三下」


「なんだと!?」


「冒険者を舐なめるな──そう言っている」


　怒り狂う衛兵の眼がん前ぜんへ、気がつけば男は立っていた。いつの間にか、剣の間合いの内側に入り込んでいたのだ。


「う……っ」


　そこでようやく、衛兵は男との実力差を理り解かいしたのだろう。明らかに顔に動どう揺ようが広がる。


（す、すげぇ……）


　一連の動きをずっと見ていたアレクでさえ、いつ男が剣の間合いをくぐり抜ぬけたか、まったくわからなかった。気がつけば、自然な動作で距きよ離りを殺していた。


「……死体にしてから、正体を確たしかめてもいいんだぞ？」


「く……っ」


　ささやくように告げられた言葉に、衛兵は尻しりごみするように後こう退たいした。そこへ、シューリガンも一歩前に出る。


「この子らの身元はわたしが保ほ証しようする。今日はひとまず出直して、上の判はん断だんを仰あおいだほうがよいのではないかな」


　穏おだやかな、しかし威い圧あつ感のある低い声で、リルドラケンの店主はそう告げる。気づけば、何人かの冒ぼう険けん者しやも立ち上がっていた。酒場全体が、一気に剣けん呑のんな雰ふん囲い気きに包まれている。


「う、う……っ」


　三人の衛兵は自分たちの不利を悟さとり、揃そろって後退する。立ち上がった冒険者の中には、すでに得物に手をかけている者さえいた。こうなれば、不利なのは彼らのほうだ。


「後日、再ふたたび臨りん検けんする！　そのときは厳きびしくやるから、覚悟しておけよ！」


　衛兵は捨すて台詞ぜりふを残し、剣を収おさめると慌あわてて店を出てゆく。


　その様子を見て、酒場は爆ばく笑しように包まれていた。





「助かった……の？」


　茫ぼう然ぜんとした表情で、リリアンナが問う。


「そうみたいだな」


　そう答え、アレクも銃じゆうを下ろした。さすがに極度の緊きん張ちよう感から解放されたせいか、全身から力が抜けている。


「は、ははは……どうやらぼくに恐れをなしたようだね」


「よく言うぜ」


　こわばった表情で笑うタビットに、アレクが冷ややかに突つっ込こむ。そんな二人を見て、シューリガンも笑った。


「傷きずの手当てをしよう。まったく、脅おどかしてくれるよ」


「すみません、また面めん倒どうを持ち込んで……」


　深々と頭を下げるリリアンナを見て、竜人の店主は苦く笑しようする。


「冒険者の店は、基き本ほん的に面倒を解決するためにあるからな。気にしなくていいさ。本当なら今日はウチに泊とまっていってもらってもよかったんだが……あいにく満室でなぁ」


　困こまったとばかりに、シューリガンは鼻先を搔く。


「凱がい旋せん祭さいの影えい響きようで、宿しゆく泊はく客が多くてね」


「いえ、そこまで面倒を見てもらうわけには……」


「だけど、家に帰る途と中ちゆうであの連中に見つかったら大変だろう？」


「それは……」


　その指し摘てきに、リリアンナはアレクを振ふり返る。あの様子だと、まず間違いなくどこかで待ち伏ぶせしているはずだ。


「くそ……」


　アレクは無力感にうつむくしかなかった。とてもではないが、もう一度襲おそわれて生き延のびる自信はない。悔くやしさに、ただ唇くちびるを嚙かみ、拳こぶしを握にぎることしかできなかった。


「どうしたものか……そうだ、ダリウス！」


　しばし腕うで組ぐみしていたシューリガンだが、すぐにカウンターを振り返った。見れば、いつの間にか衛えい兵へいを追い返したあの男がカウンターで酒を飲んでいる。


「ダリウス、この子たちを家まで送ってやってくれないか？」


「……これ以上のタダ働きはごめんだ」


　ダリウスと呼よばれた男はそっけなく答え、新しいグラスに酒を注ぐ。


「おまえなぁ……いい加か減げん飲のみ代のツケも溜たまってるんだぞ。少しぐらいは──」


　腰こしに手を当てて文もん句くを言うシューリガンだったが、その前にアレクが割わり込んでいた。そしてダリウスのすぐ側で、大きく頭を下げる。


「さっきは助けてもらって、ありがとうございました」


「…………」


　礼を述のべるアレクだったが、男は振り返りもせずグラスを傾かたむける。


「それと、冒険者のことを悪く言ってすみません……」


　そこまで口にしたとき、アレクは軽いめまいを覚えた。いよいよ傷の痛いたみが最さい高こう潮ちようを超こえ、感覚が麻ま痺ひし始めている。


「そんなオレが頼たのめた義ぎ理りじゃないかもしれないけど……リリアンナを家まで送り届とどけてほしいんだ！　報ほう酬しゆうは、五百ガメルまでなら払はらえるから……悔しいけど、オレじゃ無事にあの子を送って……やれない、から……」


　不意に、少年の両目から涙なみだがこぼれた。自覚している以上に、アレクは自分の力のなさが悔くやしかったのだ。必死に涙をごまかそうとしたが、無理だった。


　悔し涙が溢あふれ、同時にめまいがひどくなる。足あし許もとがおぼつかなくなり、よろけた。


「アレク!?」


「おい、アレク!?」


　少女たちの悲鳴も、どこか遠く感じる。だが彼女たちが駆かけ寄よるよりも早く、少年の体はがっしりとした腕に抱かかえられていた。


「──報酬は、五百ガメルだな？」


「はい……」


　男の声に、アレクは頷うなずいた。その真剣な瞳を真正面から見た男は、軽く嘆息して目を逸らす。


「……しょうがねぇ。その仕事、受けてやるよ」


　そう告げると、男はグラスを置いて少年を立たせてやる。


「あ、ありがとう！」


　そしてその言葉を聞いたアレクは、傷の痛みも忘わすれて、大きく頭を下げていた。




第三章『少女の想おもい、少年の想い』













　人族は〝穢けがれ〟を拒きよ絶ぜつし、調和と共に文明を築きずいてきた。


　蛮族バルバロスは、〝穢れ〟を取り込んで強きよう靭じんな肉体と特とく異いな能のう力りよくを得て繁はん栄えいした。


　弱い力を束ねることで得た大いなる力と、圧あつ倒とう的な力の許もとに集った数多あまたの力。


　ラクシアの歴史は、この二つの力の、大いなる力ちから比くらべの歴史と言えるだろう。


　しかし人族の心は弱く、その魂たましいは容よう易いに〝穢れ〟と結びつく。


〝穢れ〟はいずれ、永えい遠えんの滅ほろびをも招まねく。やがて世界は、穢れた魂の象しよう徴ちようたる、不死者アンデツドたちによって支し配はいされるのかもしれない。




──ある研究者の手記より





　　　　１




〝橋の国〟ダーレスブルグ公国。


　この国は、橋への門を開かい放ほうしたことで、大きく発はつ展てんしていた。


　元来は城じよう塞さい都市とその周辺を領りよう土どとする地方都市国家という存そん在ざいに甘あまんじていたが、門を開き、橋を越こえて北のレーゼルドーン大陸に入植することで一気に領土が広がったのだ。


　もちろん、蛮族が支配するレーゼルドーン大陸へ入植するには多くの試練があった。橋周辺の蛮族を討とう伐ばつしたオトフリート・イエイツ将しよう軍ぐんが戦せん傷しようのため命を落としたのも、大きな犠ぎ牲せいのひとつだ。


　いまなお、蛮族たちは開かい拓たく地ちへの攻こう撃げきを繰くり返し、北の大陸は安心して生きていける場所とは言えない。開拓村が襲しゆう撃げきを受けて壊かい滅めつすることなど、珍めずらしいことではなかった。


　それでも、未知なる大地で成功することを夢ゆめ見みた開拓者や冒ぼう険けん者しやが数多く訪おとずれ、開拓地は年々拡かく大だいしていた。ダーレスブルグの保ほ守しゆ派は貴き族ぞくは開拓の中止と門の閉へい鎖さをいまなお声こわ高だかに主しゆ張ちようしているが、もはやそれは現げん実じつ的な意見ではないと言えるだろう。


　レーゼルドーン大陸南なん端たんに広がるダーレスブルグ公国の開拓地──そこで暮くらす入植者の数はすでに一万人に達しようとしている。拡大する開拓地がもたらす富とみはダーレスブルグを豊ゆたかにし、人々はこの繁栄がいつまでも続くものと信じていた。


　だからこそ、誰だれも気づかないのだ。


　くすぶり始めている、戦いの炎ほのおに。





「──それではイエイツ将軍。わたしはこれで」


　甲かつ冑ちゆうで武ぶ装そうした巨きよ漢かんの男が、胸むねに手を添そえて一礼する。


　執しつ務む机づくえにつくマグダレーナ・イエイツは、そのどこか芝しば居いがかった動作を見て、内心ではうんざりしていた。だが当然の社交辞令として、礼を返す。


「任にん務む、ご苦労だった。ロスハイム伯はく」


　弱じやつ冠かん十九歳さいという年ねん齢れいに似に合あわぬ威い厳げんのある口調で、マグダレーナはそう告げた。


　彼女はダーレスブルグの歴史的英えい雄ゆう、オトフリート・イエイツ将軍のひとり娘むすめにして、忘わすれ形見だ。現げん在ざいはダーレスブルグ第四軍を指し揮きする将軍であり、第五位の王位継けい承しよう権けんを持つことから、市し井せいの者から〝姫ひめ将しよう軍ぐん〟の愛あい称しようで呼よばれていた。


「蛮族討伐隊の指揮、さぞや疲つかれたことだろう。ダーレスブルグでゆっくりと休まれよ」


　張はりのある力強い声。その美び貌ぼうは男女を問わず注目を集め、鋭するどい輝かがやきをたたえる瞳ひとみは近ちか寄よりがたい冷たさを感じさせる。だがそんな彼女を見つめるロスハイム伯はく爵しやくの目には、好色な光があった。


「休むなど、とんでもない。帰ればすぐにイエイツ将軍を迎むかえるパーティの準じゆん備びをしなくてはなりませんからな。特に今年は凱がい旋せん祭さいも二十年目です。いままで以上に派は手でな催もよおしにしてみせますよ。楽しみにしていてください」


　陽気な口調で伯爵は告げた。彫ほりの深い濃こい顔立ちに、どこか下心の見え隠かくれする笑えみが浮うかんでいる。妻つまも子もいる身でありながら、この伯爵が大変な女好きであることは、ダーレスブルグの宮きゆう廷てい内では有名な話だ。


「では、失礼」


　改めて大おお仰ぎように一礼し、ロスハイム伯爵はマグダレーナの執務室から出てゆく。それを見送り、無む意い識しきのうちに嘆たん息そくしていた。


「……あの男と話していると、どうにも身の危き険けんを感じずにはいられんな」


　思わずこぼれ出た本音を、隣となりに立つ若わかい男が咳せき払ばらいでかき消す。


「お控ひかえください、姫様。ロスハイム伯の勇ゆう猛もうさは誰もが認みとめるところ。蛮族どもの力を削そぐには、不ふ可か欠けつな人物です」


　若い男──ハウル・バルクマンも、若じやつ干かんの苦々しさを内包した口調でそう告げた。まだ若いのに苦労が絶たえないのか、眉み間けんにはすでに深い皺しわが刻きざまれている。


「わかっているよ、バルクマン。蛮族はすぐにその数を増ふやし、どこからともなく現あらわれる。開拓地は拡大し、入植者が増えている以上、積極的に蛮族を討うち滅ほろぼさねばならん。でなければ、拡大し続ける開拓地全体を守ることなどできんからな」


　マグダレーナの言葉通り、開拓地すべてを常じよう時じ守るには、兵の数が足りなかった。急きゆう激げきに開拓地が拡大したため、領土と兵力のバランスが崩くずれているのだ。


「そもそも、無計画に入植を容よう認にんするからこのようなことになるのだ……」


　執務机から立ち上がり、マグダレーナは窓まどから外を見み渡わたした。


　カシュカーン──一番最初の開拓地であり、いまや入植者たちの拠きよ点てんとなっている街だ。現在の人口は約三千人と言われているが、日々街も人口も膨ふくれており、正せい確かくなことはわからない。建物を新しん築ちくする音が聞こえない日はなく、地図を作るだけ馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに変化が激はげしい街だ。


　そしていまや、こうした開拓村や町は、いくつも生まれつつある。蛮族の攻こう撃げきで滅ほろんだ開拓地もあるが、多くがいまなお拡大中だ。逆ぎやくにダーレスブルグ本国の人口は減げん少しよう傾けい向こうにあるという。


「我わが祖そ国こく、か……」


　窓から反対側を見れば、長い長い橋が見えた。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで遮さえぎられた二つの大陸を結ぶ、唯ゆい一いつの橋。その先に、ぼんやりと霞かすんでダーレスブルグの城じよう壁へきが見える。


（父上はなにを思い、門を開いてこのレーゼルドーン大陸に渡わたられたのか……）


　マグダレーナは、父親が戦死した直後に生まれた子だ。ゆえに、生前の父親を知らない。なにを考えていたのか、どんな理想を抱いだいていたのかも。


「バルクマン。わたしも明日の朝一番に本国へ戻もどる。カシュカーン、及および開拓地の治安維い持じは任まかせるぞ」


「は。この命に代えましても」


　マグダレーナの言葉に、カシュカーンの若き守しゆ備び隊長はしっかりと頭を下げる。


　窓から見下ろすカシュカーンの街は、今日も平へい穏おんに見えた。





　　　　２




「神々の盾たて、偉い大だいなる我が神ザイアよ、この者を癒いやしたまえ……」


　リリアンナの形のいい唇くちびるから、祈いのりの言葉が紡つむがれる。すると少女の手のひらに光が生まれ、その輝きが椅い子すに座すわっていたアレクの肩かたに触ふれた。


「う、うおおおおお……っ」


　生まれて初めての体験に、アレクは驚おどろきの声を洩もらす。


　光は暖あたたかく、傷きず口ぐちからは痛いたみが消えていった。驚きよう異い的な速度で傷はふさがり、数秒もすればどこに怪け我がを負っていたかわからなくなる。


　──追っ手の衛えい兵へいを追い返したことで、アレクはようやく傷の手当てを受けていた。


　騒さわぎが収しゆう束そくしたこともあって、酒場もすっかり静かなものだ。いつの間にかゼッツとその仲間は姿すがたを消しており、大半の冒ぼう険けん者しやも酒場を出ていた。そのせいで、夜の酒場にしては少し静かすぎるぐらいだ。


「これが、神官の《傷癒しキユア・ウーンズ》か……」


　ザイアの神官が起こす奇き跡せきに、アレクは素す直なおに感動した。ぐるぐると肩を回してみるが、まったく痛みもない。手を開いたり握にぎったりしても、違い和わ感はなにひとつなかった。


「……凄すごいもんだな」


「別に神官なら、これぐらいできて当たり前だし」


　素直に賞しよう賛さんされ、リリアンナは戸と惑まどったように視し線せんを逸そらす。


「そもそも、別に《傷癒しキユア・ウーンズ》の奇跡ぐらい、珍めずらしくもなんともないでしょ」


「そりゃ、神官のリリアンナには当たり前かもしれないけど、オレたち下町の人間には珍しいもんさ。魔動機術やヴラドの魔ま法ほうでも一いち応おう怪我は治せるけど、やっぱ神官の《傷癒しキユア・ウーンズ》にはかなわないって感じだな」


「そんなものかなぁ……」


「そんなもんさ。ありがとさん」


　礼を言われ、リリアンナは照れているみたいだった。それを見て、アレクは小さく笑えむ。


「くそーっ、いいなぁ。リリアンナさんに手当てしてもらえるなら、ぼくももっと大怪我をすればよかったよ」


　その様子を見ていたヴラドが、本気で悔くやしそうにつぶやく。


「よし、これならすぐに出発できるな」


　アレクは椅子から立ち上がり、改めて肩を回す。


「もう行くのか、アレク？」


　やや心配げに尋たずねたのは、シューリガンだ。その言葉に、少年はしっかりと頷うなずく。


「あんまりグズグズはしてられないからね。少しでも早くザイア神しん殿でんに事じ件けんのことを伝えたいし、リリアンナも家に届とどけたいから」


　アレクはそう答えると、手当てが終わるのを待っていた黒くろ髪かみの冒険者を見上げた。


「ダリウスさん。オレたち、いつでも出発できるよ」


「……ダリウスでいい。堅かた苦くるしいのは嫌きらいなんでな」


　そっけなく告げると、ダリウスは高椅子ストウールから降おりた。そして、竜人の店主を見やる。


「──シューリガン、五百ガメルで買える適てき当とうな剣けんをくれ。使えればなんでもいい」


「そうさな……まあ、こんなところか」


　そう言ってシューリガンが持ってきたのは、使い込こまれた古い広刃の剣ブロードソードだった。ダリウスはそれを受け取ると鞘さやから抜き、一度だけ振ふってまた鞘に戻もどす。


「すげぇ……」


　ダリウスにしてみれば、軽く剣のバランスを確たしかめただけのことだろう。けれどその動きだけで、剣に熟じゆく練れんしているのがはっきりとわかった。リリアンナも同じなのか、目を見開いている。


「……準じゆん備びはいいな？」


　ダリウスは剣を腰こしのベルトに固定すると、アレクたちを見やる。


「も、もちろん行けるよ」


「わたしも、大だい丈じよう夫ぶです」


「できるだけ、安全なルートでお願いします」


　ダリウスの問いかけに、三者三様に頷く。


　そしてダリウスを先頭に、四人は冒険者の店を出て行った。





　夜も更ふけ、さすがの大通りも人通りは少なくなっていた。


　露ろ店てんも片かた付づけを始めているところがほとんどで、ようやく街は平へい常じよう時じの静けさを取り戻し始めている。だが中には賑にぎやかな音楽が洩もれ聞こえてくる酒場もあり、祭りに浮うかれた雰ふん囲い気きはまだまだ夜の風の中に含ふくまれていた。


　そんな大通りを、アレクたちはダリウスを先頭に進んでゆく。先せん導どうするダリウスは堂々としたものだが、少年たちは行き交う人々すべてが怪あやしく思えてついキョロキョロとしていた。


（本当に、あの人信用できるの……？）


　リリアンナが、アレクに耳打ちする。


（なんで？）


（だって、こんな大通りを堂々と歩いていくし……それに、〝穢けがれ〟持ちじゃない）


（う……）


　少女の意見に、アレクは小さく唸うなる。


　神官にとって、〝穢れ〟は大いなる禁きん忌きだ。現げん世せで正しく魂たましいを育て、やがて神の許もとへ送るというのがこの世界での常識的な概がい念ねんなので、無む理り矢や理り死者の魂を引き戻し、その結果魂を穢れさせることを神官は強く忌き避ひしている。


　そしてそれは当然、ダリウスへの不信感にも繫つながっているのだろう。初めはアレクも同じように考えていたので、強く否ひ定ていはできない。


「……ねえ、ダリウス。なんでこんな大通りの真ん中を通るのさ？」


「最短ルートだからな」


　実にシンプルな答えが返ってきたので、アレクは逆ぎやくに面食らう。


「だけど、蛮族の連中はオレたちを見み張はってると思うんだ。こんな堂々と歩いてたら、すぐ見つかっちまうと思うんだけど……」


「もう見つかっている」


「え……？」


「男が二人、尾つけてきている。恐おそらくオーガが変身しているんだろう」


「ど、どこどこ!?」


「い、いつの間に──」


「振り向くな」


　驚いて振り返ろうとするリリアンナとアレクの頭を、ダリウスは両手でがしっと鷲わし摑づかみにする。それを見て、リリアンナはどうにか振り返るのをこらえた。


「じゃ、じゃあやっぱり路ろ地じ裏うらとかで撒まいたほうがいいんじゃないんですか、ダリウスさん……？」


「大通りのほうが安全だ。心配するな」


　不安げなタビットの言葉を、ダリウスは一いつ刀とう両りよう断だんにする。


「でも……」


「それにもし大通りで襲おそってくるようなことがあれば、好都合だ。やつらは死ねば、正体を現あらわすからな」


「…………」


　さらりと告げた言葉に、アレクとヴラドは顔を見合わせ、ごくりと唾つばを飲む。


（つまり、往おう来らいで堂々と人間に化けた蛮族をブッタ斬ぎるってことかよ……）


　万が一それが普ふ通つうの人間や衛えい兵へいだったらどうするんだろう──つい、怖こわい想そう像ぞうが浮かんでしまう。だがダリウスの横顔からは、自信は感じられても迷まよいや不安は微み塵じんも見えない。


「本当に、大丈夫なんですか……？」


　リリアンナも同じ不安を感じたのだろう。アレクと一度視し線せんを合わせてから、長身なダリウスを見上げる。


「安心しろ。依い頼らいを受けた以上、俺おれは全力を尽つくす」


　そう告げるダリウスの態たい度どには、一いつ切さいの揺ゆらぎがなかった。薄うす汚よごれた格かつ好こうなのは変わらないのに、いまは逆にそれがベテラン冒ぼう険けん者しやのように見えて頼たのもしい。


「それにやつらも、大通りで襲ってくるほど愚おろかじゃないだろう」


　結果的に、大通りを抜ぬけるのが一番早くて安全──アレクもその意見に納なつ得とくせざるを得ない。だが同時に、それは蛮族に襲われても確かく実じつに撃げき退たいできる自信がなければ絶ぜつ対たいに取れない策さくだ。


（この人……想像以上に凄すごい人なのかもな……）


　初めは〝穢れ〟持ちの人生の落らく伍ご者しやとしか思っていなかったのに、アレクの中に尊そん敬けいの念が生まれつつあった。同時に、不安も紛まぎれてくる。


（なんか、どっかで会ったことがあるような気がするんだけどな……）


　思い出せそうで思い出せない──そんな気持ちの悪さが、アレクの胸むねに残る。


　だがそんなことを考えているうちに、気がつけば目の前にはもうザイア神しん殿でんが見えていた。やがてかがり火と魔ま法ほうの明かりで照らされた、立りつ派ぱな石いし造づくりの建物の前にやってくる。


「すげぇ……もうついた」


　祭り用に幻げん想そう的な照明を施ほどこされた神殿を見上げ、アレクは感かん嘆たんの声を洩らす。ずいぶんあっさり到とう着ちやくしたように感じるが、ダリウスがいなかったらこうはいかなかっただろう。


「ありがとうございます、ダリウスさんっ」


　リリアンナも、これには素す直なおに頭を下げるしかなかった。疑うたがったことを少し恥はじるように頰ほおを赤らめつつも、はっきりと礼を述のべる。


「急いで司祭様に報ほう告こくしないと……」


　通い慣なれた神殿についたことで、ようやく緊きん張ちようを少し緩ゆるめることができたのだろう。少女は軽けい快かいな足取りで正面の石いし段だんを上る。


　ザイア神殿の建物は、ダーレスブルグの建けん築ちく物ぶつの中でもかなり大きな部類に入る。円柱を多用した壮そう麗れいな建けん造ぞう物ぶつで、正面には石の階段が広がっているが、入り口自体は狭せまく堅けん牢ろうな造りだ。そのあたりは、いかにも騎き士し神しんザイアらしい質しつ実じつ剛ごう健けんさが表れている。


　アレクたちはリリアンナを先頭に、足早に階段を上っていった。そしてもう夜よ更ふけだというのに開放されたままの門へと向かう。


「神官のリリアンナ・オレスティです！　急ぎ司祭様に取り次いでください！」


　門番に立つ神官戦士に向かい、少女は大きな声で告げた。盾たてと槍やりで武ぶ装そうしていた門番は、すぐに彼女がリリアンナだと気づく。


「リリアンナ、無事だったか！　おい、司祭様に連れん絡らくしろ！」


「はっ」


　門番が指し示じを出すと、伝令が全力で走ってゆく。


「儀ぎ式しきに出たまま夜になっても戻らないからと、司祭様やお父上も心配しておられるぞ」


「お父様……？」


　門番の思いがけない言葉に、リリアンナは眉まゆ根ねを寄よせる。そして石段の外を振ふり向けば、四頭立ての馬車が止まっていた。


「あれ、おまえの親父おやじさんの馬車なのか？」


　一連の会話から、アレクも少女の視線の意味をすぐに悟さとる。


「すごいな……本当にお嬢じよう様さまなんだ……」


　ヴラドも馬車を見て、驚おどろきの言葉を洩らす。


（お嬢様っぽいとは思ってたけど、マジで金持ちじゃねぇか……）


　四頭立ての馬車ともなると、よほどの金持ちか貴き族ぞくしか所有していないはずだ。改めてアレクはそのことに驚かされる。


「リリアンナさん！」


　そしてそこに、聞き覚えのある声が少女の名を呼よんでいた。見れば、神官のハンスと、立りつ派ぱな法ほう衣えをまとった年配の司祭がやってくる。


「ハンスさん、クレスト司祭も……」


「リリアンナさん、よくご無事で……本当に心配しましたよ……」


　ハンスが泣きそうな顔で、大きく安あん堵どの息をつく。


「本当に無事でなによりだ、リリアンナ。お父様も心配して迎むかえに来ておられるぞ」


　クレスト司祭も、軽く嘆たん息そくしながらそう告げる。だがハンスほど、その表ひよう情じようは単たん純じゆんではなかった。


「──リリアンナ」


　年配の司祭の背はい後ごから、豪ごう奢しやな外がい套とうをまとった男が姿すがたを現あらわす。


「お父様……」


「リリアンナ、おまえこんな時間までどこでなにをしていた？」


　彼女の父親と思おぼしき男は、憤ふん然ぜんとした態度で近づくと、いきなり平手で頰ほおを打った。その唐とう突とつな出で迎むかえに、リリアンナはもちろんアレクも衝しよう撃げきを受ける。


「いきなりなにすんだよ、オッサン！」


　気づけば、アレクはリリアンナの父親の前に立ちはだかっていた。そんな少年を、大おお柄がらな父親は険けわしい表情で見下ろす。


「ア、アレク!?」


「なんだ、この小こ僧ぞうは？」


「お父様、アレクはわたしの儀式を手伝ってくれた魔動機師マギテツクです。それ以外にも助けてもらった、命の恩おん人じんで──」


「命の恩人？　この礼れい儀ぎ知らずの貧ひん相そうな小僧がか？」


「貧相だとォ……？」


「待って、アレク」


　くってかかりそうな少年を手で制せいし、リリアンナは父のいかめしい顔を見上げる。


「──お父様、いまこの街に、蛮族が侵しん入にゆうしています。儀式の後、わたしたちは襲おそわれ、アレクやダリウスさんのおかげで生き残ることができたんです」


「蛮族が、街に……？」


　その言葉には、ザイアの司祭も眉まゆをひそめた。治安維い持じの一いち翼よくを担になっているザイア神しん殿でんだ。もしその事実が本当ならば、見み過すごすことはできない。


　だが。


「くだらない言い訳わけをするな！　おまえが冒ぼう険けん者しやの店で暴あばれ、予定していた魔動機師を追い返したという報ほう告こくは聞いている。大方祭りの雰ふん囲い気きに浮うかれ、その小僧らと遊びほうけておったのだろう！」


「まさか、そんな……」


「その手につけている幼よう稚ちなオモチャはなんだ？　ダーレスブルグの街中に蛮族がいるだと？　噓うそをつくにしても、もう少しマシな噓をつけ！」


　父親はアレクを押おしのけ、リリアンナの腕うでを摑つかんだ。そこには、アレクから買った光る腕輪があった。それを強ごう引いんに腕から引き抜ぬき、石段に叩たたきつける。


「あ……っ」


　咄とつ嗟さに腕輪を拾おうとした少女を、父親は再ふたたび殴なぐろうとした。だがアレクはその手を、自らの腕で受け止める。


「アレク!?」


「小僧……っ」


「少しは人の話を聞けよ！　冗じよう談だんやくだらない言い訳で蛮族が出たとかリリアンナが言うと思うのか!?　マジでオレたちは蛮族に襲われたんだ。オーガっていう、人に化ける能のう力りよくを持ってるやつだよ」


「オーガだと……!?」


　ザイアの司祭が驚きの声を洩もらす、リリアンナの父親が眉をひそめる。


「しかもあいつら衛えい兵へいに化けてて、通つう報ほうに行った下町の詰つめ所はほとんど全部オーガに入れ替かわられてた……それに、オレは聞いたんだ。やつら将しよう軍ぐんを暗殺するとか言ってた。このまま放っておくと、取り返しのつかないことになるぞ」


　アレクの剣けん幕まくに、リリアンナの父親もザイアの司祭も気け圧おされそうになる。


　だがすぐに、父親は声をあげて笑い出した。


「子こ供どもの言い訳にしては頑がん張ばったほうだが……残念だな、小僧。この十年、オーガなどほとんど姿を見せておらん。イエイツ将軍が遠えん征せいの際さいに、ことごとく討うち滅ほろぼしたからな」


「そんなこと知るかよ！　現げん実じつにオレたちは襲われたし、実じつ際さいオーガは何人もいたんだ！　リリアンナだって殺されかけたんだぞ!?」


　いい加か減げん苛いら立だちも最さい高こう潮ちように達しながら、アレクはリリアンナの父親に詰つめ寄よる。


「口でならなんとでも言えるがな。証しよう拠こもないのでは、所しよ詮せん子供の戯ざれ言だ」


「証拠だと……？　そういやあいつらから奪うばった書しよ簡かんが……」


　アレクはそのことを思い出し、慌あわててポーチを探さぐった。そこからくしゃくしゃになった書簡を取り出す。


「……？」


　だが広げた手紙に書かれていたのは、期待したような蛮族の言葉や詳しよう細さいな指令書などではなく、普ふ段だん商人や冒険者が使う交こう易えき共通語で書かれた意味不明の言葉だった。
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「それが証拠か？」


　そう言って、リリアンナの父親はアレクから手紙を奪う。


「〝祭りの日、宴うたげの時。花を摘つみ、祖そ先せんの魂たましいを鎮しずめよう。渡わたり鳥を捕つかまえ、籠かごに入れて王に捧ささげよう。すべては、喜びの日のために〟……なんだねこれは？　学校の書き取り練習か？　くだらん。まったくくだらんな」


　リリアンナの父親は手紙を読むと、笑い飛ばして投げ捨すてる。


「これ以上は時間の無む駄だだ。それこそ冒険者でも雇やとって、冒険ごっこでもするのだな」


「なんだと……っ」


「来い、リリアンナ。明日はおまえにとっても大事な日だということ、忘わすれたわけではあるまい？　こんなくだらんことで、オレスティ家の家名に傷きずをつけられてはたまらんわ」


「あ……っ」


　父親はリリアンナの手を摑み、強引に引きずる。


「司祭殿どの、娘むすめがいささかご迷めい惑わくをおかけしたようだ。この詫わびは、後日改めてさせていただこう。では、失礼する」


「ま、待て──ぐッ!?」


　それでも食い下がろうとして、アレクは吹ふっ飛ばされた。リリアンナの父親が、鞘さやに入ったままの剣でアレクの腹はらを突ついたのだ。


「アレク!?　お父様、なにもそこまでしなくても──」


「おまえは黙だまっておれ。ふん……そうか。確たしかに娘の儀ぎ式しきを手助けしてくれたことは間ま違ちがいのない事実だ。一いち応おう礼はしておかねばな」


　そう言って、リリアンナの父親は懐ふところから小さな袋ふくろを取り出し、倒たおれているアレクの側へと投げてよこす。それは石いし畳だたみに落ちると、ジャリンという独どく特とくの音を立てた。


「ゴネて得をしたな、小こ僧ぞう。望みがかなって満足しただろう」


「金なんぞいらねぇんだよ！　待ちやが……ゴホッ、ゴホッ」


「アレク!?」


　立ち上がろうとして激はげしく咳せき込こむ少年の姿すがたに、リリアンナはその名を呼よんだ。だが父親に腕を摑まれている以上、助け起こしにも行けない。


「待てっつってんだろ！」


　アレクは気力で痛いたみを抑おさえ込み、強引に立ち上がって駆かけ寄ろうとした。そんな少年に対し、苛立ったリリアンナの父親はついに剣を引き抜くべく柄つかを握にぎる。


「そこまでだ」


　しかし、剣が引き抜かれることはなかった。


　なぜならダリウスが、リリアンナの父親の手を押さえていたからだ。


「きさまは……」


「娘を無事連れ帰ることができればいいのだろう？　これ以上子供相手にむきになることもあるまい」


　静かな、だが有う無むを言わせない力がダリウスの声にはあった。だが冷ややかな真しん紅くの瞳ひとみを前に、リリアンナの父親も自ら引こうとはしない。


「〝穢けがれ〟持ちか。こんな不ふ浄じような連中と娘が一いつ緒しよにいたなど、ますます不ふ愉ゆ快かい極きわまるわ」


「…………」


　ダリウスの角を見て、リリアンナの父親は侮ぶ蔑べつの言葉を口にした。それに対して、ダリウスはただ沈ちん黙もくを守る。


「もうやめて！」


　そんな張り詰めた空気を断ち切ったのは、リリアンナだった。


「お父様、わたしは家に帰ります……だけど、アレクの言うことは信じてあげてください！　お願いです！」


　少女は必死に懇こん願がんし、父の腕うでを引っ張ってダリウスから離はなそうとした。そんな娘の様子に、剣けんの柄から手を離す。


「ふん……いいだろう。これ以上時間を無む駄だにするのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいからな」


「お父様……っ」


　それだけ告げると、父親はリリアンナを強ごう引いんに引っ張ぱり、馬車へと押し込める。


「リリアンナ……っ」


　腹の痛みに膝ひざを折りつつ、アレクはリリアンナから目を逸そらさなかった。悲しみをたたえた寂さびしそうな瞳を最後に、少女の姿は馬車の中に消える。


「大だい丈じよう夫ぶか、アレク……」


「くそ……っ」


　ヴラドに支ささえられながら、アレクはただ走り去る馬車を見送ることしかできなかった。悔くやしさに、たまらず拳こぶしを石畳に叩たたきつける。


　馬車は、軽けい快かいな蹄ひづめの音を残し、大通りを北へと去って行った。


「……これであの子を無事に家に送り帰すって目的は、達成できたってわけだ」


　嘆たん息そく混まじりに、ヴラドが皮肉っぽく告げる。


「あとはそこの司祭様に事じ件けんの顚てん末まつを報ほう告こくして、ダリウスにぼくたちを家まで送ってもらえば、万ばん事じ問題なしってわけだな」


　そう言いつつも、ヴラドの口調には不愉快さが滲にじんでいた。


　確かに、リリアンナを家に送り届とどけるという目的はこれでかなうだろう。けれどそれ以上に、アレクの中には無む理り解かいな大人に対する怒いかりがあった。


　そしてそれ以上に、抑おさえ切れない焦しよう燥そうのようなものが、アレクの血を熱くしていた。


「──アレク」


　名を呼ばれ、少年は顔を上げる。


　そこにいたのは、ダリウスだ。


「彼女を家に送り届けるという仕事は、これで終わりだ。だがこの程てい度どの仕事で、五百ガメルはもらいすぎだ。あと少しぐらいなら、おまえに付き合ってやっても構かまわん。安全な場所へ送れというなら、それぐらいお安い御ご用ようだ」


　変わらない表ひよう情じようのまま、ダリウスはそう告げる。


「雇やとい主はおまえだ。これからどうするかは、おまえが決めろ」


「ダリウス……」


　黒くろ髪かみの元冒ぼう険けん者しやの言葉は、淡たん々たんとしていた。


　だがそれでも、アレクの中にくすぶっている熱さを、炎ほのおへと燃もえ上がらせるには十分だった。


「……そうだよな。別にオレたちが蛮族と戦う必要があるわけじゃないし、ザイア神しん殿でんに通つう報ほうして、あとは安全な場所でじっとしてたって誰だれにとがめられるわけじゃない」


　少年はつぶやきつつ、ゆっくりと立ち上がる。


「オーガたちは、もう計画を実行に移うつす直前みたいなことを言ってた……オレみたいなガキが洩もらす情じよう報ほう程度なら、目をつぶっても平気みたいだった……つまり、その計画とやらは数日以内──ひょっとすれば、明日にでも実行されるかもしれないってことだ」


「アレク……？」


「ダリウス……オレはこれだけのことを知っていて、黙だまって震ふるえながらベッドの下に隠かくれるようなマネは……できないよ」


　無言のまま少年を見下ろす黒髪の元冒険者を、アレクは強い眼まな差ざしで見上げる。


「オレたちは、オレたちのできることを最さい大だい限げんにやってみようと思う。どうにかして、蛮族の脅きよう威いを食い止めるんだ……たとえ、オレたちだけでも」


　アレクは、決意を固める。


　命の危き険けんがあろうとも、大人が信じてくれなくとも、逃にげも隠れもしないと。


「……アレク。オレたちって、ひょっとしてぼくも含ふくまれてる？」


「なんだよ、ヴラドは抜ぬけるのかよ？」


　少年の問いに、ヴラドは嘆息する。


「相手は食った相手に化けられる蛮族だよ？　誰が敵てきかもわからないんだ。それも、これはかなり念入りに準じゆん備びされた計画なのは間ま違ちがいないし、ぼくらにどうこうできると本気で思ってるわけ？」


「そりゃ……どれぐらいのことができるかなんて、わかんねぇけどさ。だけど、じっとしてなんていられないだろ！」


　ヴラドの言葉は、いちいちもっともだと思う。たかだか十四歳さいの子こ供どもにすべてを解決する力がないことぐらい、アレクだって理解していた。


　だがそれでも、アレクはなにもしないでいることなんてできそうもなかった。逃げることも、隠れることも、できそうになかった。


「だけど……そうだよな。無理にオレに付き合って、これ以上危き険けんな目にあう必要もないよな……」


　しかし、自分のために友達を危険に巻まき込みたくはない──アレクはそのことに思い至いたり、少し肩かたを落とす。そんな少年の様子を見て、ヴラドは小さな肩をすくめた。


「誰が付き合わないなんて言った？」


「え……？」


「まったく、アレクだけに任まかせたんじゃ、危あぶなっかしくてしょうがないからね。長い付きあいだしね。手伝ってやるよ」


「ヴラド!?」


　思いがけないタビットの言葉に、アレクの表情は一いつ瞬しゆんで笑え顔がおに変わっていた。それを見て、ヴラドはもう一度肩をすくめる。


「やれやれ。アレクは本当に世話が焼ける」


　皮肉を口にするタビットだったが、いまは妙みようにそれが頼たのもしい。だから思わず、アレクはヴラドの体を抱だき上げていた。


「ははは！　頼たよりにしてるぜ、ヴラド！」


「こ、こら！　ぼくはぬいぐるみじゃないんだぞ！　軽々しく抱き上げるな！」


　腕うでの中でじたばた暴あばれるタビットを抱かかえたまま、アレクは心の中で誓ちかう。


　大好きな街のため、家族のため、短い間とはいえ、共に危き機きを乗り越こえたリリアンナのためにも──己おのれの信じることを、貫つらぬき通してみせると。
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　バダン、と重々しい音を立てて閉とじた分ぶ厚あつい扉とびらに、リリアンナは背せ中なかをもたれさせた。


「ふぅ……」


　それと同時に、大きなため息が洩もれる。空気と一いつ緒しよに緊きん張ちよう感も出ていったのか、全身から力が抜けるような気がした。


「疲つかれた……」


　もう鎧よろいは脱ぬいでいるというのに、体がひどく重たく感じられる。上着を脱いで乱らん暴ぼうに手近な椅い子すに放ほうり投げると、そのまま大きな天てん蓋がい付きのベッドに倒たおれ込んだ。


（今日は儀ぎ式しきもしたし、いろんなことがあったし……疲れているのも当たり前か……）


　柔やわらかなキルティングの感かん触しよくを頰ほおで味わいながら、長かった一日のことを思い返す。


　確たしかに、驚おどろくほど事じ件けんの多い一日だった。だがそれと同時に、人生でも最大級に充じゆう実じつ感を覚えた一日だった。


　本来ならば、この疲れは心地ここちよい疲れとなるはずだった。だが、いまリリアンナの心を占しめているのは、たとえようもない寂せき寥りよう感。そして、無力感だった。


（アレクは、無事におうちへ帰れたかな……）


　顔を上げ、窓まどを見やる。レースのカーテン越ごしに、ガラス窓から月が見えた。少し欠け始めた、ちょっといびつな形の月。


「こうしてる間にも、蛮族はこの街の中に潜ひそんでる……」


　声に出してつぶやき、その言葉の持つ不ふ吉きつさにリリアンナは小さく身み震ぶるいした。いま鎧を着ていないことが、なんだか悪い冗じよう談だんのように思える。


　リリアンナは家へと向かう馬車の中でも、必死に父を説き伏ふせようとした。今日一日あったこと、出会ったもの、遭そう遇ぐうした危機──すべてを伝えようとした。


　だが、リリアンナの父はそのことごとくを聞こうとせず、あるいは子供じみた言い訳わけとして切り捨すてた。それでも食い下がった結果が、じんわりと残る頰の痛いたみだ。


「悔くやしいな……」


　ぎゅっと、拳こぶしを握にぎる。


　いまほど、自分が子供であることをもどかしく思ったことはない。力の無さを、嘆なげいたことはない。


（アレク……）


　少し皮肉っぽいけれど、判はん断だん力りよくと行動力に富とみ、危き機き一いつ髪ぱつのところでリリアンナを守ってくれた少年。本当ならば、それはザイアの神官戦士である自分の役目のはずだった。


　なのにいまこうやって悔しさを嚙かみしめている自分がいられるのは、アレクがいてくれたからだ。でなければ、いまごろオーガに食われるか、拉ら致ちされていただろう。


「もう会うことも、ないのかな……」


　不思議なほど強い寂さびしさを覚え、リリアンナは窓を再ふたたび見る。


　そこで、思わずぎょっとなった。


　なぜなら窓のガラスに、当のアレクが貼はりついていたからだ。


「ア、アレク!?」


　リリアンナは思わず、その名を叫さけぶ。そんな彼女に向かって、ガラス戸の向こうの少年は必死に人差し指を口に当てていた。それが意味するところに気づき、慌あわてて両手で口を押おさえる。


「ちょ、ちょっと……どうしてアレクがここに……？」


　誰も部屋へ駆かけ込こんでこないかきょろきょろしつつ、リリアンナはベッドを下りて窓へと歩み寄よる。


「アレク、あなた──」


「よぉ。案外元気そうだな」


　窓を開けると、少年はひらりと部屋の中に入ってきた。リリアンナは慌てて窓を閉しめ、カーテンもしっかりと引く。


「へぇ～っ、ここがリリアンナの部屋か。この部屋だけでオレんち全部入りそうだな」


　部屋の中をきょろきょろと見回すアレクの様子に、リリアンナは慌てて上着を引っ摑つかんで羽は織おった。寝ね巻まき姿すがたなのが、急に恥はずかしくなったのだ。


「ちょっと、アレク。女の子の部屋をそんなまじまじ見ないでくれる？」


「お？　あ、そーか。悪ぃ」


　とがめるようなリリアンナの口調に、アレクも相手が女の子だと思い出したらしい。少し申し訳わけなさそうに視し線せんが泳ぐ。


「しっかし、想そう像ぞうしてた以上にでっかい家だな、リリアンナんち。ザイア神しん殿でんと同じぐらいあるんじゃない？」


「……一いち応おう、オレスティ家は子し爵しやく位い持ってるからね」


「へーっ、子爵様かぁ。でもおかげでオレスティさんちって捜さがせばすぐ見つかったよ。いやー、マジで貴き族ぞくのお嬢じよう様さまなんだなぁ」


「だからキョロキョロしないっ。それで、こんな夜よ更ふけに窓から訪たずねてくるなんて、なんの用？」


「別に夜よ這ばいってわけじゃないから安心してくれ」


「……もしそうだったら、即そくザイアの威い光こうを体験させてあげるわ」


「うわ、それは勘かん弁べんっ」


　手をかざしたリリアンナから、アレクは本気の表ひよう情じようで遠ざかる。その動きに、少女はちょっと傷きずついた。


「で、どうやってここに入ってきて、なにをしに来たわけ？」


　そう言って椅い子すを勧すすめつつ、自分はベッドの端はしに座すわる。


「ヴラドに頼たのんで、はしごかけて登ってきた。ダリウスに送ってもらってね」


「呆あきれた……完全に不法侵しん入にゆうじゃない」


「しょうがないだろ。正面から訪たずねて、あの親父おやじが中に入れてくれるわけないし」


「それはそうだけど……」


「で、だ。ここへわざわざ来たのは、こいつを渡わたしに来たのと、あの後のことを知らせるためだよ」


　そう言って、アレクはバックパックから黄色いアヒルを取り出す。


「これ……」


「あ、一応屋や敷しきの周りぐるっとこれ持って回ってみたけど、蛮族の反はん応のうはなかったよ。いまいち当てにならないけど、やらないよりはマシかなって思ってね」


「……ありがとう」


　アレクが心配して来てくれたのだと改めて理り解かいし、リリアンナはちょっと嬉うれしかった。胸むねの奥おくが、じんわりと温かくなる。


「それにこいつがあれば、もし蛮族が近づいてきても、事前に感知できるかもしれないからさ。一応魔ま力りよくはまだあるみたいだから、しばらくは使えると思うよ」


「うん……ちょっと、安心できるかな」


　少年から黄色いアヒルを受け取り、リリアンナは微笑ほほえむ。


「それと、あの後のこと」


「うん……」


　アレクは、リリアンナが馬車で連れ戻もどされてからの顚てん末まつを、かいつまんで話してくれた。


　事じ件けんのあらましを、ザイアの司祭に全部伝えたこと。まがりなりにもリリアンナが信しん頼らいしている人物として、ちゃんと話は聞いてもらえたこと。警けい備びを強化してくれるということ。


「よかった……じゃあ、わたしたちのやったことは無む駄だじゃなかったのね」


「うん……だけど、根本的な解決にはなってないと思うんだ」


「？」


「ザイアの神官たちが本気になったところで、人間に化けてるオーガを簡かん単たんに見つけられるわけじゃない。それに、オーガたちも無目的に街に潜ひそんでいるわけじゃないだろ。連中の計画がなんなのかを突つき止めて、阻そ止ししないと意味がないって思うんだ」


「それは、そうね……」


　ザイア神殿の力の無さを認みとめるようで素す直なおに頷うなずきにくくはあったけれど、アレクの言うことはもっともだった。そもそもザイア神殿は戦いには長たけているものの、捜そう査さや調査といった仕事に向いているとは言いがたい。


「だから、オレたちはオレたちで、蛮族連中の狙ねらいを調べてみるつもりなんだ」


　そしてその言葉に、リリアンナは驚おどろかされた。


　自分よりも背せの低い少年が、まだ事じ件けん解決を諦あきらめていない。それどころか、積極的に調べようとまでしている。その行動力と決けつ断だんに、驚いたのだ。


「だけど……危あぶないんじゃないの？　今度こそ、殺されるかもしれない……」


「まあ、それは覚かく悟ごの上……っていうとカッコ付け過すぎかな。オレがただ単に楽天的なだけかもしれないけど」


　そう言って、アレクは苦く笑しようする。


　けれどその表情に浮うわついた雰ふん囲い気きはなく、どちらかというと覚悟を決めた者特有の自信のようなものさえ感じられた。


「すごいな……」


　リリアンナは、素直に感心した。同時に、自分が籠かごの鳥のように思えて寂さびしくなる。


「すごい？　なにが？」


「……アレクの、その行動力がよ。やっぱりあなた、冒ぼう険けん者しやになるべきだと思うな」


「オレが？　冗じよう談だんはやめてくれよ。今回はたまたま事件に巻まき込まれて、このままじゃ寝ね覚ざめが悪いからやってるだけさ。実じつ際さい今回だって、命がけなのに誰だれからも報ほう酬しゆうもらえないどころか、払はらう一方じゃん。常じよう識しき的な感覚持ってるなら、冒険者なんてやらねーよ」


　そう言って唇くちびるを尖とがらせるアレクを見て、リリアンナはくすっと笑う。


「そっちこそ、冒険者に憧あこがれてるんなら、なっちまえばいいじゃん。そしたらあのオーガよりもおっかなそうな親父さんからも自由になれるし、好きなようにやれるぜ？」


「あは。そうかもね」


　指で両目を吊つり上げるアレクを見て、少女は再ふたたび声を出して笑った。けれどすぐに、それは自じ嘲ちようへと変化する。


「……だけど、やっぱり無理かな」


「どうして？」


「いまの両親、本当の親じゃないんだ」


「え……？」


「わたしのお父さんとお母さん、五年前に死んじゃったの。一いち応おう国の偉えらい人でさ。北の大陸の開かい拓たく地ちを警けい護ごする仕事をしてたんだ。だけど、〝守りの剣つるぎ〟の充じゆう塡てん儀ぎ式しき失敗が原げん因いんで、蛮族に町ごと滅ほろぼされちゃって……」


　思わず、尻しりすぼみに言葉が途と切ぎれる。そしてそれを聞いたアレクの表ひよう情じようは、いつになく険けわしいものになっていた。


「──カーカブルムの悲ひ劇げき」


「知ってるの？」


　アレクの言葉に、リリアンナは軽く驚く。


　滅ぼされた町の名前が、カーカブルム。ここに住む八百人ほどの住人は、蛮族の攻こう撃げきを受けて、大半が一夜にして虐ぎやく殺さつされた。


「だって……オレもカーカブルムに住んでたからな」


「アレクも……？」


「ああ。お袋ふくろがヴラドを拾ったのもあの騒そう動どうの中だし、うちが借金抱かかえたのも、蛮族の襲しゆう撃げきで全ぜん財ざい産さん失ったからだよ」


「それで……」


　リリアンナも、いろいろと納なつ得とくする。


「そっか。リリアンナも大変だったんだな」


「……わたしも、危あやうく死ぬところだったしね」


　そう言って、少女は寝ね巻まき越ごしに胸むねに手を当てた。


　そこには、いまだに消えない大きな傷きずがある。本来なら致ち命めい傷しようとなるはずだった深い傷。


「胸、どうかしたのか？」


「え？　あ、うん。あのときね、誰かひとりでも助けたくて、覚えたての剣を握にぎって蛮族と戦ったんだけど……逆ぎやくにやられちゃったの。そのときの傷があってさ」


「なるほどなぁ。オレも女の子助けようとしたけど、ぜんぜん歯が立たなくて……ん？」


「……あれ？」


　言い合ってから、しばらく互たがいに見つめ合う。


「あ……」


　そして二人は突とつ然ぜん、ほぼ同時にあることを思い出していた。


　それは、あの惨さん劇げきの日。少女が守ろうとした少年と、少年が守ろうとした少女がいたこと。黒くろ髪かみの少女と、栗くり色いろの髪の少年が出会っていたこと。


「ひょっとして、あのときオレを助けてくれたのって……」


「あのときの男の子って、ひょっとして……」


　二人は互いに指を差し合い、次いで思わず大きく噴ふき出す。


「そっか！　あのときの男の子、アレクだったんだ！」


「どっかで見たことあるような気はしてたけど……そうか、あれってリリアンナだったのか！」


　一度気付いてみると、いままでなぜ気付かなかったのかが不思議なぐらい、二人の記き憶おくは繫つながっていた。


「そっかそっか。アレク、ずいぶん大きくなったねぇ」


「うるせぇ嫌いや味みか！　頭撫なでんな！　そっちこそ何もかも景気よくでかくなりやがって！」


「あ、ちょっとなによ、そのいやらしい視し線せんは」


　立ち上がって頭を撫でていたリリアンナだが、くるりと身を翻ひるがえして両手で胸を隠かくす。


「これでも来年にはお嫁よめさんになっちゃう身なんだからね。ヘンなことしたら、本当に命が危あぶないわよ」


「へ……？」


　リリアンナの言葉が、よほど意外だったのだろう。アレクは怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄よせる。


「嫁に行く……？」


「そうよ。わたし、来年十五歳さいになったら結けつ婚こんするの。婚約者がいるのよ」


　少女の告白は、アレクに少なからざる衝しよう撃げきを与あたえたようだった。目を丸くしたまま、少年は硬こう直ちよくしている。


　確たしかに、ダーレスブルグでは十五歳を過すぎれば大人と見なされるし、結婚もできる。だが実じつ際さいには二は十た歳ち前後で結婚するのがほとんどなだけに、アレクにとっては現げん実じつ味みの薄うすい話なのだろう。


「婚約者……？」


「そう。フローレンス侯こう爵しやく家けの長男、アルフォンソ様」


「侯爵!?」


　貴き族ぞく社会に疎うといアレクでも、侯爵が偉いことぐらいはわかる。個こ人じんで領りよう土どや兵隊を持ち、王位継けい承しよう権けんさえ有する地位だ。下か層そう民みんであるアレクにはその姿すがたを見ることさえかなわない、雲の上の存そん在ざいである。


「やっぱ、リリアンナってすげーんだな……」


　本人は意い識しきしていないのかもしれないが、アレクの態たい度どが微び妙みように変化していた。それをリリアンナは敏びん感かんに感じ取り、急に寂さびしくなる。


「……別に、すごくなんかないわよ」


「いやいや、メチャメチャすごいって。しかし、侯爵家の長男と結婚かぁ……どんな人なの？　やっぱ金持ちでハンサムなヤツなわけ？」


　若じやつ干かん上ずった声で、アレクは問う。だが少女の口から洩もれたのは、自じ嘲ちよう気味な嘆たん息そくだ。


「知らない」


「え……？」


「知らないの。アルフォンソ様がどんな顔で、どんな人かなんて」


「知らないって……なんで？」


「だって、会ったことないもの。せいぜい知ってるのは、年が三十八歳で、いただいた肖しよう像ぞう画がでは凄すごく若わかくて男前だったってこと」


「三十八歳!?　倍以上離はなれてるじゃんよ！　それってまさか──」


「そ。政せい略りやく結婚ってやつ」


　リリアンナは顔をあげ、少し疲つかれた笑えみを浮うかべた。


「政略結婚……」


「門を開放するのに反対だったフローレンス侯爵家って、地位はあるけど、あんまりお金がないの。逆に、北の大陸へ積極的に投とう資ししたオレスティ家は、地位は低いけどお金はあるわ。つまり、地位を娘むすめと金で買おうってわけね」


「そんな……」


「貴族社会じゃよくあることよ」


「よくあるって……リリアンナも、いろいろ苦労してんだな……」


「ふふ。別に苦労はしてないわ。確かに自由とは無む縁えんの窮きゆう屈くつな生活だったけど」


「窮屈？」


「うん。幼おさない頃ころはひたすら勉強。物心ついた頃から修しゆう道どう院いんに入れられて、いまの両親に引き取られてからは、社交界デビューするためのしきたりやマナーのお勉強にダンスの練習」


「うへ……そりゃ確かに息が詰つまりそうだな」


「アレクから見ればそうかもしれないけれど、慣なれれば普ふ通つうかな。冒ぼう険けん者しやみたいな自由人とは対極の生活だとは思うけれど」


「じゃあ、いまの両親を恨うらんだりはしてないんだ」


「もちろん。きちんと育ててもらったし、どちらかというと、ちゃんと結婚して、恩おん返がえしをしたいなって……思ってるし……」


　そう言って、リリアンナは笑おうとした。


　いままでなら、なんてこともなく笑えた。納なつ得とくした上で、笑っていられた。


　なのに──いまは、ひどくぎこちない笑みしか浮かばなかった。


「……だけど、やっぱり少しぐらいは自由な時間も欲ほしくてね。聖せい地ち巡じゆん礼れいのための遠えん征せい武ぶ官かんに志し願がんしたんだ」


「遠征武官……？」


「そ。ザイアゆかりの地を巡めぐって、鎮ちん魂こんの儀ぎ式しきをして回る神官戦士のことよ。百年ぐらい前までは、大陸の彼方かなたまで、それこそ十年以上かけて巡礼してたらしいんだけど。最近はせいぜい数か所回っておしまいね。まあ、期間はひと月ってとこかな」


　この話をしているとき、リリアンナは自然に笑みを浮かべていた。


　この時代、ほとんどの者が死ぬまで生まれた町を出ることなく過すごす。それだけに数か国でも外の世界を巡ることは、大きな冒険だった。


「今回の〝守りの剣つるぎ〟の再さい充じゆう塡てん儀式も、そのための試験だったわけ。侯爵家に嫁よめ入いりなんかしちゃったら、もう絶ぜつ対たいそんな旅できないじゃない？　だから、絶対試験には合ごう格かくしたかったんだ。もちろん、儀式の大切さもわかってるけどね」


「そっか……」


「明日、マグダレーナ・イエイツ将しよう軍ぐんが凱がい旋せん祭さいのために戻もどってきて、パーティがあるの。そこで合ごう否ひが発表されることになってるから、ちょっとドキドキでさ」


「あの姫ひめ将軍の？　親父おやじさんが言ってた明日の大切な用事って、そのパーティ？」


「そ。遠征武官に選ばれれば、一いち応おう実じつ績せきにもなるし。お父様としては、マグダレーナ将軍との繫つながりも欲しいんじゃないかな」


　やや自じ嘲ちようがすぎるな──リリアンナはそう思いつつも、ついつい言ってしまう。


「なんだか、不ふ純じゆんな動機が多いなぁ」


「ふふ……そうね。だけど、わたしマグダレーナ将軍には憧あこがれてるから、会って話ができるだけでも楽しみなんだ」


「ある意味、それも不純な動機だと思うぜ？」


「あはは、そうかも」


　今度は自嘲じゃなく、心から笑った。そんなリリアンナを見て、アレクも笑ってくれる。


「そうだ。そのときさ、なんとか蛮族潜せん入にゆうの件けんも伝えといてくれよ。それにオレ、蛮族が狙ねらってるの、姫将軍じゃないかって思ってるんだ。だって、確か蛮族を舐なめるなってうるさい人だろ？　十分注意してくれって言っとかないと」


「そうだね……うん。絶対伝えてみる。きっと、マグダレーナ様なら力になってくれると思うし、もし暗殺者が狙っているなら警けい告こくしないとね」


「頼たのんだぜ」


「任まかせて」


　俄が然ぜん、パーティへの意い欲よくが湧わいてくる。自分でも、それが面おも白しろかった。


「……ホントに、アレクには感かん謝しやすることばっかりね。あなたのおかげで儀式もうまくいったし、危あぶないところも助けてもらった。もし試験に合格して、巡礼に出ることが決まったら、アレクを護ご衛えいに雇やとってもいいなぁ」


「オ、オレ？」


「そ。遠征武官の護衛には、伝でん統とう的に冒険者を雇うことになってるの」


「はは。ザイア神しん殿でんとお貴き族ぞく様さまが出しゆつ資し者しやになってくれるんだったら、冒険者になるのも悪くないかもね」


「でしょ？」


　冗じよう談だんっぽく言い合い、二人はくすくす笑った。


　と、そんなとき。窓まどを叩たたく小さな音がした。見れば、ウサギの耳がぴょこぴょこと動いている。


「ヴラド？」


「おいっ、アレク！　いつまで時間取るつもりだよ！　このままじゃ警けい備びの人間に見つかっちゃうだろ！」


　リリアンナが窓を開けると、タビットの少年は必死に声を抑おさえながら文もん句くを言う。


「わ、悪ぃ。んじゃ、リリアンナ。オレたちそろそろ帰るよ」


「あ、うん……いろいろ話聞いてくれて、ありがとう」


「気にすんなって」


　アレクは窓へ戻りつつ、そう告げる。そしてヴラドに続いて出ていこうとして、一度立ち止まった。


「そうだ、忘わすれるとこだった」


「？」


「ほら」


　不思議そうに首を傾かしげる少女へ、アレクは金きん属ぞくの輪を投げた。それは黄色にキラキラ輝かがやきながら、リリアンナの手の中に収おさまる。


「これ……」


「さっき、親父さんに捨すてられてただろ。ヴラドが使ってた展てん示じ品ひんだし、色も黄色だけど、それでよかったらあげるよ」


「ホント!?」


「ああ。んじゃ、明日のパーティ、頑がん張ばれよ」


「うん」


「じゃ、またな」


「また……」


　手を振ふって窓の外へ出ていくアレクを見送り、リリアンナは手を振る。


「──急げ。警備の人間が来る」


　しかし名残なごりを惜おしむ間もなく、はしごの下からダリウスの声が聞こえた。二人はびくっとなって、周囲を見回す。


「あ、やばいっ、本当だ！」


「マジか！」


　近づいてくる人ひと影かげをはしごから見下ろし、アレクとヴラドは大おお慌あわてではしごを下りて行った。直後、どうやら警備兵に見つかったらしく、複ふく数すうの怒ど声せいが遠ざかってゆく。


「大だい丈じよう夫ぶかな……」


　窓から下を見下ろしても、警備兵が持つランタンの明かりが右う往おう左さ往おうしていることしかわからない。逆ぎやくに一丸となって動いていないことから、アレクたちはうまく逃にげたんだろうな──そう思う。


「パーティがんばれ……か」


　リリアンナは腕うで輪わをはめ、黄色いアヒルを手に取る。


「そうね。がんばって、マグダレーナ様とお話ししないと」


　大きく頷うなずき、窓を閉とじる。このあと再ふたたび父親や警備の者から、侵しん入にゆう者しやについて質しつ問もん攻ぜめにあうのは間ま違ちがいない。だから、急いで腕輪とアヒルをベッド脇わきの引き出しにしまった。


　ベッドの中に潜もぐり込こみ、明かりを消す。そして質問攻めは、寝ねていたことにして回かい避ひしようと心に決め、リリアンナはしっかりと目を閉じた。





　　　　４




「──まさか、貴族の屋や敷しきに忍しのび込むのを手伝わせるとはな」


　冒ぼう険けん者しやの店に戻もどり、ダリウスが軽く嘆たん息そくする。


「まったくだよ。しかもすぐ戻るとか言っておいて、ずいぶん長なが居いするし。これじゃぼくまで犯はん罪ざい者しやみたいじゃないか」


「悪かったよ……」


　ヴラドの抗こう議ぎにも、アレクは謝あやまることしかできない。けれど、リリアンナとゆっくり話ができたことは、後こう悔かいしていなかった。


「ごめん、ダリウス……無む茶ちやなことに付き合わせて」


「いや、別に構かまわんさ。俺おれの雇やとい主はおまえだ。応こたえられる限かぎり要求に応えるのも、仕事のうちだからな」


　そう言って、ダリウスは二階へ上る階かい段だんへ向かう。


「今日はゆっくり休め。じゃあな」


「本当に、今日はありがとう」


　頭を下げるアレクに、ダリウスは振り返らず階段を上っていった。そこへ、毛もう布ふを持ったシューリガンが奥おくから出てくる。


「いやはや、無事に戻ってきてよかったよ。まさかオレスティさんの家に忍び込んでくるとは思わなかったけど」


「うん……だけど、じっとしてられなくて」


「まあ、無事ならいいさ。それより、本当に今日は家に帰らなくていいのかい？」


「うん。ここなら冒険者もいっぱいいて蛮族も怖こわくないし、家に帰ったらお袋ふくろを巻まき込んじまうからさ……」


　そこだけは不安なのか、アレクの表ひよう情じようも神しん妙みようになる。


「ま、それもそうだな。ほとぼりが冷めるまで、ここで寝ね泊とまりするのも悪くはないか。もっとも、今日は倉庫しかあいてないけどね」


「軒のきを借りられるだけで十分だよ。ありがとう、おやっさん」


　アレクは毛布を受け取りながら、頭を下げる。


「あまり快かい適てきとは言えないけど、ゆっくり休むといいよ。今日は疲つかれただろう？」


「ええ。そりゃもう」


　シューリガンの言葉に、ヴラドが大きく頷く。それを見て、竜人の店主は声を出して笑った。


「倉庫は二階の廊ろう下かの奥おくだ。好きに使っていいからな」


「ありがとう」


　改めて礼を言うと、アレクとヴラドは階段へと向かう。


　確たしかに、少年の体は階段を上るのも苦労するほど、疲れ切っていた。





「まったく、今日は本当にひどいことばっかりだ」


　倉庫に入るなり、ヴラドが愚ぐ痴ちをこぼす。


「何度も言ってるけど、ぼくは頭ず脳のう労働担たん当とうで、体を酷こく使しすることは苦手なんだ。それを、こんな夜中まで警けい備び兵へいと追いかけっこなんてさ……」


「悪かったって。機き嫌げん直せよ」


　アレクは苦く笑しようしつつ、毛布を適てき当とうな大きさに畳たたんで床ゆかに敷しいてやる。


「そもそも、冒険者の店の倉庫で寝るハメになるなんて、朝起きたときはまったく予想もしなかったよ」


「それは、オレもだけどさ……」


　そう答え、アレクも自分の毛布を敷いてごろりと横になる。


「でだ、アレク」


「ん？」


　毛布に横になったヴラドが、天てん井じようを見上げたまま口を開く。


「きみを待っている間、ぼくなりにいろいろと今度の事じ件けんについて考えてみたんだ。具体的に言うと、あの蛮族から奪うばった手紙のことだけどね」


「あ、うん。なにかわかったのか？」


「とりあえず、あの手紙は暗号文だと思う。人間に見られても、簡かん単たんには意味がわからないようにするためのね」


「なるほどな……」


「アレクは蛮族の会話から、彼らの目的が要人暗殺だと考えたんだよね？」


「ああ。はっきりと〝将しよう軍ぐんを暗殺〟って言ってたからな」


「で、だ」


　ヴラドは手紙を取り出し、読み上げる。


「〝祭りの日、宴うたげの時。花を摘つみ、祖そ先せんの魂たましいを鎮しずめよう。渡わたり鳥を捕つかまえ、籠かごに入れて王に捧ささげよう。すべては、喜びの日のために〟……だ。この文面には、いろいろな意味が隠かくされていると思う」


「オレが聞いたのは、蛮族の連中が狙ねらってるのは〝将軍の暗殺〟と〝見つける者の拉ら致ち〟ってこと。それから〝将軍はザイアの神官〟とか言ってた気がする」


「ダーレスブルグで将軍と言えば、四人存そん在ざいしている。その中でザイアの神官資し格かくを持っているのは三人だ」


「ぜんぜん絞しぼり込めてないな……」


「いや、まだ絞り込めるよ。計画の実行予定は、もう間もなくなんだろ？」


「ああ。もう日がないみたいなこと言ってたからな」


「となれば、近日中にダーレスブルグ本国にいる将軍が標的ってことになる」


「だろうな」


「ちなみに、いま本国には公王直ちよつ轄かつ軍ぐんを除のぞけば、第四軍しかいない。しかも将軍は前線視し察さつで不在だ」


「誰だれもいないってことか……？」


「話は最後まで聞いてほしいな。いまは確かに誰もいない。けれど明日になれば、北の大陸から、第四軍のマグダレーナ将軍が帰ってくるんだ」


「あの、姫ひめ将軍？」


「そう。マグダレーナ・イエイツ将軍は、凱がい旋せん祭さいの主しゆ賓ひんみたいなところがあるからね。しかも、敬けい虔けんなザイア信者で司祭位も持ってるほどだ」


　越えつ橋きよう軍ぐんを率ひきいたイエイツ将軍の娘むすめ、マグダレーナは、その血ち筋すじと生まれる前に父を失ったという悲ひ劇げき性せい、それに若わかさと美び貌ぼうから市民にも人気のある将軍だった。そのため凱旋祭では、パレードの旗手を務めるのも慣かん例れい化かしているほどだ。


「……ヴラド、詳くわしいな」


「ふふん。ぼくはマグダレーナ将軍のファンだからね。あの凜りんとした美しさ……甲かつ冑ちゆうの似に合あう立たち居い振ふる舞まい……素す敵てきだよなぁ」


「そっか？　オレはなんだかおっかなくて近ちか寄よりがたいって感じがするぜ。やっぱ女ってのはもうちょっとこう、柔やわらかい感じのほうがさ──」


「きみとはどうやら趣しゆ味みが合わないようだね」


　タビットと人間の女の趣味の話をするとは思わなかった──アレクは内心そんなことを考えるものの、口には出さない。


「それでだ、アレク君。ここまでの話を総そう合ごうすると、この暗号文の〝花を摘み〟っていうのが、姫将軍暗殺を意味してる……これは、恐おそらく確かく定ていだね」


「やっぱそうだよな……だけど、いつだ？　いつ計画を実行する気なんだよ？」


「そこでだ……この、〝祭りの日、宴の時〟ってのが、日時を表してるのも間ま違ちがいない」


「オレもそう思うけど……凱旋祭は今日から始まって、五日続くんだぜ？　正しい意味で祭りの日って言うなら、最終日のことだろうけど、他の日だって祭りには違いないし」


　アレクは腕うで組ぐみをして唸うなる。


「そもそも〝宴の時〟の、宴ってなんだ？」


「そりゃアレク、宴と言えばパーティだろう」


「パーティねぇ……ん？　パーティ!?」


　アレクはあることに思い至いたり、がばっと身を起こす。


「どうしたのさ、アレク？」


「さっきリリアンナと話してたんだけど……明日、マグダレーナ将軍のパーティに彼女も参加するって言ってたんだよ……」


「まさか、ということは……」


「蛮族の狙いは、明日のパーティで、姫将軍を暗殺することだ！」


　二人はお互たがいに、人差し指を突つき付けあう。


「確かに、マグダレーナ将軍は蛮族脅きよう威い論ろんをずっと唱えてて、開かい拓たく地ち拡かく大だいには反対の姿し勢せいを崩くずしてないし。あのオトフリート・イエイツ将軍の娘ってことでも、蛮族の恨うらみは大きいはずだね……」


「ああ。それにダーレスブルグ本国に常じよう駐ちゆうしている軍の中で、第四軍が一番精せい強きようだって話だよな？」


「というか、実じつ質しつ的に第四軍しか駐ちゆう留りゆうしてないからね。第一軍から第三軍の大半は、開拓地の警けい備びに出動していて戦力にならないはずだ」


「おいおい、ダーレスブルグって意外と兵力少ないのか？」


「アレク、きみももうちょっと社会についての情じよう報ほうを学んだほうがいいんじゃない？　ダーレスブルグの軍隊が開拓地警けい護ごに力を入れすぎて、本国の防ぼう備びがおろそかになってるって問題はいまに始まったことじゃないよ。そのことを本気で問もん題だい視ししてる将軍も、姫将軍ひとりみたいなものだし」


「……ちょっと待てよ。じゃあ、もし姫将軍が暗殺されたら、冗じよう談だん抜ぬきでヤバイんじゃねぇの……？」


「もちろん、暗殺の手しゆ段だんによっては、蛮族脅威論が高まる可か能のう性せいだってあるけど……保ほ守しゆ派はのマグダレーナ将しよう軍ぐんを疎うとましく思っている開かい放ほう派はの貴き族ぞくもいるしね。やり方次し第だいでは、内ない乱らんに発はつ展てんしかねない問題だよ」


「内乱……」


　アレクとヴラドは顔を見合わせ、陰いん鬱うつな表情を浮かべる。


「しかもリリアンナは、こんな物ぶつ騒そうなパーティに参加するってわけかよ……？」


「そうなるね……逆ぎやくに、彼女が将軍へ早めに警告を伝えられたら、事じ態たいはかなり変わると思うけど……」


「頼たのむぜ、リリアンナ……」


　思わずアレクは天に向かって祈いのる。


「ただ、どうしてもこの〝渡わたり鳥を籠かごに〟って部分がわからないんだよね……」


「〝渡り鳥〟か……」


　だがそのとき、アレクはピンッとひらめくものがあった。


「それってさ……巡じゆん礼れいする神官のことじゃないかな？　蛮族もザイアの神官は生け捕りにしろとか言ってたと思うし……」


「〝巡礼者＝渡り鳥〟ね……確かに、そんな気がする。で、その巡礼する神官に心当たりがあるのかい？」


　ヴラドにそう問われ、アレクは一いつ瞬しゆんだが答えるのに躊ちゆう躇ちよした。だが意を決して、口を開く。


「……まだ試験の結果次第だから、確定じゃないんだけど……」


「けど？」


「……リリアンナだ」


　アレクの言葉に、ヴラドのつぶらな瞳ひとみが見開かれる。


「それ、マジなの？」


「冗談でこんなこと言えるかよ」


「じゃあもう、蛮族の狙いは明日のパーティで確定したも同然じゃないか！」


　ヴラドの断だん定ていに、アレクも異い論ろんをさしはさむ余よ地ちはなかった。同時に、危き機き感がより一いつ層そう強くなる。


「早く、リリアンナさんに伝えてあげないと──」


「無理だよ。さっき警備兵に見つかったから、警けい戒かいは厳げん重じゆうになってるはずだ。それに、夜は蛮族の時間だろ。二人で出歩くには危き険けんすぎる」


「なんてこった！」


　ヴラドは顔に手を当て、天を仰あおぐ。


「もう一回ダリウスに頼たのんで……」


「それも無理だよ。もう仕事を頼むお金がない」


「だからあのとき、素す直なおにお金もらっとけばよかったんだよ！　アレクはすぐ感情で行動するから！」


「悪かったよ……」


　耳を立てて怒おこるヴラドに、アレクもいささか憮ぶ然ぜんとしつつ謝あやまる。


「こうなったら、朝一番にリリアンナに伝えるか、会場に忍しのび込こむしかないな……」


「さっさと用事を終わらせて帰らないから」


「くそー、まったくドジったもんだぜ……っ」


　アレクもこれには、歯は嚙がみするしかない。


「どうするんだよ、アレク！　このままじゃ、姫ひめ将しよう軍ぐんもリリアンナも危あぶないよ!?」


「うう～～～～～っ」


　ヴラドの言葉に、アレクも必死になって対たい策さくを考える。だがいくら知ち恵えを絞しぼっても、いまこの瞬間どうにかできる策は浮うかばない。


「寝ねる！」


「えっ!?」


「いまジタバタしたってどうにもならないだろ。体も頭も疲つかれ切ってんだ。寝て、休んで、明日一番に動く！」


「ちょ、アレク!?」


　ばさっと毛もう布ふを被かぶるアレクの様子に、タビットはつぶらな瞳をさらに丸くする。


　だが実じつ際さい、体も頭も疲れ切っていた。休まないことには、万が一の際に戦えないのはアレクもヴラドも同じだ。


「ヴラドも寝ろ。マナの尽つきた魔ま法ほう使つかいなんて、なんの役にも立たないだろ」


「それはそうだけど……」


「明日は今日以上に大変な日になるからな。しっかり休めよ」


　それだけ告げると、アレクはごろりと寝返りを打つ。


（なんとしても、蛮族の計画は阻そ止ししないと……っ）


　心の中で、改めて決意を固める。


　眠ねむれそうにないな──子こ供どもには重すぎる問題を前に、アレクはそう思う。


　だがそんな想おもいとは裏うら腹はらに、疲れ切った体は、少年をすぐに夢ゆめの世界へと誘いざなっていた。





『……再ふたたび、動き出すか……』


　ダーレスブルグの街すべてを見下ろす、中央広場の時と計けい塔とう。


　その屋根の上に、男は立っていた。


　全身を覆おおい隠かくすローブ、そのフードからわずかに覗のぞく金色の瞳は、夜の闇やみに沈しずむダーレスブルグの城しろを見下ろしている。


　もはや彼には近づくことのできない、聖せいなる領りよう域いき。同時に、彼にとって辛つらく悲しい思い出が眠る場所でもあった。


『……もはやこの身にて、なにを為すことも叶かなわぬか……』


　ローブから静かに出した腕うでは、すでに生者のそれではなかった。いまなお塵ちりとなって崩くずれ続け、物ぶつ質しつとしての意味はとうの昔に失われている。


『……せめて、資し格かく持つ者が現あらわれることを祈いのるのみ……』


　──祈る？　一体何に？


　自ら口にしておきながら、男は自じ嘲ちよう気味に口くち許もとを歪ゆがめた。かつて祈りを捧ささげ、彼に力を授さずけてくれた神の声はもはや聞こえない。いまや聞こえるのは、怨えん嗟さと呪じゆ詛その声ばかりだ。


『……我わが願いは、ただひとつ……』


　男は城にほど近い場所にある屋や敷しきを見やり、続いて中央広場近くの酒場を見下ろす。


　胸むねに浮かぶのは、ひとりの少女の顔。そして、生気溢あふれる少年の姿すがた。


『……いまは眠れ……そして、今度こそは……』


　希望なのか、妄もう執しゆうなのか──もう、その判はん断だんすら彼にはつかない。


　だがそれでも、すがらずにはいられない。見守らずには、いられない。


『今度、こそは……』


　男の姿が、夜風に吹ふかれて消えてゆく。


　やがてその姿は完全に、夜の闇の中へと溶とけ込んでいった。




第四章『宴うたげの始まり』













　世界を創つくりあげたのは、三本の魔ま剣けんだという。


　荒こう涼りようとした大地に風と水を作り、数多あまたの生き物を生み出した──すべては、自分たちを扱あつかいうる存そん在ざいを求めて。


　そして第一の剣ルミエルを手にした者が人族の祖そとなり。


　第二の剣イグニスを手にした者が、蛮族バルバロスの祖となった。


　やがて戦いが始まり、第三の剣カルディアは砕くだけて魔法となった。


　以来、数万年にわたって人族と蛮族は戦い続け、いまなお世界は戦せん乱らんに満ちている。


　これこそが、魔剣の望む世界だったのかもしれない。




──ラクシア創そう世せい神話の一節より





　　　　１




　明かりのない、真っ暗な部屋。


　そこに、無数の者たちが集まっていた。


　普ふ通つうの人間なら、息遣い以外では他者の存在を認にん識しきできないような闇。けれどその部屋に集つどう者たちは、全員一点を見つめてしゃがんでいた。


「──計画が洩もれただと？」


　集まっているのは、みな大おお柄がらな者ばかりだ。その中でも一番大柄な者が、不ふ愉ゆ快かいそうに口を開く。


「あ、ああ。だが、見られたのは取るに足りない子こ供どもだ。連中の話を大人たちは信用してない。計画には支し障しようないだろう」


　しゃがんでいる者のひとりが、いささか機き嫌げんを窺うかがうような口調で告げる。だがそれを聞いた一番大柄な者は、苛いら立だちに舌した打うちをした。


「支障もクソもあるか。オメーはその取るに足りない子供さえ始末できなかったんだろが。なにやってんだボケが。しかも通つう報ほうされてんじゃねぇかよ」


「いや、待ってくれボグズ。だから大人は子供を信用──」


　どうにか言い訳わけしようとするが、それ以上言葉は出なかった。


　なぜならリーダー格かくの者──ボグズの振ふるった大斧によって、頭を真っ二つに叩たたき割わられたからだ。


「……これだからオーガはヤなんだよ。テメェらが賢かしこいつもりでやがるから、間ま違ちがいを認みとめねぇし失敗も補おぎなえねぇ」


　ボグズは血で汚よごれた斧を自分の座すわっている肘ひじかけ椅い子すに立てかけ、大きく嘆たん息そくする。その態たい度どに集まっていた者たちから一いつ斉せいに殺気が発せられるが、どこ吹く風だ。


「いいか、テメェら。明日はそんなくだらねぇミスは許ゆるさねぇ。アホの失敗で警けい備びは確かく実じつに厳きびしくなってるだろうが、いまさらヤメってわけにはいかねぇんだ。なにがあろうが、どんな犠ぎ牲せいを払はらおうが、明日は確実に殺して奪うばう」


　そう言って、ボグズは左手を肘かけから伸のばす。その手に、小こ柄がらな者──闇を見通す目があるなら、幼おさない少女に見えただろう──が酒さか瓶びんを置いた。


「とりあえずザイア神しん殿でんから報ほう告こくが来たらよ、可か能のうな限かぎり握にぎり潰つぶせ。いいな」


　ボグズは酒のコルク栓せんをくわえると、頑がん丈じような歯で強ごう引いんに引き抜ぬく。


「こいつがうまくいけばよ、俺おれたちは蛮族バルバロスの中でも最強の力を手に入れられる。そうなりゃおまえらもようやく好き放題できるってわけだぜ？」
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　ボグズはひとり瓶から酒をあおり、ぐいっと大きな口を拭ぬぐう。そして次は、酒瓶を差し出した少女を抱だき寄よせた。


「小うるさい人族どもを、ようやく好きなだけいたぶれる日が来るんだ。おまえらよく考えて、よく働けよ。そうすりゃ、人族なんぞヤり放題の食い放題だからな」


「あ……っ」


　ボグズの長い舌したで顎あごから頰ほおを舐なめられ、それまで無む表ひよう情じようなまま黙だまっていた少女が熱のこもった声を洩らした。下げ卑びた笑いが、闇の中に響ひびく。


「こんな代用品の人形とも、今日でおさらばだ。泣き叫さけぶ女を生きながら食うのは、最高だからなぁ」


　ボグズは少女の服を乱らん暴ぼうに引き裂さき、次はその滑なめらかな背せ中なかに舌を這はわす。


「あ、あ……っ」


「いよいよ明日は宴だぜ……楽しみだよなぁ、おまえら？」


　その言葉に、部屋に集まった者──オーガたちも一斉に下品な声で笑う。


「マグダレーナお嬢じようさんは頭がキレる。計画に気づく可か能のう性せいもあるだろう。だけどな、いまさらやつらに対たい策さくの打ちようなんかねぇ。勝つのは俺たちだ」


「おうっ」


　ボグズの宣せん言げんに、オーガたちが唱和する。


　闇の中は、異い様ような邪じや念ねんと欲よく望ぼうによって、よりドス黒く染そめられたかのようだった。





　　　　２




　念入りに弾だん丸がんを装そう塡てんし、銃じゆうをホルスターにしまう。


　左手に魔動制御球マギスフイアを留とめたリストバンドをはめ、予よ備びの弾丸がちゃんとガンベルトに収おさめられているかを確かく認にんする。


「……よし」


　アレクは装そう備びの点てん検けんが終わると、小さく頷うなずいた。


　ささやかな武ぶ装そうではあっても、いまの少年にとっては大切な相あい棒ぼうだ。それが万ばん全ぜんであることに、小さな勇気が湧わく。


「ヴラド、準じゆん備びはいいか？」


　そう言ってタビットの相棒を振り返れば、なにやら黙もく々もくと呪じゆ文もん書しよらしきものを読んでいた。しかしアレクに呼よびかけられると、ヴラドはぱたんと本を閉とじる。


「うん、問題ないよ。いつでも出られるから」


　ヴラドは濃のう紺こんのローブを羽は織おり、立てかけてあった長い杖つえを手にした。体毛に覆おおわれた顔は表情を読みにくかったが、鼻や口くち許もとを落ち着かなげに動かしているところを見ると、どうやら緊きん張ちようしているらしい。


「とにかく、オレたちはパーティ会場に先回りして、どうにかしてリリアンナに状じよう況きようを伝えないとな」


「だね。それにパーティ会場で暗殺となれば、一番可か能のう性せいが高いのは毒殺だから、厨ちゆう房ぼうとか給きゆう仕じさんに蛮族が紛まぎれていないかも調べないと」


「なかなか条じよう件けんは厳きびしいな」


「そりゃ国こく賓ひんが集まるようなパーティだからね。警備もかなり厳げん重じゆうだと思うよ」


「そいつは承しよう知ちの上だ。最悪、騒さわぎを起こしてパーティを中止に追い込めば、暗殺計画も失敗するだろうしな」


　にやりと笑うアレクを見て、ヴラドは大きく嘆たん息そくする。


「正直なところ、それしか方法がないような気がするんだけど。でもぼく、捕つかまって地ち下か牢ろうとかに入れられるのイヤだよ？」


「姫ひめ将しよう軍ぐん様さまが暗殺されるよりいいだろ？　それに、うまく計画を阻そ止しできれば、地下牢なんかに入れられたりしねーさ」


「……だといいけど」


　半ば諦あきらめ気味に、タビットは耳を垂たらす。


「それに、どうにか手紙を渡わたせたら、姫将軍様ならわかってもらえると思うんだよ」


「それが一番マシな方法だね。それでも、可能性は低そうだけど」


「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。なんとかなるって」


　アレクはヴラドの小さな肩かたをばんばんと叩たたき、笑ってみせる。そんな楽観的な友人を見上げ、小さなタビットは大きく嘆息した。


「行くぞ」


「はいはい、どこまでもお供しますとも。我わが友アレク」


　二人は頷きあうと、倉庫を出る。


　廊ろう下かの窓まどからは、柔やわらかい朝日が差し込こんでいた。パーティは昼からだ。リリアンナが会場に入るまで、十分時間はある。


　アレクたちは階かい段だんを下り、酒場に出た。朝食を摂とっている冒ぼう険けん者しやの姿すがたもあったが、その数はまばらだ。早朝からの仕事があるのか、何人かの冒険者が店を出ていくのが見えた。


「お、アレクとヴラドじゃないか。ずいぶん早起きだな。やっぱ倉庫は寝ね心地ごこち悪いか」


　そこへ、朝からカウンターにいたシューリガンが声をかけてくる。


「倉庫の寝心地は、案外悪くなかったよ。ちょっと背せ中なかは痛いたかったけどね」


「ははは。そいつは悪かった。じゃあせめてお詫わびに朝食ぐらいおごるよ」


　竜人はそう言ってウインクするが、アレクは苦く笑しようを浮うかべて首を横に振ふる。


「おやっさんとこの朝飯が食えないのは残念だけど、ちょっと急ぎの用があってね」


「……出かけるのか？」


　怪け訝げんな顔をするシューリガンに、アレクはこくりと頷く。


「こんな朝っぱらから？　確たしかに早朝なら蛮族も寝てそうなもんだが……どこに行くつもりなんだ？　家に帰るのか？」


「いいや、違ちがうよ」


　アレクは首を振り、手紙が入ったポーチをぽんっと叩く。


「蛮族の暗号文らしいものを手に入れたんだ。それを、マルゲリータ将軍に──」


「マグダレーナ」とヴラド。


「そうそう。その……姫将軍様に届とどけて、蛮族のことを警けい戒かいするよう伝えに行くんだ。あの人なら、まともに話を聞いてくれそうだしね」


「姫将軍に、手紙を……？」


　マグダレーナ将軍といえば、ダーレスブルグ公国でも特に知名度の高い人物だ。それだけに、シューリガンは眉み間けんに皺しわを寄よせる。


「今日開かれるパーティになんとか潜せん入にゆうして、直じき訴そするつも──」


「──おまえらだけじゃ、無理だな」


　だが突とつ然ぜんかけられた声に、アレクの眉まゆがぴくりと動いた。そして声がした方を振り返る。


「あんた……」


　その男は、カウンター席の一番端はしに腰こしかけていた。


　男は金属片を縫い込んだ鎧スプリントアーマーの上に外がい套とうをまとっており、髪かみの色も含ふくめ、ほとんど黒で統とう一いつされている。しかしその肌はだは対照的に白く、妖よう艶えんな色気さえ感じさせた。その眼がん光こうは鋭するどく、所作に一いつ切さいの隙すきがない。右みぎ肩かたには一羽わの隼はやぶさが止まっており、油ゆ断だんなく少年たちを見つめていた。その猛もう禽きんの瞳ひとみにまで、意思が宿っているかのようだ。


　だが、そんなこと以上にアレクが注目したのは、深しん紅くの双そう眸ぼう。


　そして──額ひたいの角だった。


「まさか……ダリウス？」


「他の誰だれだと思ったんだ？」


　驚おどろく少年の表ひよう情じように、男──ダリウスは淡たん々たんとした口調で告げる。


「だけど、その格かつ好こう……」


　髪を梳すき、装そう備びを整えたダリウスの姿は、まるで以前と別人のようだった。額にある角でさえ、〝穢けがれ〟の象しよう徴ちようというよりは、誇ほこり高い戦士の証あかしのようにも見える。


「変か？」


「いや、そんなことはないけど……」


　アレクはやはり、その顔をどこかで見たような気がしていた。しかし、すぐには思い出せない。それ以上に、その前の言葉が気になっていたからだ。


「オレたちだけじゃ無理って、どうしてそう思うんだよ？」


「答える必要があるのか？」


「う……」


　赤い瞳で見つめられ、アレクは怯ひるむ。


「だけど、姫将軍やリリアンナが危あぶないんだっ。どうせみんなオレの話なんか信用しないし、冒険者を雇やとう金もない……だからオレたちがどうにかしないと──」


「金なら受け取っている」


「え……？」


　ダリウスは懐ふところから袋ふくろを取り出し、それをカウンターの上に置いた。ジャリンという音と共に、中から金貨がこぼれる。


「百ガメル金貨……!?　そんな大金、誰が……」


「それ、リリアンナの親父おやじさんが置いていった袋だ！　き、金貨なんか入ってたの!?」


　アレクの疑ぎ問もんに、ヴラドが答える。


「小さい袋だから、せいぜい数十ガメル程てい度どだと思ってたのに……」


　ヴラドは慌あわててカウンターに駆かけ寄ると、短い指で金貨の枚まい数すうを数える。アレクの見立てでも、ざっと二十枚は転がっていた。


「だ、だけど……」


　目の前の黄金の輝かがやきに、少年はごくりと唾を呑む。


「……それは、オレの金じゃない……その金で、ダリウスを雇うのは無理だ」


「アレク!?」


　少年の言葉に、ヴラドが驚きの声をあげる。


「せっかくダリウスが拾ってきてくれたお金だよ!?　それでダリウスが納なつ得とくしてくれるなら、雇えばいいじゃないか！　それにどうせ、貴き族ぞくにしたらあれぐらい捨すててもいい金だと思うし！」


「この金を受け取ったら……オレはあのクソ親父の言った通り、金欲ほしさにゴネてみせたことになっちまう。そんなのは、絶ぜつ対たいに嫌いやだ」


「な、なんだよ！　いつもは要よう領りようよく立ち回ってるくせに、なんでそんなとこだけ変に頑がん固こなのさ！」


　ヴラドは足を踏ふみ鳴らして猛もう抗こう議ぎするが、アレクの意い志しは揺ゆらがない。そんな少年の瞳を見て、ダリウスは小さく笑った。


「……いい目だな」


「え……？」


「頑として自分の意志を貫つらぬき通す。悪くない資し質しつだ」


「なにが……？」


　戸と惑まどう少年の前で、ダリウスは高椅子ストウールから下りる。


「アレク……俺をおまえのパーティに入れてくれ」


「え、え……!?」


　戸惑うアレクを見て、それまで黙だまっていたシューリガンが大声で笑う。


「はっはっはっは！　確たしかに、ここは冒ぼう険けん者しやが集まり、仲間パーテイを見つける冒険者の店だ。仲間なら、同行するのに金を払はらう必要はないわな！」


「それって……ダリウスがアレクの仲間になってくれるってこと……？」


「どうやら、そういうことみたい……」


　アレクも茫ぼう然ぜんとしていたが、ヴラドも驚いたように、つぶらな瞳をパチパチさせる。


「シューリガン。その金で買える、一番いい剣けんをくれ。こんなナマクラじゃ、今日は厳きびしそうなんでな」


　そう言って、ダリウスは昨日買った広刃の剣ブロードソードをカウンターに置いた。それを見て、シューリガンは口の端はしで微笑ほほえむ。


「そうだな、ダリウス。おまえにならぴったりのひと振ふりがあるよ」


　カウンターの中に、あらかじめ用意しておいたのだろうか。シューリガンはウインクすると、すぐにひと振りの大剣を取り出す。


　それは、漆しつ黒こくの鞘さやに収おさめられた、両手持ちの魔ま剣けん。


「これは……」


　そしてそれを見た瞬しゆん間かん、ダリウスの表ひよう情じようが変わる。


「うおお……っ」


　その剣は若わかいアレクが見ても、明らかに強力な魔剣だとわかった。黒く塗ぬられた鞘、控ひかえめに施ほどこされた銀細工の装そう飾しよく。アレクの身長よりも大きなその剣は、明らかに熟じゆく練れんの戦士にしか扱あつかえない代しろ物ものだった。


「おまえの剣だよ、ダリウス」


　竜人の店主は、そっとカウンター越ごしに大剣を差し出す。


「おまえが冒険の準じゆん備びなんかを始めたのは、二年振りだったからな。奥おくから引っ張ぱり出しておいたんだ。だけど、あくまでその金貨分、一時的に貸かし出すだけだぞ？　そいつはおまえの飲み代やら宿代やらの質しち草ぐさなんだからな」


「…………」


　シューリガンの言葉に、ダリウスは無言で剣を受け取った。アレクには持ち上げることもできそうにない大剣を片かた手てで軽々と摑つかみ、剣帯で背せ中なかに固定する。


「すげぇ……」


　アレクは無む意い識しきのうちに、感かん嘆たんの息を吐はく。


　その魔剣を持つことで、ようやく〝ダリウス〟という冒険者が完成したかのようだ。そしてその姿すがたを目まの当あたりにして、アレクの記き憶おくは電でん撃げきのように繫つながっていた。


「ダリウスって……まさか、あのときの……」


　カーカブルムで殺されかけたとき、颯さつ爽そうと現あらわれた黒衣の戦士。


　冒険者になる──そう誓ちかった日に見た、アレクの原風景。


　それがいま、まるで既視デジヤヴのように、目の前に存そん在ざいしていた。
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「どうした、アレク。急がないとまずいんだろう？」


「え……あ、うんっ」


　ダリウスに言われて、アレクはようやく我われに返った。少し子こ供どもっぽい返事をしてしまったことが、妙みように気き恥はずかしい。


「さあ。号令してくれ、リーダー」


「リ、リーダー!?」


　ダリウスに言われて、アレクは頰ほおを上気させる。そんな友を見て、ヴラドが面おも白しろがって杖つえの先でつつく。


「ほら、早く早く。頼たのむよ、リーダー」


「な、なんだよ、くそっ。わかった、わかったよ」


　アレクはヴラドの杖から逃のがれると、大きく「ごほんっ」と咳せき払ばらいする。


「じゃあ、行くよ。出発だ」


　その言葉に、ダリウスもヴラドも頷く。


　そしてアレクの号令の下もと、三人は出口に向けて歩き出した。





　　　　３




　マグダレーナ・イエイツ将しよう軍ぐんを迎むかえてのパーティは、王おう城じよう近くの迎げい賓ひん館かんで行われていた。


　オレスティ家から馬車でほんの少しの距きよ離りだ。表通りは凱がい旋せん祭さいの喧けん騒そうで賑にぎわっているが、迎賓館は上流階級街の一画にあり、かつ高い塀へいと広い庭に囲まれていることもあって、別世界のように穏おだやかな雰ふん囲い気きに包まれている。


　だが正午に近づくにつれ、この迎賓館にも独どく特とくの賑わいが生まれてくる。


　正面の門から次々と立りつ派ぱな馬車が入ってゆき、館の玄げん関かんからきらびやかな衣い装しようの貴き族ぞくや名士たちが中へと入ってゆく。


　質しつ実じつ剛ごう健けんな気風を持つダーレスブルグにあって、一年でもっとも絢けん爛らん豪ごう華かな一日だ。表通りを埋うめ尽つくす露ろ店てんや人々の喧騒が下々の祭りだとすれば、こちらは選ばれた一部の人々にとっての祭りと言えるだろう。


　そんな迎賓館のパーティ会場に、リリアンナもいた。


　髪かみを結ゆい上げ、青いドレスをまとい、父親の側にじっと立つ。ダーレスブルグにおいて、子し爵しやくは下から二番目の階級の貴族だが、財ざい力りよくを持つ父親の許にはひっきりなしにさまざまな人々がやってきていた。その都度、リリアンナも紹しよう介かいされ、挨あい拶さつすることになる。


（疲つかれた……）


　穏やかな笑え顔がおで挨拶をしつつも、心の中では大きくため息をついていた。


　パーティ会場に着いてから、まだほんの少ししか時間は経たっていない。にもかかわらず、もう何人を相手に挨拶したかわからないほどだ。五人目以い降こうは、もう顔も覚えていない。


（なんとかして、マグダレーナ様にお話ししないといけないのに……）


　リリアンナは会場内を見回してみるが、姫ひめ将軍の姿はいまだ見つけられないでいた。


　パーティの参加者は、軽く百人を超こえているだろう。給きゆう仕じや女給、音楽を奏かなでる楽隊などを含ふくめると、人の数は相当なものだ。貴族関係者ばかりよくこんなにいるものだと思う。


　そしてなによりリリアンナの精せい神しんを磨ま滅めつさせているのは、アレクから預あずかってきた蛮族探たん知ち機きの存在だった。


（また……）


　ドレスのスカートの中から、小さな声で鳥の鳴き声が聞こえる。手で持って入るわけにはいかなかったので、こっそりスカートの中に縫ぬいつけてきたのだ。


　布ぬので包んであるため、自分以外にはほとんど聞こえない。だがあまりにひっきりなしに鳴るものだから、気になってしょうがなかった。


（この迎賓館に、どれだけ蛮族が紛まぎれこんでるのよ……）


　きらびやかで夢ゆめの世界のようなパーティ会場だが、リリアンナにとっては趣しゆ味みの悪い悪あく夢むのようだった。正直、いますぐにでも逃にげ出したくなる。


「──ようこそお集まりいただきました。紳しん士し淑しゆく女じよのみなさん」


　そうこうしている間に、会場の一番奥おくにある壇だん上じようへ、ひとりの貴族が上がっていた。今年のパーティを主しゆ催さいしている、ロスハイム伯はく爵しやくだ。


「このたびはイエイツ将軍による蛮族討とう伐ばつより数えて二十年という大きな節目を迎むかえ、こうしてみなさまをお迎えする大役を任まかせていただき、感かん謝しやの念に堪たえません」


　そう告げるロスハイム伯の声は、太く低く、広い会場全体によく響ひびいた。公国でもっとも大きいと言われる堂々たる体たい軀くの持ち主であり、蛮族討伐隊の隊たい長ちようとして、その勇ゆう猛もうさと勇名はリリアンナも知っているほどだ。


「本日はイエイツ将軍の忘わすれ形見にして第四軍を率ひきいる将軍、マグダレーナ・イエイツ様をお迎えし、偉い大だいなる英えい雄ゆう、オトフリート・イエイツ将軍の偉い業ぎようを称たたえる宴うたげとしたいと思います」


　その言葉に、会場は大きな拍はく手しゆで包まれた。ロスハイム伯が大きく頭を下げる。


「また本日は、ザイア神しん殿でんよりの遠えん征せい武ぶ官かん任にん命めい式しきも兼かねております」


　伯爵がそう告げると、リリアンナは思い出したようにびくりとなった。


　遠征武官候こう補ほは、彼女以外にも数名いるはずだ。その者たちも、この会場内のどこかにいるのだろう。そして発表の瞬しゆん間かんまで、リリアンナたちには結果は知らされないことになっている。そのこともあって、余よ計けいに緊きん張ちようしてしまっていた。


「この遠征武官は、先史文明を完かん膚ぷなきまで破は壊かいせしめた、かの《大破局デイアボリツク・トライアンフ》終結以降、三百年にわたり続けられてきた伝でん統とうある巡じゆん礼れいを行う者です。ですが、この巡礼の旅も約百年前より中止され、長らく途と絶だえていました。ですが二十五年前、この伝統行事を復ふつ活かつさせたのもまた、敬けい虔けんなザイア信者であったオトフリート・イエイツ将しよう軍ぐんなのです」


　再ふたたび、大きな拍手。


　しばらく待ってから、伯爵は手を挙げて拍手を制せいする。


「さて、前口上はこれぐらいにして、いよいよ主しゆ賓ひんをご紹しよう介かいしましょう。マグダレーナ・イエイツ将軍です」


　その名前と共に、これまででも最大の拍手が沸わき起こる。


　そして壇上に、ひとりの女じよ性せいが姿すがたを現あらわした。


「わぁ……」


　会場全体が息を呑むのと同時に、リリアンナもまた思わず感かん嘆たんの声を洩もらす。


　壇上に上がったマグダレーナ・イエイツ将軍は、普ふ段だんパレードなどで見られる甲かつ冑ちゆう姿ではなく、真しん紅くのドレスをまとっていた。胸むねにはザイアの聖せい印いんが輝かがやき、その燃もえる情じよう熱ねつのように鮮せん烈れつな衣い装しようもさることながら、凜りんと立つ姫将軍の姿は、見る者を魅み了りようせずにはいなかった。


　まだ弱じやつ冠かん十九歳さいという若わかさでありながら、その美しさはすでに完成の域いきにある。日々騎き士し団だんを率いて先頭を駆かけているとは思えないほどに肌はだは白く美しく、大きな瞳ひとみは正面から見つめるのが恐おそろしいほどに力を感じさせた。


　場を支し配はいする──まさにそれほどの存そん在ざい感がある。そのカリスマ性せいは、すでに父であるオトフリート将軍の域に達しつつあった。


（あれが、マグダレーナ将軍……）


　実じつ際さいに間近で見るのは、リリアンナも初めてだった。それもあって、その姿を目まの当あたりにしただけで、完全に呑まれてしまっている。


（早く、いろいろお伝えしなければいけないのに……）


　本当にちゃんと話を伝えられるのだろうか──急に不安になり、同時に緊張してゆく。


　遠征武官任命のことよりもよほど緊張していることにさえ、リリアンナは気づいていなかった。





　同じ頃ころ。


　アレクたちは迎げい賓ひん館かんの裏うら門もん近くにいた。


　元々の思惑おもわくでは、会場に入る前にリリアンナと会って手紙を渡わたすつもりだったのだが、正面口の様子を見てそれは断だん念ねんしたのだ。警けい備びも厳きびしく、みな馬車で乗りつけるため、とてもじゃないが近づけなかったのである。


「……それにしても、表と違ちがって裏はずいぶん適てき当とうだな」


　裏門を見たアレクの第一印象が、それだった。


　馬車が悠ゆう々ゆうと通れるほどの通りに面している正門と違い、裏門は閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいの中にある。そのため門もさほど大きくはなく、警備に立つ兵の数も二人だけ。塀へいは高く尖とがった鉄の格こう子しまで据すえ付けられているが、そっけないものだ。


「正面に人手を回しすぎてるのかな……それにしても、緊張感なさすぎに見えるけど」


　アレクと上下に並ならんで建物の陰かげから顔を半分出し、ヴラドもそう評ひようする。


「姫ひめ将軍暗殺計画があるかもってせっかく警告したのに……ザイア神殿も結局子こ供どもの言うことなんか真ま面じ目めに聞いてくれなかったってことかよ」


「あるいは、伝えられたはずの情じよう報ほうを握にぎり潰つぶされているか、だ」


　そう告げたのは、二人の後ろに立っていたダリウスだ。


「そっか……ザイア神殿からの情報を受けたのがオーガなら、それまでだもんな……」


「確たしかに、その可か能のう性せいはあるね。でもそのおかげで、警備は手て薄うすなんだけど」


「だな」


　ヴラドの言葉に、アレクも苦く笑しようする。


「だけど、どうやって潜せん入にゆうするかな……」


「任まかせておけ」


　そう言って、ダリウスは肩かたに止まっていた隼はやぶさを空へと放った。そして猛もう禽きんが迎賓館の上空をぐるりと旋せん回かいするのを見み届とどけると、堂々と通りに出る。そしてそのまま、門に向かって歩き出した。


「ちょ、ダリウス!?」


　思いがけず大だい胆たんな行動に出たダリウスの姿に、アレクは面食らう。だが当のダリウスはまったく動じることなく、裏門の近くまで進んでいった。当然、警備兵が警けい戒かいの視し線せんを向けてくる。


「──真、第二階位の幻ヴエス　ゼガ・ラ・ガス。ささやき、誘いウイスプ・デルプ──眠りストリール」


　そんな警備兵の目の前で、ダリウスは素す早ばやく呪じゆ文もんを唱えた。左手で空中に文字のようなものを刻きざみ、そのまま手のひらをかざす。


「きさま、何者──」


　警備兵のひとりが警告の声を発し、もうひとりが呼よび笛に手をかけたところで、呪文は完成していた。途と端たんに二人の兵士は目をとろんとさせ、そのまま壁かべにもたれるようにして眠ってしまう。


「真語魔法だ……」


「すげぇ、ダリウスって魔法も使えるのか……」


　鮮あざやかに警備兵を無力化したダリウスの姿すがたに、アレクとヴラドは顔を見合わせる。


「あの隼も、やっぱり使い魔フアミリアーだったんだ。真語魔法を使う魔術師ソーサラーは、使い魔を介かいしてものを見たり、音を聞いたりできるからね。隼に偵てい察さつさせたんだよ」


「なるほどなぁ……」


　ヴラドの講こう釈しやくにアレクが感心している間にも、ダリウスは眠っている衛えい兵へいから鍵かぎを奪うばい、門を開けていた。その際さいに門の中も素早く確かく認にんし、少年たちを手て招まねきする。


「……警備はザルだな。屋や敷しきの勝手口まで巡じゆん回かい兵へいすらいない」


「やっぱり、神しん殿でんからの情報は握り潰されたってことかな……」


　隼を上空に待機させたまま、三人はダリウスを先頭に素早く門の中へ入った。そして見み張はりがまったくいないことを確認すると、眠っている警備兵を引きずって裏門近くの植え込こみの中へ転がす。


「急いだほうが、よさそうだね……」


「ああ。少々強ごう引いんな手も必要だろう」


　アレクの言葉に答え、ダリウスは裏門を閉とじると、勝手口へ向けて歩き出す。


　不気味なほど、館やかたの裏側は静せい寂じやくに包まれていた。





　　　　４




　一方、パーティは着実に進行していた。


（どうすればいいのよ……）


　きらびやかな行列を前に、リリアンナは正直途と方ほうに暮くれていた。


　マグダレーナ将しよう軍ぐんによる挨あい拶さつの後、再ふたたび会場は歓かん談だんが続いている。だがいまは相そう互ごの挨拶ではなく、姫将軍への礼れい拝はいを待つ、巡じゆん礼れい者しやの集まりのようになっていた。マグダレーナ将軍の周りには人ひと垣がきが絶たえることはなく、完全に場の中心となっている。


（とても近づけない……っ）


　その人垣を押おしのけて直じき訴そするのは、とてつもなく困こん難なんだ。強引に近づくのは非ひ礼れいであり、また裾すその広がったドレスでは迂う闊かつに大おお勢ぜいの中に割わり込むこともできない。


　そうやってまごまごしているうちに、姫将軍は一度会場を離はなれ、続いて遠えん征せい武ぶ官かんの任にん命めい式しき典てんへと移うつってゆく。


（こうなったら、任命されるのを祈いのるしかない……）


　遠征武官に任命されれば、巡礼の際に身につける、特別な聖せい印いんが授じゆ与よされる。その際に、マグダレーナ将軍に近づくことができるはずだ。そのタイミングならば、他の誰だれにも聞こえないよう、将軍に直訴することも可能だろう。


「……少し落ちつけ、リリアンナ。おまえが任命されることは、間ま違ちがいない」


　よほどそわそわしていたのか、抑おさえ目の声で父親が彼女に耳打ちする。それが娘むすめを信じるがゆえの自信なのか、裏うらでなにか根回ししたがゆえの確信なのかはわからなかったが、今回ばかりは父親の言う通りになってほしかった。


「──それでは、名めい誉よある遠征武官の名前を発表しましょう。数々の試験や試練の結果、ザイア神の名において任命されたる者は……」


　まるでショーのように、司会者は名前を呼ぶのにたっぷりと間を置く。普ふ段だんなら気にならないか、あるいは単たん純じゆんに誰が選ばれるかドキドキするところだが、いまはただ単に苛いら立だちが募つのる。


「──神官、リリアンナ・オレスティ！」


　だがその名が呼ばれた瞬しゆん間かん、心しん臓ぞうがどきーんっと大きく脈打った。選ばれるよう祈ってはいたが、絶ぜつ対たいの自信があったわけではないからだ。


（やった……っ）


　思わず拳こぶしを握にぎりしめそうになるのをどうにか堪こらえ、ごくりと唾つばを飲む。その横では、父親が満足げに頷うなずいていた。


「リリアンナさん、どうぞ壇だん上じようへ」


　司会者の招きによって、リリアンナは壇上へと導みちびかれる。そしてそこには、思惑おもわく通りマグダレーナ将軍がいた。


（落ちついて……）


　リリアンナは激はげしく脈打つ心臓を押さえるように一度胸むねに手を当て、ゆっくりと壇上に上った。そこにはクレスト司祭や、巡礼を後こう援えんする貴き族ぞくなども並ならんでいる。


「神官、リリアンナ・オレスティ。そなたは課されたさまざまな試練において優ゆう秀しゆうな結果を出しただけでなく──」


　司祭らの挨拶や訓くん辞じが、厳おごそかに語られる。けれどリリアンナの耳には、それらはほとんど入っていなかった。普段なら一いち言ごん一いつ句く聞き漏もらさないよう、集中して聞くのだが、いまはただ一点──マグダレーナ将軍だけを見つめていた。


「──それでは閣かつ下か、聖印の授与を」


　そしてついに、マグダレーナがリリアンナの前に出てくる。


　正面に立ち、リリアンナは息を呑んだ。


　身長は、頭半分ぐらい姫ひめ将軍のほうが高い。体つきも遠目にはほっそりして見えたが、近くで見れば無む駄だなく鍛きたえられ、引き締しまっているのだとよくわかる。


　そしてその目の力は、近くで見れば見るほど際きわ立だっていた。自然と、緊きん張ちようしてガチガチになる。


「おめでとう。巡礼の任、しっかり務つとめてほしい」


　姫将軍は、大きな盆ぼんを捧ささげ持ってきた少女から聖印を受け取ると、木き彫ぼりの人形のように硬こう直ちよくしているリリアンナの首へかけた。その瞬間、会場は万ばん雷らいの拍はく手しゆに包まれる。


（いましかない……っ）


　リリアンナは意を決し、マグダレーナの瞳ひとみを見る。


「……将軍閣下、ダーレスブルグに、危き機きが迫せまっています」


「なに……？」
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　任命式の壇上という舞ぶ台たいに緊張していると思っていたのだろう。リリアンナの言葉に、マグダレーナは形のいい眉まゆをぴくりと動かす。


「……この会場内に、人族に化けたオーガが何人も潜せん伏ぷくしています……昨日、わたしも襲おそわれました。真の狙ねらいは、閣下の可か能のう性せいがあります……」


　首に聖印をかけた姿し勢せいのまま、姫将しよう軍ぐんはリリアンナの言葉を聞いていた。少女の言葉が真実かどうか、無言で吟ぎん味みしているのだろうか。じっと、リリアンナの瞳を見つめ返す。


「──噓うそを言っている目ではないな。そもそも、この場でわざわざ噓を言う理由もない」


　リリアンナにだけ聞こえる声で、マグダレーナも応こたえる。


　だが次の瞬間、少女は驚おどろきに目を見開いた。


　なぜなら──聖印を運んできた少女が、まるで気配を感じさせることなくマグダレーナの背はい後ごに忍しのび寄よるのを見てしまったからだ。


「マグダレーナ様！」


　リリアンナの警けい告こくの声に、マグダレーナは素す早ばやく反はん応のうする。だがそれでも、背後の少女の動きに対たい応おうするには一拍遅おそかった。


「!?」


　咄とつ嗟さにリリアンナをかばいながら距きよ離りを取ろうとした姫将軍へ、まだ幼おさない顔立ちの少女の手が伸びる。その手には、小さな刃やいばが握にぎられていた。


「く……っ」


　素早く伸びた少女の手が、マグダレーナ将軍の胸むな許もとをかすめる。その拍ひよう子しに、聖せい印いんを留とめていた鎖くさりが切れた。さらにそこへ、刺し客かくの少女は左右の手に握られた小さな短たん剣けんで姫将軍を襲おそう。


「う、く……ッ」


「マグダレーナ様!?」


　血しぶきが舞まい、リリアンナの悲鳴じみた声が響ひびく。


　だが姫将軍を守るための警けい備び兵へいが動くことはなく──次々と正体を現あらわすオーガたちの姿すがたに、会場は混こん乱らんと怒ど号ごうが渦うず巻まく、血の宴うたげと化していた。





　パーティ会場に現れたオーガは、十体を超こえていた。


　通つう常じようならば、警備兵と将軍直ちよく属ぞくの騎き士しで対たい処しよできただろう。だが会場内には百人にも及およぶ客がごった返しており、しかもオーガの大半は警備兵に紛まぎれていた。そのため、完全に会場はパニック状じよう態たいに陥おちいっていた。


「そなたの言うこと、本当だったようだな……っ」


　姫将軍は傷きず口ぐちを押さえつつ、暗殺者との間合いを保たもつ。


　暗殺者の少女は、一見するとリリアンナよりも幼く見えた。背も小さく、短く切り揃そろえたオレンジの髪かみと感かん情じようを感じさせない顔立ちがどこか人形を連想させる。


（蛮族……じゃない？）


　直感的に、リリアンナはそう思う。それにオーガなら正体を現しているはずだし、短剣を使うのも違い和わ感があった。


「人造人間ルーンフオークか……どうりで気づかなかったわけだ」


「ルーンフォーク!?」


　マグダレーナの言葉に、リリアンナも少女を見て人形のように感じた理由がわかった。


　ルーンフォークは、約三百年前に滅ほろんだ先史文明時代に作られた、人じん造ぞうの人間だ。彼らは主に仕えるべく作られ、生まれたときから死ぬときまで、同じ姿のまま生きる。


　人間と同じような感情も持ち合わせているが、主の命令によっては感情を殺し、まさに人形のように振ふる舞まうこともあった。そして主に従したがう姿し勢せいはときに盲もう目もく的で、善ぜん悪あくの判はん断だんを行わないこともある。


　本来は、人間に仕えるべく作られた存そん在ざいだ。だがそうした特とく性せいゆえに、蛮族に仕える者も存在している。いま目の前に立つ少女も、そうしたルーンフォークなのだろう。


「ロスハイム伯はく、彼女を──」


　姫ひめ将軍がリリアンナをかばうように押しのけ、暗殺者に正対した。少女は急ぎ伯はく爵しやくの許へ向かいながら、壇だん上じようの状じよう況きようを視し線せんだけで確かく認にんする。


　壇上には、すでにオーガが数体存在していた。横目で見れば、クレスト司祭もオーガの不意打ちを受けて苦戦している。警備兵はひとりもおらず、どうやら全員がオーガに入れ替かわられていたらしかった。


　そんな中、運よくオーガに襲われずに自由に動ける位置にいるのは、パーティを取り仕切っていたロスハイム伯爵だけだ。だからマグダレーナは、リリアンナをそちらへ押しやったのだろう──そこであるひとつの可か能のう性せいに思い至いたる。


　それは──この騒さわぎまで含ふくめて、ロスハイム伯の仕し掛かけたことなのではないのか、と。


「まさか──」


　蛮族退たい治じで勇名を馳はせたロスハイム伯まで、オーガに入れ替わられているとは想そう像ぞうもしていなかった。だが目の前に立つ伯爵の表情は、不自然なほど冷静だ。いや、その口くち許もとにはうっすらと笑えみさえ浮うかんでいる。


「いかん！　戻もどれ！」


　どうやらほぼ同時に、マグダレーナもそのことに気づいたらしい。だがすでに、リリアンナは伯爵に近づきすぎていた。


「どうやら感づいたようだな。さすがはその若さで精せい強きようなる第四軍を率ひきいる将軍だ。だが、少しばかり気づくのが遅かったなぁ」


　ロスハイム伯爵はいままで見せたこともない邪じや悪あくな笑みを浮かべ、リリアンナの腕うでを摑んだ。その万力のような力の強さに、少女はたまらず呻うめき声を洩もらす。


「あう……っ」


「きさま……!?」


「くく……まあ、そういうことだ。本物の伯爵様は、いまごろ北の大陸レーゼルドーンの土になってるぜ」


　喉のどの奥おくでグッグと笑い、ロスハイム伯爵──に化けた蛮族──は、リリアンナを自分の側に引き寄よせる。


「は、放して……っ」


　リリアンナは必死に抵てい抗こうするが、圧あつ倒とう的な力の差の前に、まったく身動きが取れなかった。拳こぶしを固めて殴なぐろうとするが、その手まで摑まれてしまう。


「ロスハイム伯ほどの戦士を倒たおすなど、おまえはいったい──」


　マグダレーナが駆かけ寄ろうとするが、その前に暗殺者の少女が立ちはだかる。


「おっと、俺おれ様さまの正体を詮せん索さくしている余よ裕ゆうがあるのかな？　そろそろ目が霞かすんできたんじゃねーのかい？」


「なに……!?」


　伯爵がそう言った途と端たん、マグダレーナがふらりとよろける。リリアンナの位置から見ても、姫将しよう軍ぐんの腕と胸むな許もとに走る傷きず口ぐちは紫むらさき色いろに腫はれあがっていた。


「毒!?」


　そのことに気づき、リリアンナは息を呑む。だがマグダレーナの許に駆けつけようにも、ロスハイム伯爵の手はびくともしない。


「俺たちの目的のひとつは、暗殺なんだぜ？　毒を使うのは当然だろうが」


「おのれ……ッ」


「心配するなよ、姫将軍閣かつ下か。毒が回って死ぬ前に、喉かっさばかれて楽に死ねるからよ」


　伯爵がそう告げるや、暗殺者の少女が再ふたたびマグダレーナを襲った。短たん剣けんを両手に持ち、風のように走る。その刃やいばには、不ふ吉きつな液えき体たいがぬらぬらと光っていた。


「マグダレーナ様!?」


　リリアンナの悲鳴を背せに、姫将軍は暗殺者の刃を必死によける。だが毒の影えい響きようもあってか足あし許もとが定まらず、体がよろけた。


「く……っ」


　目に見えないほどの速さで少女の短剣が躍おどり、さらにマグダレーナの肩かた口ぐちを切り裂さく。


　まるで精せい密みつ機械のように、次々と死の刃が襲いかかる。歴戦の戦士であるマグダレーナはその大半をよけてみせるが、ドレスと履はき慣なれない靴くつのせいで、無む傷きずというわけにはいかなかった。そしてその一いち撃げきごとに、毒は全身を巡めぐってゆく。


「ハハハハハハ！　あのイエイツの娘むすめがドレス姿すがたで人形に切り刻まれる姿を見られる日が来るとはなぁ！　こいつはまさに、今日の宴うたげにふさわしい出し物じゃねぇか！」


　ロスハイム伯爵の哄こう笑しよう。


　だがそんなとき、一発の銃じゆう声せいが会場に響いた。そして銃じゆう弾だんは正確にロスハイム伯爵の腕を撃うち抜ぬき、その拍ひよう子しにリリアンナの拘こう束そくが解とける。


「ぐお……ッ、銃撃だと!?」


　伯爵は腕を押おさえ、慌あわてて身み構がまえる。


　だがリリアンナは、その銃撃が誰によるものなのか、すぐに理り解かいした。そして素す早ばやく周囲を振ふり仰あおぎ、ひとりの少年の姿を見つける。


「アレク！」


　名を呼よばれた少年は、どこから現あらわれたのか、壇上のすぐ近くにいた。銃を構え、しっかりとロスハイム伯に狙ねらいを定めている。


「──どうにか、間に合ったみたいだな」


　冷や汗あせを浮うかべつつも、アレクはにやりと笑う。


　そして同時に、漆しつ黒こくの旋せん風ぷうと化したダリウスが、壇だん上じようへと駆け上がっていた。





　　　　５




「アレク、オーガは全部で十二体だ！　その半数が壇上に集中してるから気をつけて！」


　パーティ会場の、高い天てん井じよう近くにある明かり取り用の窓まど。そこから身を乗り出し、ヴラドが叫さけぶ。


「了りよう解かいだ！　援えん護ご頼たのむぜ！」


　タビットの声に答えつつ、アレクも銃を構え直す。


　そして壇上のリリアンナ目がけて、ダリウスが走った。オーガがそれを阻はばもうと立ちはだかるが、黒衣の戦士は大剣を引き抜くと、躊ちゆう躇ちよなくそれを振るった。


「ギャッ!?」


　魔ま力りよくを帯びたダリウスの大剣には、さらにヴラドによって炎ほのおの力が与あたえられていた。その斬ざん撃げきをもろに受け、オーガは短く悲鳴をあげる。だが、まだ倒たおれない。


「──真、第五階位の攻ヴエス　フイブ・ル・バン！　衝撃、炸裂シヨルト・スラーパ──絶掌ダルラツド！」


　ドンッ！


　左手で素早く魔法文字を刻きざみ、ダリウスはその手を突つき出す。そこから生み出された衝撃は凄すさまじく、かろうじて立っていたオーガを軽々と吹ふき飛ばしていた。


「うおお……っ」


　まさに、瞬しゆん殺さつ。


　ダリウスの鮮あざやかで豪ごう快かいな攻こう撃げきを目まの当あたりにして、アレクはたまらず感かん嘆たんの声を洩もらしていた。


「ダリウス……!?　まさか、おまえが……」


　マグダレーナも、その姿に目を瞠みはった。わずかだが、その目に精せい気きが蘇よみがえる。


「こっちも、負けてらんねぇよ……な！」


　ダリウスに襲いかかるオーガへ、アレクも狙いを定めた。精神を集中し、魔動制御球マギスフイアへマナを注ぎ込こむ。


「ソリッドバレット装そう塡てん、ターゲットサイト、ロック！」


　アレクの起動語コマンドワードを受け、銃弾に魔力が込められる。直後、銃口からマナの火花がほとばしった。


「オグッ！」


　アレクが放った弾だん丸がんは、正せい確かくにオーガの胸を撃うつ。そこへ、ダリウスが斬きり込んだ。銃弾を受けてよろめいていたオーガがその攻撃を避よけられるはずもなく、わずか一刀で斬り伏ふせられる。


「ダリウス、リリアンナを！」


「任まかせておけ」


　二体のオーガを瞬またたく間に倒したダリウスは、ついにリリアンナの側まで踏ふみ込んでいた。


「……こいつはいただけねぇな」


　腕うでの傷きず口ぐちを押さえ、ロスハイム伯はく爵しやくは舌した打うちする。そしてオーガを招まねき寄よせると同時に、黒い宝ほう石せきを懐ふところからひと摑つかみ投げた。するとそこから、煙けむりのようなものが無数に現れる。


「……影人ガストか」


　魔石から生まれた煙は、そのまま人に似にた姿すがたとなってダリウスの前に立ちはだかった。その数、ざっと七、八体。


「──操、第一階位の攻ザス　ヴアスト・ル・バン！　閃光、雷雲シヤイア・ラクラウ──電光ジバジガ！」


　そこへ、高いところから戦せん況きようを見ていたヴラドから魔法が飛んだ。マナによって空気中に小さな電でん撃げきの嵐あらしを生み出し、ガストたちを撃つ。


　バチバチっと激はげしい音が響き、煙のような体しか持たないガストの体が激しくブレる。だが、完全に消し去るには至いたらない。それを見て、黒衣の魔法戦士もまた、左手で素早く空中に魔法文字をつづった。


「真、第四階位の攻ヴエス　フオルス・ル・バン。閃光、電撃シヤイア・エルタリア──稲妻ランドルガ！」


　呪じゆ文もんの詠えい唱しようがくくられると同時に、ダリウスの左手からまばゆい稲妻ライトニングが放たれた。


　一直線に放たれた電光は、次々とガストを霧む散さんさせる。さらにはリリアンナに再ふたたび手を伸のばしていたロスハイム伯爵さえも撃っていた。


「があああッ、おのれッ」


　ダリウスの稲妻を受け、伯爵は大きく弾はじかれる。だがよほど強い精神力を持っているのか、ダリウスの魔法は不完全にしか効きいていなかった。しゅうしゅうと煙をあげているものの、致ち命めい傷しようには程ほど遠とおい。


「おい、人形！　そいつはどうせ毒で死ぬ！　おまえもこっちで俺を守れ！」


　いまだマグダレーナにとどめを刺させない少女に向かって、伯爵は怒ど鳴なる。ガストも魔ま法ほうでかなりの打撃を受けたが、半数は健けん在ざいだった。そこへ、オーガの増ぞう援えんもやってくる。


「ぐ……っ」


　ここまでどうにか身を守り続けていたマグダレーナも、暗殺者の少女を見送ることしかできなかった。


「ダリウス……っ」


　伯爵の言葉通り毒が回ってきたのか、マグダレーナはがくりと膝ひざをつく。


　このままではロスハイム伯の言う通り、いずれ姫ひめ将しよう軍ぐんは毒が回って死に、リリアンナは連れ去られる。それでは、すべて蛮族の狙ねらい通りの結果だ。


「フハハハハハ！　きさまらが少々邪じや魔ましたところで、結果は変わらんということだ！　捻ひねり潰つぶしてやれ！」


　伯爵の号令を受け、二体のオーガと生き残ったガストたちがダリウスへと襲いかかってゆく。だが殺さつ到とうする蛮族の群むれを前に、黒衣の戦士は動じることなく静かに息を吐はいた。


「こうなった以上、やむを得ん……か」


　剣けんの切っ先を下ろし、冷静な表ひよう情じようのまま小さくつぶやく。


「ぬ……ん」


　そしてほんのわずかに精神を集中するや、ダリウスの体に変化が起きた。


　肌はだが青みがかった色となり、額ひたいに生えていた角が長くて太いものに肥ひ大だい化かする。その姿は人間離ばなれしており、どこか悪魔を連想させる風ふう貌ぼうだった。


「半魔人ナイトメア……」


　ダリウスの変化を目の当たりにしたリリアンナが、思わずつぶやく。


　その姿は周囲にいるどの蛮族よりも禍まが々まがしく、見る者を威い圧あつする。


　だがそれ以上に妖よう艶えんで──美しかった。





「ナイトメア……？　ダリウスが？」


　変化したダリウスの姿を、アレクももちろん見ていた。


　そしてその人間離れした姿に驚おどろくと同時に、思わずその不思議な美しさに魅み了りようされる。


「あの角、蘇よみがえりの証あかしじゃなかったんだ……」


　ダリウスが額に持つ角──それは、生まれながらにして持つ宿しゆく業ごうだった。


　ナイトメアは、胎たい児じの間に〝穢けがれ〟を帯びることで生まれる突とつ然ぜん変へん異い種しゆだ。人族の間では、魂たましいの穢れは邪じや悪あくの象しよう徴ちようであり、破は滅めつを暗あん示じするものとして忌いみ嫌きらわれてきた。ナイトメアを産んだ母親の大半が死に至いたることも、忌み子と呼よばれる所以ゆえんだった。


　だが同時に、魂に穢れを持つナイトメアの身体能のう力りよくは普ふ通つうの人間を大きく上回り、特に魔法に対しては高い適てき性せいを持つ。それは彼らにとって大きな長所であると同時に、差別を助長する要よう因いんともなっていた。


　その結果、ナイトメアの多くは大人になる前に死ぬ。特に、新生児のうちに捨すてられることがほとんどだった。


　だがナイトメアは成長してゆくと共に、青みがかった肌と大きな角という異い貌ぼうを失い、普通の人間とほとんど変わらない姿となる。しかしその姿と魔ま術じゆつへの適性を失ったわけではない。ただ、隠かくしているだけなのだ。


　それゆえ、ナイトメアは己おのれの力をすべて発はつ揮きするために、かつての異貌を取り戻もどす。本来の姿に戻ることで、瞬しゆん時じに魔力を高めることができるのだ。


「は、はは……さすが、いろいろ驚かせてくれるぜ」


　そしてそんなダリウスの姿を知ったアレクは、忌き避ひ感よりも大きな頼たのもしさを感じていた。世間では恐おそれられ、遠ざけられる存そん在ざいだとしても、いまはアレクたちにとっては力強い味方だ。その力がさらに増ますというのならば、むしろ喜ばしいとさえ思う。


「ドラアアアアッ！」


　こちらもダリウスの姿など関係なく、オーガが襲いかかる。だが異貌の戦士はこれをなんなくかわし、軽く間合いを取った。もう一体のオーガも拳こぶしを振ふり下ろすが、ダリウスの体を捉とらえるには至らない。


「るらあああああッ！」


　そしてそこへ、ダリウスは気合と共に踏ふみ込んだ。身の丈たけほどもある大剣が唸うなり、オーガの体を半ばまで斬きり裂さく。そして左手を突つき出すだけで、呪文の詠唱もなにもなく、いきなり凄まじい衝しよう撃げき波はが放たれていた。


「ゲ……ッ!?」


　ひとり目のオーガが口にできたのは、そんなくぐもった声だけだった。ダリウスが放ったマナの咆哮ブラストはオーガの体を粉々に打ち砕くだき、吹ふき飛ばしてしまったのだ。


「すげ……さっきとはぜんぜん威い力りよくが違ちがう……」


　一瞬で血袋と化したオーガを見て、アレクも茫ぼう然ぜんとなった。それは、オーガも同じだったのかもしれない。思わず棒ぼう立だちになったところを、ダリウスの剣によって叩たたき斬られていた。よろめき、逃にげようと振り返った背せ中なかに、容よう赦しやなくダリウスは光の矢を撃ち込んでとどめを刺さす。


「つ、強えぇ……」


　あれほどアレクを苦しめたオーガが、ダリウスにかかれば雑ざ魚こ同然だ。さらに大剣をひと振りすれば、ガストが一体消しよう滅めつする。左手をかざせば、魔ま法ほうによってもう一体消し飛ぶ。


「リリアンナ、いまだ！」


「うん……っ」


　アレクの呼び声に、リリアンナも頷うなずく。


　ガストやオーガの包囲はいまや崩ほう壊かいし、伯はく爵しやくもダリウスを警けい戒かいして身み構がまえている。逃げるなら、いまがチャンスだと思えた。


「ダリウス、気をつけろ……！　そっちに、行った……ぞ」


　しかしそこへ、マグダレーナの必死の叫さけびが飛び込んだ。直後、霧む散さんした煙けむり状じようのガストを貫つらぬき、リリアンナを突き倒たおして暗殺者の少女が突とつ進しんしてくる。


「きゃ……っ」


「!?」


　リリアンナの短い悲鳴に、ダリウスはすぐさま反はん応のうする。そこへ、両手に短たん剣けんを握にぎった少女が飛び込んできた。


「ダリウス!?」


　アレクの叫び。


「シィ……ッ」


　短い呼こ気きと共に、短剣が突き出される。オーガの一撃とは比くらべものにならない、鋭するどく的てき確かくな突き。ダリウスは咄とつ嗟さに少女の刃やいばを剣で受け、反対の腕うでによる一撃をどうにか後こう退たいしてよける。


「ぬんッ」


　身をかわす動きのまま、ダリウスは大剣を振るった。だが少女もこれを後方へ宙ちゆう返がえりすることで華か麗れいによける。


「チィッ」


　舌した打うちしつつ、ダリウスは左手から衝撃波を放った。さすがにこれは、暗殺者の少女もよけられない。けれど両りよう腕うでを胸むねの前でクロスさせ、オーガさえ粉ふん砕さいする威力にどうにか耐たえる。


「立ってる!?」


　思わずアレクが驚きの声をあげる。


　ダリウスの必殺の攻こう撃げきに、少女は最さい小しよう限げんのダメージで耐え切っていた。華きや奢しやで小こ柄がらな体たい格かくだというのに、内包する戦せん闘とう力りよくはオーガ以上だ。


「アレク、リリアンナが狙ねらわれてるよ！」


「な……しまった！」


　ヴラドの警告に、アレクは舌打ちする。


「手こずったが、ここまでだ」
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「う、う……っ」


　ダリウスが暗殺者の少女に手間取ったわずかな隙すきに、伯爵が再ふたたびリリアンナへ迫せまっていた。どうにか立ち上がったリリアンナだったが、再びガストに囲まれているため、逃にげ場がない。


「くそっ」


　アレクは伯爵に狙いを定めると、すかさず引き金を引く。だが今度は、伯爵の体に命中することはなかった。


「外した!?」


「よけたんだよ、小こ僧ぞう！　狙われていることがわかれば、テメェごときの豆まめ鉄でつ砲ぽうなんざどうってことねぇぜ」


「くぅ……っ」


　リリアンナも伯爵から離はなれようと身をよじる。だが生き残りのガストが立ちはだかり、逃げ場がない。


「我われらが偉い大だいなる惑まどいと偽いつわりの神ソーンダークよ……その者の心を溶とかし、我わが意のままに操あやつらせたまえ……」


「邪じや神しんの、魔法……!?」


　伯爵の口から、祈りの言葉がつむがれる。リリアンナは驚おどろき、警けい戒かいを強めるが、伯爵の魔力は想そう像ぞう以上に強力だった。気がつかないうちに警戒心は薄うすれ、それどころか伯爵が偉大な指し導どう者しやのように思えてくる。


「魅み了りようの術じゆつか……ッ」


　ダリウスは暗殺者の少女へ剣を振ふるいつつ、リリアンナにかけられた魔ま術じゆつを破やぶるべく精せい神しんを集中する。だが伯爵のかけた魔法の力はより強く、ダリウスの解呪デイスペルは通用しなかった。


「く……っ」


　ダリウスは再び解呪を試みようとするが、暗殺者の少女がそれを許ゆるさない。その間にも、リリアンナはふらふらと伯爵の許に歩み寄よっていた。


「ついてこい、リリアンナ。ここは危き険けんだ。もっと安全な場所へ行こう」


「……はい、伯はく爵しやく様さま……」


　とろんとしたまなざしで、リリアンナは伯爵に続いて壇だん上じようから離はなれようとする。


「ま、待て！」


　アレクはそれを阻そ止しすべく、伯爵の許へと駆かけ寄ろうとした。だがそれよりも早く、再び魔石が撒まかれる。そこから現あらわれた無数のガストが、ゆらゆらとアレクへ迫ってきた。


「おい、人形。おまえはそいつらを足止めしておけ。絶ぜつ対たいに通すなよ。死ぬまで戦え」


「くそ……っ」


　ロスハイム伯爵は暗殺者の少女に指し示じを出すと、悠ゆう々ゆうと壇上の舞ぶ台たい袖そでにある通用口から出ていった。ダリウスも伯爵に続いて出ていくリリアンナを追おうとするが、その前に短たん剣けんを手にした少女が立ちはだかる。


「……ここは、誰だれも通さない」


　通用口の前に、少女が立ちはだかる。


　そしてその背はい後ごを、リリアンナがふらふらと歩み去っていった。
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　ガストを一体一体アレクが撃うち倒たおし、ヴラドが支し援えんする。


　その間にも、ダリウスは暗殺者の少女と斬きり結んでいた。


「う……っ」


　途と切ぎれることないダリウスの攻こう撃げきに、人形のようだった少女の表ひよう情じようにも変化が出始めていた。それと同時に、アレクの目にも戦いの形けい勢せいがはっきりと見えてくる。


「うあ……っ」


　ダリウスの剣をよけ切れず、少女の体をかすった。だがそれだけで、小柄な少女は吹ふき飛ばされる。


「ヴラド、姫ひめ将しよう軍ぐんを！」


「わかってる──」


「もっと急いで！」


「わかってるってば！」


　アレクの指示に、ヴラドが窓まどから下りて、壇上に倒れている姫将軍を目指す。


「ぼくの魔法じゃ、毒の進行を遅おくらすことはできても、治ち療りようはできないからね！」


「そのうちザイアの神官も駆けつけてくるはずだから、それまで持てばいい！」


　怒ど鳴なるように告げると、アレクも新しい魔力を弾だん丸がんに込こめる。だがそのとき、ついに戦いの均きん衡こうが崩くずれた。


「あう……っ」


　ダリウスの大剣が、暗殺者の少女を直撃したのだ。少女は短剣で必死に豪ごう壮そうな刃やいばを受けていたが、根本的な質しつ量りようが違ちがいすぎる。まるで子こ供どものおもちゃのように、小こ柄がらな体が吹き飛び、壁かべに叩たたきつけられた。


「あ、ぎ……」


　壇上の舞台袖にある通用口の近くに落ち、少女はぐったりと横たわる。表情がほとんどなかったためにわかりにくかったが、どうやらとうとう力ちから尽つきたらしい。


「ヴラド、姫将軍は!?」


「──意い識しきは失ってるけど、ぎりぎり生きてはいるよ。だけど、毒を抜ぬかないとこのままじゃ長くは持たない……」


「くそ……っ」


　舌した打うちし、アレクは周囲を見回す。


　混こん乱らんの極きわみだったパーティ会場も、ダリウスの超ちよう人じん的な戦いぶりにオーガの大半が駆く逐ちくされたことで、多少は落ち着きを取り戻もどしつつあった。その中に、アレクはどうにかオーガを倒したクレスト司祭の姿すがたを見つける。


「司祭さん、こっち！　急いで！」


「う、うむ……っ」


　素す手ででオーガと戦うはめになった老司祭は、肩かたで息をしつつマグダレーナの許もとへと走り寄よる。


「アレク、敵てきを追うぞ」


「うん、わかった……」


　そして司祭が姫将軍の許にやってくるのを確かく認にんすると、ダリウスはすぐに通用口へと飛び込む。アレクもその後を追うが……少年の足は、通用口の前で止まっていた。


「う、うう……っ」


「そんな、まさか……」


　暗殺者の少女が、必死に立ち上がろうとしていた。ダリウスの刃は短剣で受けたため、大きな傷きずや裂れつ傷しようはない。けれど壁に叩きつけられたときにできた傷から、じわじわと出血していた。明らかに、もう戦える体ではない。


「誰も、ここを……通さない……ここを……ゴフッ、ゴフッ」


　ダリウスの攻撃は、体の表面よりも内部を傷つけたのだろう。少女は激はげしく咳せき込こみ、血を吐はいていた。


「誰も、通さな……い……」


　どうにか両足で立ち、暗殺者の少女は素手のままアレクへと殴りかかる。だが狙いは大きく逸それ、拳は空くうを切った。よろけた体が、少年にぶつかる。


　少女の赤い鮮せん血けつが、アレクの頰ほおを数滴濡ぬらした。少年の体を摑む少女の手から、人間と同じ温かさを感じる。


「お、おい……っ」


　咄嗟にその体を支えようとしたアレクの手を、少女はどうにか払いのけた。けれどそのまま、再び床に倒れてしまう。


　人造人間ルーンフオークといっても、彼らの体はほとんど人間と変わらない。むしろ、違うところのほうが少ない。アレクはそのことを知っているから、この少女がこのままでは死んでしまうこともわかっていた。


　そして死を目前にしてなお、理り不ふ尽じんな主の命令を果たそうともがいている。立ち上がろうとしては転び、震ふるえる指で床ゆかに落ちている短たん剣けんへ必死に手を伸のばしている。


「どうしたんだよ、アレク？　急がないとダリウスにも置いていかれるぞ？」


「あ、ああ」


　そこへやっと追いついてきたヴラドが、立ち尽くすアレクに声をかける。だが少年は、曖あい昧まいな返事しか返せなかった。


「この子……」


「……こんなになってまで、まだ戦おうとしてんだ。なんか、かわいそうでさ」


　ようやく短剣を手に、少女は再ふたたび立ち上がろうとしていた。しかし腕うでで体を支ささえることさえできず、床に転がる。その動きも緩かん慢まんになり、もはや誰の目にも死が不ふ可か避ひなのは明白だった。


「う、うう……」


　すでに意識も朦もう朧ろうとしているのだろう。浅く荒あらい息を吐はきながら、それでも立ち上がろうともがいている。その姿に、アレクは銃じゆう口こうを向けた。その拍ひよう子しに、少女と視し線せんがぶつかり合う。


「…………」


　その瞳ひとみは、驚おどろくほど澄すんだ純じゆん粋すいな輝かがやきをたたえていた。銃口を前にして、恐きよう怖ふも絶ぜつ望ぼうも感じられない。


　ただ、死んでゆく──そんな達観した、水面のように落ち着いた瞳。


「オレは、バカなのかもな……」


　そんな暗殺者の少女を見下ろしながら、アレクは短く起動語を唱えて銃じゆう弾だんに魔ま力りよくを与あたえた。そして、少女に向けて引き金を引く。


　ダン！


　発はつ射しや音おんと共に、少女の体がびくんっと跳はねる。


　とどめを刺さされるのだと、少女は諦あきらめていたのだろう。けれど、アレクの弾丸にはまったく逆ぎやくの魔力が込められていた。


　それは、撃うった相手に活力を与え、傷を癒いやすための特別な魔力。


「え……あ……？」


　少女の重じゆう傷しようを完全に癒すほどの威い力りよくは、アレクの弾丸にはない。けれど、あとは死を待つだけだった少女の命を繫つなぎ止めるには──十分だった。


「な、ぜ……？」


「……ルーンフォークだって生きてるんだ。それを人形扱あつかいするようなやつのために、死ぬ必要はないって思っただけだよ」


　わずかに戸と惑まどいの表ひよう情じようを見せる少女に、アレクはそう答える。


「あいつはきみを捨すてたんだ。だったら、あとはきみの好きに生きればいい」


「好きに、生きる……？」


　言葉の意味が、あまり理り解かいできてはいないようだった。けれどこれ以上問答している時間もない。だからアレクはそれ以上なにも言わず、その場を立ち去る。


　最後まで、少女の顔にはっきりとした表情が浮うかぶことはなかった。人形のように、ただじっとアレクを見つめるだけ。


　けれど──一度だけ振ふり返ったアレクは、その両目から涙なみだがこぼれるのを見た。表情を変えることなく、ただ涙だけが流れ落ちるのを。


「アレク」


「ああ。急ごう」


　ヴラドに促うながされ、アレクは走る。


　そして蛮族の軍ぐん勢ぜいが北門を突とつ破ぱしたのも、ちょうどこのときだった。




第五章『受け継つぐ者』













　神々さえ、創そう世せいの魔ま剣けんが生み出したと伝説は伝える。


　その神々が作り出した魔剣を持つ者もまた、神のごとき力を持つ。


　あるいは肉体を失った神が、剣となって持ち手を求めることもあるという。


　ラクシアにおいて、剣は力の象しよう徴ちようであり、手に触ふれ得る神のごときもの。


　そして剣は、常つねに持ち手を試ためす。


　自らを扱うに相応ふさわしい者なのか、どうかと。




──ある剣士の手記より
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「蛮族バルバロスの集しゆう団だん、市街に侵しん入にゆう！」


「第四、第七守しゆ備び隊たい、全ぜん滅めつ！」


「第八守備隊、連れん絡らく途と絶ぜつ！」


　北の大陸レーゼルドーン最さい南なん端たん都市カシュカーン──その中心に位置する守備隊本部には、次々と絶望的な伝令が飛び込んでくる。


「…………」


　それらの報ほう告こくを聞きながら、カシュカーンの治安を任まかされているハウル・バルクマンは眉み間けんの皺しわをさらに深くしていた。


　届とどく情じよう報ほうは、どれもこれも劣れつ勢せいを伝えるものばかりだ。持てる手しゆ段だんをすべて駆く使ししても、まったく手が足りない。そもそも、どれが正しい情報なのかさえわからない有り様だ。


「蛮族の集団、中央広場を越こえてさらに南下中！　第三守備隊が応おう戦せんに出ていますが、増ぞう援えんの要よう請せいが来ています！」


　もうどれだけ、同じような要請が来たことか。バルクマンは会議机づくえに広げられた街の地図を睨にらみ、歯は嚙がみする。


「蛮族の狙ねらいは、ダーレスブルグ本国か……ッ」


　これまでの蛮族の動きから、バルクマンはそう結けつ論ろんする。


　カシュカーンへの蛮族の攻こう撃げきは、これまでにもあったことだ。だが大きな集団を統とう制せいするのが不得意な蛮族の攻撃は常に散発的で、所しよ詮せんは略りやく奪だつが目的の小しよう規き模ぼなものだった。


　だが今回の攻撃は、まったく性せい質しつが異ことなっている。


　まず、集団の規模が違ちがう。普ふ段だんならせいぜい二十～三十人程てい度どの小集団が外がい縁えん部ぶの集落を襲おそう程度だ。だが今回の襲しゆう撃げきに参加している蛮族は、明らかに百を超こえている。


　また蛮族の多くは、目先の欲よく望ぼうに忠ちゆう実じつで、殺さつ戮りくや略奪を楽しむことを優ゆう先せんする。そのため組そ織しき的な行動は苦手であり、目に付いた獲え物ものに群むらがる習しゆう性せいがあった。だが今回の襲撃では、ただひたすら南下している。そのため、守備隊を分散配置したことが裏うら目めに出た。


　さらに違うのは、蛮族集団の構こう成せいだ。


　カシュカーン周辺でよく見られるのは、小鬼ゴブリンや戦鬼ボガードといった比ひ較かく的弱い蛮族だが、今回の襲撃では牛頭の魔人、ミノタウロスの姿すがたが複ふく数すう確かく認にんされていた。さらに未確認情報では、兵士に化けていたオーガが手引きをしていたとも言われている。


　明らかに計画的な襲撃──それも、単なる略奪などではない、もっと明確な目的を持った侵攻作戦だった。


「南門の補ほ強きようは進んでいるか!?」


「……現げん在ざい進行中だと思いますが……そもそも南門は軍勢を遮さえぎるために造られたものではありませんから、補強と言っても限げん界かいが……」


「そんなことはわかっている！　部隊再さい編へんのための時間を少しでも稼かせげ！　絶ぜつ対たいやつらに橋を渡らせるな！」


　バルクマンは怒ど鳴なりつつも、それが無理なことは理り解かいしていた。


　守備隊はことごとく突とつ破ぱされ、もはや組織としての体を成していない。現場は混こん乱らんし、蛮族の足止めもまともにできない有り様だ。


「ここまで脆もろいとはな……」


　誰だれにも聞こえないよう、口の中でつぶやく。


　自分はもちろん、主であるマグダレーナ将しよう軍ぐんの危き惧ぐしていた通りのことが起きている。カシュカーンの防ぼう備びは、蛮族の小集団に対しては十分な備そなえを有していたが、とても堅けん牢ろうと呼よべる代しろ物ものではなかった。しかも蛮族が橋を渡って本国を狙うことなど想定していなかったため、ひとたび中央まで突破されれば、ほとんど無防備と言ってもいい。


　防備増強の予算拡かく大だいと、兵員の増強。マグダレーナは常にそれを主しゆ張ちようしていたが、結局開かい拓たく地ちへの投とう資しと防ぼう衛えいに予算も人材も奪うばわれ、かなうことはなかった。


　その結果が、現げん状じようである。


「本国への伝令は!?」


「送っています！」


「救きゆう難なん信号も上げておけよ」


「はっ！」


　バルクマンの指し示じを受け、次々と伝令が行き来する。


　窓まどの外を見れば、戦火は南門に達していた。そして瞬またたく間に門が破は壊かいされ、蛮族の集団が巨きよ大だいな橋へと雪崩なだれ込こんでゆく。


（せめて、間に合ってくれよ……）


　本国へ被ひ害がいを及およぼさないためには、ダーレスブルグの北門を閉とじるしかない。大規模な軍ぐん勢ぜいの攻撃を想定して造られた北門ならば、たとえ百を超こえる蛮族の集団と言えど、突破は不ふ可か能のうだ。


　だが本来、気安く開かい閉へいすることを想定して造られていない北門を閉じるには、時間も人手も必要だ。バルクマンは伝令と狼煙のろしによる閉へい門もん要請を出してはいるが、間に合うかどうかはわからなかった。


（姫ひめ様さま……っ）


　自分の失しつ態たいを恥はじると同時に、本国に戻もどっている主、マグダレーナのことを胸むねの中で案じる。


「部隊の再編を急げ！　こうなった以上、橋の上をやつらの墓はか場ばにするぞ！」


　バルクマンは兜かぶとを摑つかみ、自ら出しゆつ陣じんすべく会議室を出る。


　鉄てつ仮か面めんのように無む表ひよう情じような顔の下には、激しい焦しよう燥そうと憤ふん怒ぬが、沸ふつ騰とうする熱湯のごとく煮に立たっていた。
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「なんの騒さわぎだ……？」


　迎げい賓ひん館かんから出たアレクは、街の騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きに足を止めた。


　リリアンナを連れ去ったロスハイム伯はく爵しやくの姿はなく、街路では混乱した様子の市民たちが逃にげ惑まどっていた。しかも北を見れば、黒こく煙えんが上がっている。


「なにが起きている？」


　ダリウスが北から逃げてくる男をひとり捕つかまえ、問う。


「蛮族だ！　蛮族が街の中まで攻せめてきたんだよ！　早く逃げないと、殺されるぞ！」


　男はダリウスの手を振ふりほどき、そのまま一目散に南へ向けて逃げていった。その様子に、アレクはヴラドと顔を見合わせる。


「蛮族だって……？」


「しかも北から逃げてきたってことは、レーゼルドーン大陸から攻めてきたってことだよな？　北にはカシュカーンの町もあるし、たとえ突とつ破ぱされたとしても、橋を渡わたってくるまでに誰か気づきそうなものだけど……」


　ヴラドは、街の混乱に落ち着かなげに鼻をひくひくさせる。だが周辺に満ちる混乱や恐きよう怖ふは、祭りの中で生まれるものではない。


「煙けむりも激はげしくなる一方だし……マジで蛮族が攻めてきたってわけかよ……っ」


　明らかに、北門付近で火か災さいが発生していた。しかも悲鳴や怒ど声せいに加えて、獣けもののような叫さけび声や剣けん戟げきの音も聞こえてくる。


「──恐おそれていた事じ態たいが起きたようだな……」


　その言葉に振り返れば、クレスト司祭に支ささえられるようにして、マグダレーナが迎げい賓ひん館かんから出てきていた。顔色は悪く若じやつ干かん足あし許もとも覚おぼ束つかなかったが、どうやら致ち命めい的な状じよう況きようは脱だつしたようだ。


「マグダレーナさん、もういいのかよ!?」


「ああ。おまえたちのおかげで助かった。礼を言う」


　アレクの乱らん暴ぼうな言こと葉ば遣づかいにも嫌いやな顔ひとつせず、姫将しよう軍ぐんは礼を述のべる。


「しかしまさか、ダリウスに助けられるとはな」


「…………」


　マグダレーナはそう言って黒衣の魔法戦士を見やるが、当のダリウスはなにも答えない。


「あの……知り合いなの？」


「以前、何度か一いつ緒しよに仕事をしたことがあるだけだよ」


　アレクの問いに、姫将軍は珍めずらしく軽い調子で答えた。一方のダリウスは、やはり沈ちん黙もくを守ったままだ。


「それにこうなっては、怪け我がや毒だからと、ゆっくり寝ねているわけにもいかんからな」


　そう言って、マグダレーナは司祭から離はなれて自分の足だけで立った。軽く眉み間けんに皺しわを寄よせて、かかとの高い靴くつを脱ぬぎ捨すてる。


「あの、将軍閣かつ下か……恐れていた事態というのは……？」


　ヴラドの問いに、姫将軍は改めて北を見る。


「大だい規き模ぼな蛮族の攻こう撃げきだ。どうやらわたしを暗殺するのに呼こ応おうして、攻こう勢せいに出る手はずだったのだろう」


「それにしたって、〝守りの剣〟の力で、蛮族は街の中に入れないはずだろ？　なのに、どうしてこんな騒ぎになってんだよ!?」


「……ロスハイム伯ほどの人物が蛮族に入れ替かわられていたのだ。〝守りの剣〟や北門の管理にも蛮族による工作が行われていたとしても、驚おどろくには値あたいすまい」


　マグダレーナはあくまで冷静さを失わず、動きにくいドレスのスカートを腿ももの付け根近くまで引き裂さいた。その瞬しゆん間かんだけ、少し表ひよう情じようが揺ゆれる。


「……たまに女らしくしたときに限かぎって……」


「え？」


「なんでもない」


　姫ひめ将軍はぴしゃりとアレクの問いをはね除のけ、ようやく集まり始めた直ちよく属ぞくの騎き士したちを振り返る。


「将軍！」


「イエイツ将軍、ご無事で！」


　よほど慌あわてて出てきたのだろう、騎士たちも礼服姿すがたのままだ。そんな彼らから予よ備びの剣を受け取り、マグダレーナは城しろを見やる。


「ここでは状況が把は握あくできん。わたしは急ぎ城へ戻もどり、第四軍の総そう力りよくを挙げて事態の収しゆう拾しゆうに当たる。わたしの護ご衛えいに四人つけ。他は迎賓館に残り、要人警けい護ごに努めろ」


「はっ」


　騎士たちは敬けい礼れいし、すぐに分ぶん担たんを決めて指し示じ通りに動く。


「オレたちも、早くリリアンナを捜さがさないと……」


「そ、そうだね！　だけど、いったいどこへ連れ去られたのかわかんないし……」


「──城だ」


「え!?」


　どうやって捜すべきか混こん乱らんするアレクたちに、ダリウスが断だん言げんする。だがその目は、どこか虚こ空くうを見つめていた。


「そうか、使い魔だ！」


「使い魔……？　そっか、ダリウスは真語魔法を使えるから！」


　ヴラドの指し摘てきに、アレクも納なつ得とくする。


　ダリウスは、迎賓館に潜せん入にゆうするときも、使い魔の隼はやぶさを使って偵てい察さつしていた。そのまま上空待機させていたはずだから、館やかたを出た伯はく爵しやくを追わせていたのだろう。


「だけど、リリアンナさんをさらうつもりなら、どうして城に連れていくんだろう？　逆ぎやくに逃にげ場なんかなさそうだけど」


「あいつら、将しよう軍ぐんの暗殺以外にもなにか目的があるようなこと言ってたからな。城になにか秘ひ密みつがあるのかも……」


　唸うなるアレクの頭を、ダリウスがぽんっと叩たたく。


「行くぞ。城の中に入られたら、俺おれの使い魔でも追うのは難むずかしい」


「お、おうっ。そうだな」


　そう言って、アレクが頷うなずいたときだ。


「蛮族だ！」


　騎士のひとりが叫さけび、みな一様に身み構がまえる。見れば、大通りから蛮族が徒と党とうを組んでやってきていた。その数、ざっと二十体程てい度ど。


「多いな……」


　その姿に、アレクは眉まゆ根ねを寄せる。集しゆう団だんを構こう成せいする蛮族の大半が、小鬼ゴブリンや戦鬼ボガードといったさほど強くはない個こ体たいだ。だが、数が多すぎる。


「城に行くには、突とつ破ぱするしかあるまい」


　ダリウスは視し覚かくを自分自身のものに戻すと、背せ中なかの大たい剣けんを引き抜ぬいた。並ならぶようにして、マグダレーナも剣を抜いて立つ。


「城へ行くというのなら、わたしも同行しよう。ついでに少し鬱うつ憤ぷんを晴らしていかねばな」


　姫将軍に続き、次々と騎士たちも抜ばつ刀とうする。その姿に、蛮族たちも気づいたようだ。数で勝っているだけに、手て頃ごろな獲え物ものを見つけたと言わんばかりに勇んで駆かけ寄ってくる。


「ったく……祭りにとんでもない連中が乱らん入にゆうしたもんだぜ」


　アレクも銃じゆうを構え、戦いに備そなえる。


　そしてすぐに、乱戦は始まった。
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　ダリウスとマグダレーナ、それに護衛についた騎士たちは、次々と蛮族を倒たおしてゆく。


　彼らの手によって倒された蛮族の数は、すでに十を超こえているだろう。


　だがいまなお、彼らは城に着くことができないでいた。


「いくらなんでも、数が多すぎなんじゃ……っ」


　アレクは銃に弾だん丸がんを装そう塡てんし直そうとガンベルトに手を当て、ぎょっとなる。なぜなら、残弾がもう三発しかなかったからだ。


「これで終わりかよ……」


　銃のシリンダーに弾たまを込こめつつ、周囲を改めて確かく認にんする。


　アレクたち三人にマグダレーナと四人の騎士を加えた八人に対し、敵てきの数はいまだ十体以上。倒しても倒してもあちこちから合流してくるので、キリがないのだ。


　しかも騎き士したちは鎧よろいも装そう備びしていないので、じわじわと傷きずが増ふえつつあった。アレクの弾丸はもちろんのこと、魔ま法ほうを使うための魔元素マナも枯こ渇かつし始めている。


「な、なんかヤバくねーか……？」


「なんかじゃなくて、確実にヤバいよ……もう魔元素マナがないんだ」


　アレクと肩かたを並べるようにして魔法で支し援えんしていたヴラドも、震ふるえる声で答える。


　魔法を使うには、体内に宿る魔元素マナが必要だ。これが尽つきれば、ゆっくり休んで大気中の魔元素マナを体内に取り込まない限かぎり、魔法は使えなくなってしまう。


「数が多すぎる……」


　騎士の中にも、泣き言を言う者が出始めた。手て傷きずを負った者がいれば〈傷癒しキユア・ウーンズ〉をかけていたマグダレーナも、しばらく魔法は使っていない。こちらもマナが枯渇しているのだろう。


「あと少しだってのに……っ」


　もう、城しろの門が見えるところまでは来ていた。だが蛮族たちも城を目指しているのか、続々と集まってきている。


「どんだけ繰くり出してきてんだよ！」


　多た勢ぜいに任まかせて剣を振ふり回す蛮族目がけ、アレクは銃じゆう弾だんを放つ。ダリウスの剛ごう剣けんが一体、また一体と敵を倒しているが、いつの間にか敵の数は増えていた。


「敵の増ぞう援えんだ！」


「なんだあれは!?」


　一行の背はい後ごから、再ふたたび敵の増援部隊が現あらわれた。今度はゴブリンやボガードに加え、大おお柄がらな牛頭の魔人が三体交まじっている。


「ミノタウロス!?　なんであんなのが三体もいるのさ!?」


　ヴラドがパニック寸すん前ぜんで叫ぶ。


　牛頭の魔人──ミノタウロスは、常じよう人じんなら持ち上げることすら無理そうな大斧を持ち、頭は牛そっくりでありながら、その口くち許もとには残ざん忍にんな笑えみを浮うかべていた。


「この上ミノタウロスを三体も相手にするのは、分が悪すぎるな……」


　マグダレーナも覚かく悟ごを決めるかのように剣を構え直す。このままでは、城にたどり着く前に全ぜん滅めつだ。


「くそ～～っ」


　アレクも銃を構えるものの、筋きん肉にくの塊かたまりのようなミノタウロスを前にしては、まるで子こ供どものオモチャのようだ。じわりと、胸むねの奥おくから絶ぜつ望ぼう感がこみ上げてくる。


「ヴモオオオオオオオオッ！」


　ミノタウロスが雄お叫たけびをあげ、それに呼こ応おうしてボガードたちが突とつ進しんしてきた。


「阻そ止ししろ！　将しよう軍ぐんをお守りするんだ！」


　護ご衛えいの騎士が叫び、マグダレーナの盾たてとなるべく立ちはだかる。


　ボガードの突進程度で、姫ひめ将軍直ちよく属ぞくの騎士は動じなかった。次々と襲ってくる蛮族を前に、剣一本で獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりを見せる。だがそれも、牛頭の魔人が飛び込んでくるまでだった。


「ブファッ！」


　巨きよ大だいな戦斧を振り回し、ミノタウロスは騎士を打った。その一いち撃げきは凄すさまじく、剣で受けた騎士を軽々と吹ふき飛ばした。その騎士は路上に転がり、動かなくなる。


「な……!?」


　その圧あつ倒とう的な膂りよ力りよくを目まの当あたりにして、アレクも思わず言葉を失っていた。もしあんな鉄の塊が直撃したら、人間など瞬しゆん時じに肉にく塊かいだ。


「ヴモッ！　ヴモオオッ！」


　鎧さえ着ていない護衛の騎士へ、残る二体のミノタウロスも襲いかかる。それはまさに、絶望的な光景だった。


　マグダレーナの騎士たちは、高度な訓練を受け、鍛きたえられている。だからこそ瞬殺されることはなかったが、劣れつ勢せいは明らかだった。アレクの目の前で騎士がまたひとり、斧を避よけ損そこねて大量の鮮せん血けつと共に石いし畳だたみを転がる。


「おのれ……っ」


　唸る姫将軍を嘲あざ笑わらうように、さらに蛮族の群むれが姿すがたを現す。ダリウスがミノタウロスを相手に互ご角かく以上の戦いをしていたが、数の劣勢は覆くつがえしようがなかった。


（こんなとこで……ッ）


　アレクの心を、絶望という名の手が握にぎり潰つぶそうと力を込める。


　心が折れる──その、直前だった。


「!?」


　まるで花火を打ち上げるような、ポンポンッという軽い音が耳じ朶だを打つ。


　直後、いきなり蛮族の群むれの中心で炎ほのおが爆ばく発はつしていた。いままさにアレクたちへ襲おそいかかろうとしていた蛮族たちは吹ふき飛ばされ、思いがけないダメージにのたうつ。


「な……!?」


　驚おどろく少年だったが、さらにそこへ轟ごう音おんを立てて突つっ込んでくるものがあった。


　大きな車輪を前後に二輪装備した、真っ赤な鉄の馬だ。その上には人が乗っていて、真まっ直すぐアレクたちの方へと走ってくる。


「姫ひめ殿でん下かを守れ！」


　咄とつ嗟さに騎士たちが叫さけぶ。だがそいつは次々とボガードやゴブリンを撥はね飛ばし、ミノタウロスさえ蹴け散ちらして、彼らの眼がん前ぜんで甲かん高だかい音を立てて横向きに止まった。


「アレク、これって……」


「魔ま動どうバイク!?」


　先史文明であるアル・メナス時代に乗られていたという、マナで動く機械の馬。そいつは後輪を激はげしくスピンさせて車体の向きを蛮族の方へと向けると、乗り手はいきなり長ちよう銃じゆうを構かまえた。


「──人様の庭先を、勝手に土足で暴あばれ回ってんじゃないわよ！　この蛮族ども！」


　そして乗り手は大声で啖たん呵かを切ると、躊ちゆう躇ちよなく蛮族の群れ目がけて発はつ砲ぽうした。銃口から散さん弾だんが撒まき散らされ、爆ばく炎えんで弱っていた蛮族たちが次々と薙なぎ倒たおされる。


「とどめ！」


　乗り手がさらに指をパチンと鳴らすと、バイクの両りよう脇わきからポンポンポンッと音を立ててなにかがばらまかれた。それらは逃にげようとする蛮族の群れに着弾し、次々と連れん鎖さ的に爆発して、なにもかも木こっ端ぱ微み塵じんにしてしまう。


「す、すげー…………」


　ミノタウロスと、いくらか離はなれていて難なんを逃のがれたボガード数体を除のぞき、十体以上の蛮族が綺き麗れいさっぱりいなくなっていた。その圧倒的な火力を前に、アレクはもちろん、騎士たちも啞あ然ぜんとなる。


「アレク、ヴラド、無事!?」


　そしてバイクの乗り手が振ふり返ったのを見て、アレクは盛せい大だいに噴ふいた。


「お、お袋ふくろ!?」


「おかみさん!?」


　素す早ばやく長銃に次弾を装そう塡てんしているのは、確たしかに革鎧に身を包んだサーシャ・ダーニカだった。その普ふ段だんと違ちがう勇ましい姿に、アレクは思わず目をしばたたく。


「まったく、お使いに出たままいきなり無む断だん外がい泊はくしたかと思えば、こんな騒さわぎに巻まき込まれてるし！　どれだけ心配したと思ってるのよ！」


「ご、ごめんなさい……」


　いきなり叱しつ責せきされ、アレクとヴラドは思わず素す直なおに頭を下げる。


「それよりお袋、その格かつ好こうは……」


「蛮族が街中で暴れてる状じよう況きようじゃ、さすがに不良息子むすこどもを放置しておくわけにはいかないでしょ」


「いや、そういう問題じゃなくて……なんつー荒あらっぽいことを……」


「元冒ぼう険けん者しやなんだから、これぐらい普ふ通つうだと思うけど」


「元冒険者!?」


「あら、言ってなかったっけ？　でなきゃ、冒険者となんか結けつ婚こんしないわよ、やーねー」


　なんとも場違いな会話をしている間にも、怒いかり狂くるったミノタウロスが大斧を振り上げていた。新たな敵てきに対し、全力で攻こう撃げきをしかけるつもりなのだろう。


　だが突とつ進しんを始める前に、ミノタウロスの胸むねに銃じゆう弾だんが命中していた。そこへ、武ぶ装そうした集しゆう団だんが雄お叫たけびを上げながら突進してくる。


「今度はなんだ……!?」


　その声に驚き、アレクはその武装した集団を見る。


　剣けんや斧や槍やりや槌つち矛ほこやら、思い思いの武ぶ器きを手に、金属鎧やら革鎧やらとりとめのない格好をした荒っぽい連中。正せい規き兵へいでもなく、衛えい兵へいでもなく、自じ警けい団だんでもない武装した者たち。
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「冒険者……？」


　その姿を見て、アレクはぽろりとその名をつぶやいた。


　そう──何にも縛しばられず、自らの望むままに生きる男や女が、ミノタウロスやボガードたちに向かって次々と突進していた。魔法や銃弾、ナイフや矢が飛び、驚き振り返ったミノタウロスの足へ背せの低い重戦士が斧を叩たたき込む。背の高い軽戦士が槍で突く。


　一体のミノタウロスは、あっという間に叩き潰つぶされる。だがもう一体は脇わき目めも振らず、アレクたち目がけて突進していた。そこへ大きな影かげがよぎったかと思うと、突然上空から緑色の翼つばさを広げた竜人が槌矛メイスと共に舞まい降おりる。


　ガヅンッ！


　岩と岩がぶつかるような物もの凄すごい音が響ひびき、巨きよ大だいな棍こん棒ぼうにも似にた、鋼こう鉄てつの槌矛がミノタウロスの頭に命中する。圧あつ倒とう的なタフさを誇ほこる牛頭の魔人も、この一撃には突進を止められ、ぐらぐらとよろめいた。


「シューリガンのおやっさん!?」


　ずんっと、石いし畳だたみの上に降り立ったのは、冒険者の店のオヤジ──竜人シャドルニック・シューリガンだった。


「遅おそかったな」


「悪い悪い、準じゆん備びに手間取ってね。なにせ鎧なんて着たのは十年ぶりぐらいだからなぁ」


　ダリウスの言葉にシューリガンは苦く笑しようを浮うかべ、肩かたをぐるんと回す。


「だけど、どうやってここが……」


　驚おどろくアレクに、竜人の戦士は片かた目めを閉とじてみせる。


「冒険者の情じよう報ほう収しゆう集しゆう能のう力りよくを馬ば鹿かにしちゃいけないよ。この辺りに一番蛮族が集中してるって聞いたんでね。それに迎げい賓ひん館かん近くなら要人も多いだろうし、稼かせぎ所だと判はん断だんしたってとこさ」


　そう言っている間にも、シューリガンは立ち直ったミノタウロスの一撃を、盾たてでがっちり受け止めていた。


「じゃあ、シューリガンのおやっさんが、冒険者を先せん導どうして……」


「ん？　いや、俺おれは別になにもしてないよ。ただ昨日の晩ばんから、うちの常じよう連れん客きやくたちはなにやら調べものするために動き回ってたみたいだけどな」


「え……？」


　シューリガンの言葉に、少年は驚かされる。


　だが確かに、酒場での騒そう動どう以来、冒険者たちの動きが活発になっていたようにも思う。てっきり祭りの雰ふん囲い気きに浮かれているものと思っていたが、どうやらそうではなかったらしい。


　蛮族の侵しん入にゆうを警けい戒かいして動いていたのは、アレクたちだけではなかったのだ。


「だけど、冒険者って報ほう酬しゆうがないと動かないんじゃ……」


　アレクのその問いに、シューリガンは大声で笑う。


「はっはっは！　本来冒険者に、報酬なんて関係ないよ！　おまえも言ってた通りな、結局冒険者ってのは、〝自ら進んで危き険けんに飛び込こんでいく連中〟ってことさ」


「あ……」


　シューリガンの言葉に、アレクも自分の言葉を思い出す。


　そして蛮族と戦う冒険者たちを見た。彼らの、その表情を。


　誰だれもが必死に、命がけで戦っている。だが凄すさまじい数の蛮族を相手にしているというのに、みなどこか生き生きしていた。生命の躍やく動どう感に満ち、充じゆう実じつ感に輝かがやき、命を賭かけるスリルに酔よい、常つねに前進している。


「……これが、冒険者って連中だよ。理由とか理り屈くつとか関係ないんだ。やりたいときに、やりたいことを、やりたいようにやる。そういうこと……さ！」


　シューリガンはミノタウロスの斧を盾で受け、突つき放して逆ぎやくに鉄の塊かたまりでぶん殴なぐる。そのすぐ脇わきでは、母親がアレクに見せたことのない表情で笑いながら銃じゆうを連れん射しやしていた。


「坊ぼう主ず、無事だったか！」


「あの元気な嬢じようちゃんはどうした!?」


「別にテメェを助けに来たんじゃねぇぞ！　姫ひめ将しよう軍ぐん閣かつ下かをお救いに来たついでだからな！」


「将軍、報ほう奨しよう金きん頼たのみますぜ！　タダ働きすんのはプロじゃねぇっすからね！」


　シューリガンの店で見た冒険者たちが、次々と声をかけてくる。


　純じゆん粋すいに戦いのスリルを楽しむ者、使命感に燃もえる者。雰囲気に乗ってやってきた者から、この機に活かつ躍やくして名を上げようとする者、きっちり多た額がくの報奨金を狙ねらっている者まで、実に様々な冒険者がいた。その中には、あのゼッツさえいる。


　まとまりもなにもない、混こん沌とんとした命知らずな馬鹿野や郎ろうどもの集団。


　そしてこれこそが、まさしく〝冒険者〟という連中だった。


「さて、と。当面、市街で暴あばれてる蛮族連中は、俺たち冒険者が相手しておきます。その間に、将軍閣下は軍隊の指し揮きを」


　シューリガンのその言葉に、マグダレーナも頷うなずく。


　冒険者は軍隊のような組織行動には向いていない。しかし冒険者ひとりひとりが一いつ騎き当とう千せんの能力を持っているとも言える。だからこそ、この混こん乱らんした状じよう況きようでは軍隊以上の働きができるのだ。


「蛮族の追加も来たようですし、ここは乱戦になります。急いで城しろへ」


　見れば、ボガードを引きつれたミノタウロスが、さらに姿すがたを現あらわしていた。まだ後続がいるらしく、ミノタウロスも四、五体はいるらしい。


「恩おんに着る。必ずや、そなたらには報むくいよう」


「仕事回してくれるだけで十分ですよ、姫将軍閣下」


　やや堅かた苦くるしく考えるマグダレーナに笑え顔がおで応えつつ、シューリガンは次の敵てきを探さがして長い首をさらに伸のばす。


「アレク！　みんな南のザイア神しん殿でんに避ひ難なんしてる！　あんたもヴラド連れて避難しなさい！」


　母──サーシャも、次々と蛮族を撃うち倒たおしながらそう告げる。


　その言葉に、アレクはしばし、自分はどうするべきか考えた。


　普ふ通つうの子こ供どもなら、母親の言いつけに従したがって、こんな異い常じようで危険な状況からは一いつ刻こくも早く立ち去るだろう。大人の迷めい惑わくにならないよう、安全な場所でじっと親が迎むかえに来てくれるのを待つべきだ。


　それが、常じよう識しき的な判断。それが、一番無ぶ難なんな答え。


　──けれど。


　アレクの心しん臓ぞうが、大きく脈動している。


　全身に熱い血が駆かけ巡めぐり、呼こ吸きゆうは速くなり、汗あせが噴ふき出し、拳こぶしに力がみなぎる。


　そこから先は、理屈じゃなかった。


　胸むねの奥おくからこみ上げてくる、熱く激しい想おもい。


　そして自分が果たさねばならない、そう信じる使命。


　アレクの脳のう裏りに、ひとりの少女の顔が浮うかぶ。その顔に、笑顔を取り戻もどす。


　そのためにアレクがすべきことは、賢かしこく振ふる舞まい、安全な場所で人に任まかせて小さくなっていることではない──自らの想いに従い、前に出ることだ。


「アレク、急いで！」


「──いやだ」


「アレク……？」


「オレは、避難なんてしない。リリアンナがさらわれて、城へ連れて行かれた。だから、オレはあの子を助けに行く」


　きっぱりと、アレクは言い切った。


　もとより、選せん択たく肢しなどない。アレクは、最初から決めていたのだ。なにがあっても、リリアンナを救うのだと。自らの手で、助け出すのだと。


　そしてそんな息子むすこの決意を目まの当あたりにして、サーシャもまた諦あきらめたように一度嘆たん息そくすると、すぐに笑顔を浮かべた。


「その顔見たら、やめとけとは言えないわね」


「お袋ふくろ……？」


「いいわ。行ってきなさい。男の子だもんね」


　そう言って、サーシャはウインクする。


「だけど、なにがあっても必ず帰ってくるのよ。〝冒ぼう険けん者しやは、どんな危き険けんからも生せい還かんする〟ってのが鉄てつ則そくだからね」


「オレは冒険者じゃねーよ」


　唇くちびるを尖とがらせつつ、アレクはそう言う。


「……だけど、約束は守るよ」


「かわいくないガキだわ、ホント！」


　サーシャはアレクの頭を摑つかんでぐしゃぐしゃと搔かき混まぜ、それから自分の腰こしのポーチを開いて中身を探さぐる。


「ほら、これ持っていきなさい。あんた見るからに、弾たまもマナもなさそうだし」


　そう言ってアレクの手に握にぎらせたのは、予よ備びの弾だん丸がんと深い紫むらさき色いろをした宝ほう石せきがいくつかだった。魔ま晶しよう石せき──マナの結晶体だ。これがあれば、体内のマナが枯こ渇かつしても、代用品として魔法を使うことができる。


「これ……」


「こういうときのために用意してたものだから、遠えん慮りよなく使ってきなさい。もちろん、ヴラドや他の人とも分けて使うのよ？」


「わ、わかってるよ」


　アレクは子供扱あつかいされたような気がして、拗すねたように唇を尖らせる。だがその態たい度どこそが子供っぽいことに、まだ少年は気づいていない。


「あなた……ダリウスさんね？　あの〝黒い旋せん風ぷう〟が復ふつ活かつするなんて、これほど頼たのもしいことはないわ」


　黒衣の魔法戦士を振り返り、サーシャは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。


「未み熟じゆくで馬ば鹿かな息子ですけど、よろしくお願いします」


「……心配しなくても、アレクは冒険者としても俺たちのパーティリーダーとしても、十分立りつ派ぱにやってますよ」


「リーダー……？　アレクが？」


　不ふ敵てきなダリウスの返答に目を丸くしたサーシャだったが、すぐにくすっと笑った。


「アレク、あんたがパーティリーダーなの？」


「……だったらなんだよ」


「別に。大したもんだと思っただけよ」


　サーシャは笑いながら、楽しげに言った。


「……だんだんあの人に似にていくなぁ」


　そしてそうつぶやいた声は、当の息子には届かない。


「すっかり男の子になっちゃって。リリアンナさんって、かわいい女の子なんでしょ？　がんばりなさいよ」


「う、うるせぇな！　んなのは関係ねーよ！」


　またも母親に乱らん雑ざつに頭を撫なでられ、アレクはその手を邪じや険けんに払はらう。そんなやりとりを横目で見ていた冒険者たちは一いつ斉せいに笑うが、戦いの手は一いつ切さい休めない。


「行こう、ダリウス。城しろはもう目の前だ」


「ああ。少し時間を食いすぎたからな。急いだほうがいい」


　アレクの言葉に、ダリウスも頷うなずく。


「……あーあ。結局自分たちで危険に飛び込む方を選択しちゃうんだもんな。付き合う身にもなってほしいよ」


　そしてそう言いながらも、タビットの若わか者ものもアレクに従したがうことを宣せん言げんする。


「魔晶石、ぼくもらうから」


「わかってるって」


　アレクは紫色の宝石の大半をヴラドとダリウスに渡わたし、城を見やる。


（待ってろよ、リリアンナ）


　少年は改めて覚かく悟ごを決めると、石いし畳だたみを蹴ける。


　振ふり返ることもなく、ただ真まっ直すぐに、アレクは前へと進んでいった。





　　　　４




　混こん乱らんしているのは、王おう城じよう内も同じだった。


　将しよう軍ぐんが不ふ在ざいなため、兵たちも身動きが取れないからだ。公王直ちよつ轄かつ軍ぐんも、公王アルフレートⅢ世が高こう齢れいゆえに思考が曖あい昧まいになっていて指し揮きが執とれないため、ただ城を守ることしかできない。


「……ひどいものだな」


　急ぎ足で先頭を歩くマグダレーナは、城内の有様に険けわしい表ひよう情じようを浮うかべる。


　彼女が城に帰き還かんしたことで、各部隊の隊長が招しよう集しゆうされつつある。すでに独どく自じの判はん断だんで市民の保ほ護ごに出しゆつ撃げきした部隊も多く、全員を集めることは無理だが、今後は組そ織しき的に増ぞう援えんや反はん攻こうを行うことができるようになるはずだ。


「ダーレスブルグは、大だい丈じよう夫ぶなのかよ？」


　アレクの問いに、姫ひめ将軍は頷うなずく。


「これ以上、蛮族の跳ちよう梁りようは許ゆるさん。それより、ロスハイム伯はくのことだ」


　城の中ちゆう枢すうへ向けて歩きながら、マグダレーナは話す。


「部下の話では、城の地下中枢部へ向かったらしい。そこには我わが国の宝ほう剣けん、ファランダレスが安置されている」


「じゃあ、蛮族の狙ねらいはファランダレス？」


　ヴラドの問いに、マグダレーナは即そく答とうしない。


　ファランダレスは、ダーレスブルグ最古最大の〝守りの剣〟だ。この宝剣こそが城の守りの要であり、公国の守りの象しよう徴ちようとして知られている。


「ファランダレスが奪うばわれるか壊こわされるかしたら、城もやばいんじゃねぇのかよ？」


　アレクの言葉に、姫将軍は首を振る。


「……ファランダレスが守っているのは、この城ではない」


「城を……守ってない？」


「そうだ。わたしもすべてを知っているわけではない。だが、宝剣ファランダレスの魔ま力りよくによって、なにかがこの地に封ふうじられているのだという」


「なにか……？　なにかって、なんだよ？」


「そのことを知っているのは、公王陛へい下かだけだ。だが蛮族どもが地下中枢部へ向かったとなると、狙いはその〝なにか〟だろう」


　マグダレーナの表情は、ますます険しい。


「だが、地下中枢部は封印が施ほどこされており、普ふ通つうの手しゆ段だんでは入れないはずだ。途と中ちゆうまではロスハイム伯はく爵しやくという顔を使えば侵しん入にゆうできるだろうが、ファランダレスの安置されている場所までは簡かん単たんに入ることはできん」


「追いつくチャンスはあるってことだな」


「また冒険者に頼たよることになってしまうが……」


　そう言って、姫将軍はアレク、ヴラド、そしてダリウスを見る。


　黒衣の魔法戦士を見るマグダレーナの視し線せんには、強い信しん頼らいの色があった。二人の間にどのような過か去こがあるのか、アレクには想そう像ぞうすらできない。けれどロスハイム伯を追うという重要な仕事を任まかせられるほどに、姫将軍はダリウスを信用しているのだ。それぐらいは、アレクにもわかる。


「……目の前にある、やるべきことをやるだけだ。冒ぼう険けん者しやもなにも関係ない」


　ダリウスはそっけない態たい度どで、マグダレーナに答える。そして地下中枢部へ向かう回かい廊ろうの前で、アレクたちは足を止めた。


「急いで増援は送る。いまは、おまえたちに頼るしかない」


「……やれるだけのことは、やってみるさ」


「頼たのんだぞ」


　姫将軍の言葉に頷くと、アレクたちはマグダレーナと別れた。


　アレクたちは地下中枢部へ向かった蛮族とリリアンナを追って。マグダレーナは、第四軍を指揮するべく城の上階へ。


　決戦の時は、もう目前だった。





「あ……」


　階かい段だんをいくつも降おりた、地下深く。


　大きな鉄てつ製せいの扉とびらの前に立ったとき、リリアンナは唐とう突とつに我われに返っていた。


「わたし、なにを……」


　記き憶おくが混乱している。危き険けんを避さけるために誰だれかに案内されてきたことはわかるのだが、それが誰で、なぜこんなところにいるのかが理り解かいできないのだ。


　そして背はい後ごを振ふり返り、リリアンナは戦せん慄りつと共に理解した。


　自分が、魔ま術じゆつによって惑まどわされていたという事実を。


「──ほう、魅了チヤームが解とけたかよ。その扉を開けるのは、よほどな禁忌タブーってことかい？」


　背後の男──ロスハイム伯爵が、苦く笑しようを浮うかべる。最後は強ごう引いんにここまで突とつ破ぱしてきたのだろう。その手にはねっとりとした血が滴したたる、巨きよ大だいな戦斧があった。


「扉……？」


　リリアンナは伯爵から離はなれるようにして、扉に近づいた。そして自分がどこにいるのか、この扉がなんなのか、必死に記憶をたぐり、考えを巡めぐらせる。


（確たしか、迎げい賓ひん館かんで襲しゆう撃げきされて……）


　魅了されていた間も、記憶を失っているわけではない。だからリリアンナは、ここが城しろの地下深くで、同行者がロスハイム伯爵に化けた蛮族ひとりだけなのもすぐに理解する。


（穢けがれた蛮族の魔術に惑わされるなんて……）


　嫌けん悪お感に、悪お寒かんが走った。しかもいまなお囚とらわれの身であり、利用されようとしていることに強い屈くつ辱じよくを覚える。


　──そして、目の前にある扉。


（これって……）


　細かい相そう違い点てんはいくつもあったが、〝守りの剣〟を安置している聖せい堂どうの扉と、非ひ常じように似にていた。だが聖堂の扉よりもさらに強力な封印が施されているらしく、触ふれなくとも強い魔力を感じる。


「こうなったら、しょうがねぇな。力ずくでやってもらうぜ」


「な、なにを……!?」


　ゆっくりと近づいてくる伯爵を前に、リリアンナも後ずさる。しかし背後は扉だ。すぐに、逃にげ場はなくなる。


「この扉を開けられるのはな、その特とく別べつ製せいの聖せい印いんと、選ばれた血を持つ者だけなんだよ。つまり俺おれの望みは、あんたにその扉を開けて欲ほしいってことだ」


「わたしが……!?」


「そうさ。だからなるべく傷きずつけたくなかったし、丁てい重ちようにここまで運んできたんだぜ？　まさか魅了が解けるとは思わなかったが……なに、ちょいと聖印を掲かかげながら扉の錠じよう前まえに触れてもらうだけでいいんだ。やるのは簡単なことだし、無む理り矢や理りやらせるのもそんなに難むずかしいことじゃない」


　伯爵は斧を背せ負おうと、ゆっくりと、だが少女が逃げられないように間合いを詰つめてくる。


（ここ……城の地下ってことは、宝ほう剣けんファランダレスが安置されている場所!?）


　リリアンナは、自分がなんのためにここに連れてこられたかを理解した。この伯爵に化けている蛮族は、ダーレスブルグ最大の〝守りの剣〟を狙ねらっているのだ。


　だがリリアンナには、この蛮族が単たん純じゆんに〝守りの剣〟を破は壊かいするためにやってきたのではないと感じていた。


　なにか得体の知れない気配を、この扉の奥おくから感じる。〝守りの剣〟とは違ちがう、なにか強力な存そん在ざいが、さらに深い場所に眠ねむっている……なぜだか、そのことがはっきりとわかるのだ。


　だが、解げせないこともあった。


　蛮族は、〝守りの剣〟に近づけば近づくほどその魔力の影えい響きようを受け、凄すさまじい苦く痛つうを味わうという。


　そしていまいるのは、ダーレスブルグの街すべてを蛮族から守る力があるとされた宝剣ファランダレスが安置されている場所の前だ。当然、蛮族ならば苦痛にのたうちまわっていてもおかしくはない。


　だが、伯はく爵しやくに化けている蛮族は平然と立っている。だから、どうしても違和感を拭ぬぐえなかった。


「……蛮族がどうやって、ダーレスブルグに入ったの？　いまも、どうして平気なの？」


　思わず口をついて出た疑ぎ問もん。それを聞いて、伯爵はにんまりとした笑えみを浮かべる。


「儀ぎ式しきを司つかさどる神官だけに、気になるか？」


　得意気に笑いながら、伯爵は答える。


「簡かん単たんなことだよ。ダーレスブルグに六本ある〝守りの剣〟のうち、いま機き能のうしてるのは港区と南東部、それに南門前にある三本だけなのさ」


「!?」


「昨日まとめて三か所で行われた儀式のうち、二か所は失敗してる。本来ならすぐにその対たい処しよが行われるんだろうが、ちょいちょいっと裏うらから手を回して、〝対処した〟ことにしておいたってわけだ」


「じゃあ……」


「そういうことだ。街の北側は、完全に無む防ぼう備びだったってことだよ」


「だ、だけどファランダレスは……」


「儀式を成功させた神官なら、感づいてるんじゃねぇの？　この奥に安置されてる宝剣ファランダレスが〝なにか〟を封じるために、全力を尽つくしてるってことによ」


「〝なにか〟を、封印してる……」


　リリアンナは、蛮族の言葉を否ひ定ていできなかった。


　王おう城じよう地下に眠る、〝なにか〟。彼女もその気配に気づいていたからだ。


（蛮族の目的は、マグダレーナ様の暗殺でも、ダーレスブルグの破壊でもない……きっと、その〝なにか〟を解かい放ほうすることなんだ……！）


　暗殺計画もなにもかも、すべてはそのための下した準じゆん備びに過すぎない──そのことに思い至いたり、リリアンナは衝しよう撃げきを受けた。そしてそこまでして封印から解放しようとするものがどういうものなのか、新たな疑問が浮うかぶ。


「さて、おしゃべりの時間は終わりだ。さあ、扉とびらを開けてくれ。儀式は成功させたことがあるんだろ？　そのときと同じようにやればいいんだ」


「い、いやよ……」


　リリアンナは逃げ場をなくし、素す手でのまま身み構がまえる。だが戦せん闘とうの訓練を受けているだけに、少女には相手の力量が理解できた。


　一対一では、絶ぜつ対たいに勝てない──絶望感と恐きよう怖ふに、体が震ふるえる。


（アレク……っ）


　その名を胸むねの中でつぶやきつつ、リリアンナは神への祈りを捧ささげる。


「──ザイアよ、敵てき砕くだく力を我われに！」


　手のひらを突つき出し、〈聖弾フオース〉を叩たたき込こむ。だが伯爵は少し顔を歪ゆがめただけで、すぐににやりと笑った。そして伸のばしたリリアンナの手を、大きな手でがしりと摑つかむ。


「……活いきのいい女は、大好きだぜ。役目が終わったら、たっぷりとかわいがってやるとするかなぁ。フハハハハハハ！」


　顔を摑まれ、ダンッと扉に押おしつけられる。


　その衝撃に息が詰まり、意い識しきが遠とお退のきかける。


（まともに抵てい抗こうすらできないなんて……っ）


　自由な左手で必死に相手の腕うでを叩くが、びくともしない。


「さあ、頼たのむぜ。生きた神官じゃねぇと、鍵かぎにならねぇからな！」


　伯爵は腰こしから鎖くさりの手かせを取り出し、リリアンナの両手を拘こう束そくした。そのまま強ごう引いんに、少女の手を扉へ触ふれさせる。


「!?」


　首にかけた特とく別べつ製せいの聖せい印いんが輝かがやき、光が扉全体へ葉脈のように駆かけ巡めぐった。そしてゆっくりと、扉が開いてゆく。


「フハハハハハ！　さすがだな、こうもあっさりと封印の扉が開くとはよ！」


　伯爵はリリアンナを摑んだまま、大声で笑う。


　回かい廊ろうに反はん響きようしていた男の笑い声は、扉が開いていくにつれて響ひびかなくなっていた。声は扉の奥へと吸すい込まれ、中が相当に広いことを感じさせる。


「あとは、ファランダレスの封印を解かい除じよするだけだ……ようやく、苦労が報むくわれるってもんだな」


　少女を抱かかえたまま、ロスハイム伯爵は扉の中へ足を踏ふみ入れる。


「…………!!」


　そして中の光景を目まの当あたりにしたリリアンナは、思わず絶ぜつ句くしていた。


　中は、驚おどろくほどに広い。儀式を行った聖せい堂どうなどとは、比くらべものにならないほどだ。


　石いし造づくりの半球形をした天てん井じようを持ち、普ふ通つうの家屋ならすっぽり入りそうなほどに天井は高く空間は広い。


　だがなにより目を奪うばわれるのは、その中央に浮かんでいる剣けんだ。


　聖堂のように、籠かごの中に固定されているのではない。完全に、剣だけでドームの中心に浮かんでいた。リリアンナの身長よりも大きな両手持ちの大剣が、切っ先を下に、青白い光を放って空中に静せい止ししているのである。


　そして床ゆかは、ゆるやかなすり鉢ばち状じように窪くぼんでいた。そこには石いし畳だたみに刻きざみ込むことで作られた魔ま方ほう陣じんが描えがかれており、それもまたぼんやりと光を放っている。


（あれが、ファランダレス……）


　国こく宝ほうであり、公王家を象しよう徴ちようする剣でもある、魔ま剣けんファランダレス。


　この剣にも、他の〝守りの剣〟と同様に魔ま力りよく充じゆう塡てん儀ぎ式しきを行っていることは知っている。だがその儀式を取り仕切るのは大司祭以上の者のみと言われており、いつ、誰がどうやって儀式を行っているかは、同じザイアの神官であっても聞かされてはいなかった。


「……これが封印の間か……さすがにスゲェ魔力をビンビン感じるな」


　そうつぶやく伯はく爵しやくの口くち許もとにも、自然と笑えみが浮かぶ。


「あとはあの剣をどかして、封印を解といちまえば……ッ!?」


　ロスハイム伯爵は、魔方陣に足を踏み入れようとして激はげしく弾はじかれた。忌いま々いましげに火傷やけどを負った手を見るが、同時にリリアンナが一いつ切さい影えい響きようを受けていないことに気づく。


「やっぱり、蛮族には入れねぇわな。だが、選ばれた神官は別のようだ」


　摑んだままのリリアンナを見下ろし、伯爵はいままで以上に大きな笑みを浮かべた。それは、勝利を確かく信しんした者の笑みだ。


「……そうよ。あなたにはこの封印の中に入ることはできない。だからファランダレスを手に入れることも、破は壊かいすることもできないわ」


「ははは。別にあんな剣、欲しくもなんともねぇんだよ。むしろ邪じや魔まなだけだ。かといって、無理して壊こわす必要もねぇしな」


「ど、どういうこと……？」


「こういうことだ」


　そう言って、伯爵は少女の体を持ち上げた。そしてそのまま、乱らん暴ぼうに魔方陣の中へ投げ込む。


「きゃあっ」


　すり鉢状の床を転がり、リリアンナはたまらず悲鳴を上げていた。だが彼女が魔方陣の中に入ったことで、封印の力が弱まってゆく。


「やっぱりな。伝でん承しよう通り、おまえには封印を弱める力がある。儀式を行うにしても、一度封印を弱めてからじゃねぇと、儀式そのものが行えねぇもんな」


「封印が、弱まる……!?」


　それは、リリアンナにも感覚としてわかった。


　床に描かれた魔方陣の輝きが弱まり、同時に力も薄うすれている。〝守りの剣〟に魔力を充塡する際、一時的に力が弱まるのと理り屈くつは同じらしい。


「そしてこの程てい度どの封印なら、どうってことないぜ」


　伯爵は魔方陣に足を踏み入れ、ゆっくりと魔剣ファランダレスへと近づいてゆく。


「なにを……」


「我われらが偉大なる惑いと偽りの神ソーンダークよ。その御み手てにて、我わが障しよう害がいを払はらい給たまえ！」


　そして高らかに祈りの言葉を口にすると、大きく拳こぶしを突つき出した。直後、巨きよ大だいな霊れい体たいの拳が現あらわれ、魔剣ファランダレスを打つ。


「封印が弱まった状じよう態たいで〈神の拳ゴツドフイスト〉を食くらって、無事でいられるかァ!?　フハハハハ！」


　しばらくは衝しよう撃げきに耐たえていた魔剣だが、封印の力が弱まった状態では、同じ場所に留とどまり続けることはできなかった。


　甲かん高だかい音と共に魔方陣から魔力の輝きが弾け、ファランダレスが宙ちゆうを舞まった。そのまま石畳の床に落ち、金きん属ぞく音おんを立てて転がる。


「フハハハハハハ！　やったぞ！　これで封印は解ける！　蛮王の魂たましいが蘇よみがえり、封印など内側からブチ破やぶるぞ！　フハハ！　蛮王の力は、俺様のものだ！」


　伯爵は、狂きよう喜きを感じさせるほどの勢いきおいで笑った。その笑い声に応こたえるかのように、魔方陣の中心部が鳴動する。


「な、なにが起きようとしてるの……？」


　なにかとてつもない力が、地の底からせり上がってくるのを感じる。


　それは、剣だった。


　ファランダレスとは違ちがう──ファランダレスがこの地に封ふうじていた、剣。


　禍まが々まがしい力を帯びた、邪じや悪あくさと穢けがれを感じさせる魔剣が、ゆっくりとその姿すがたを現そうとしていた。





　　　　５




「リリアンナ！」


　アレクたちがそこへやってきたのは、まさにそのときだった。


「ここは……」


　広大なドーム状の地下中ちゆう枢すう部ぶを見上げ、ヴラドがごくりと唾つばを飲む。そして二人を守るようにして、ダリウスが前に出た。


「アレク……っ」


　少年の姿に、リリアンナは必死に立ち上がる。だが間にロスハイム伯爵がいるため、迂う闊かつに動けない。


「テメェ……ッ」


　アレクは両手を拘こう束そくされている少女の姿を見て、小さく怒いかりの声を洩もらす。


「ククク……少し追いつくのが遅おそかったようだなぁ。ほれ、この通り。俺おれ様さまの欲しかったものは、いままさに手に入るところだよ」


　伯はく爵しやくは満面の笑みで、魔ま方ほう陣じんの中央に現あらわれた魔ま剣けんへと近づく。


　魔剣は鞘さやに収おさめられ、まだ半ば以上封印の中に埋うもれていた。まるで石の床ゆかに突き立っているかのようだ。


　そしてまだその全ぜん貌ぼうを現していないというのに、すでに強大な力を放ち始めていた。


　神しん聖せいなはずの封印の間は、いま徐じよ々じよに徐々に邪悪な気配に包まれ、アレクたちの心を落ち着かなくさせる。逆ぎやくに、伯爵はどんどん力を得ているかのようだ。


「まるで蛮族版ばんの、〝守りの剣〟みたいだね……」


　ヴラドの指し摘てきに、アレクも頷うなずくしかない。


　体が重く、軽い不ふ快かい感とめまいがする。しかも、それは徐々に強まっていた。


「なんなんだ、それ……」


　宝ほう剣けんファランダレスが封じていた、邪悪なる魔剣。そこから発せられる気配に、アレクはとてつもない危き険けんを感じた。単なる強力な魔剣ではない──直感が、そう告げている。


「ククク……こいつはな、〝蛮王の剣〟だ」


「なんだって……？」


　伯爵の言葉に、みなよりいっそう危き機き感を強める。


　約三百年前、先史文明を完かん膚ぷ無なきまで破は壊かいし尽つくした、蛮族による〈大破局デイアボリツク・トライアンフ〉。本来組そ織しきだった行動を苦手とする蛮族を圧あつ倒とう的なカリスマでまとめ上げ、人族を滅めつ亡ぼう寸すん前ぜんまで追い詰つめたのが、蛮王──ロード・オブ・バルバロスだ。


　だが完全勝利目前で、蛮王は何者かによって倒たおされ、カリスマを失った蛮族軍は崩ほう壊かいした。こうして人族は滅亡を免まぬがれ、世界は人族と蛮族の領りよう域いきが入り混まじる、混こん沌とんとした時代へ突とつ入にゆうしたのだ。


「……それが、蛮王の持ってた魔剣だってのか……？」


　アレクの問いに、伯爵はにやりと笑う。


「厳げん密みつには違うなぁ。こいつはな、蛮王の魂の結けつ晶しようなんだよ。三百年前の戦いで、蛮王は肉体を滅ほろぼされた。だが魂は、魔剣の形となって世界のどこかに隠かくされた……」


「じゃあ、それが……」


「そうだよ。そしてこの剣を手にした者は、蛮王の力を得る。何百万、何千万という蛮族の軍ぐん勢ぜいを束ねた蛮王の力だ！　どんな犠ぎ牲せいを出したって、欲ほしいって思うのは当たり前だと思うだろう!?　ひとりじめしたいって思うだろう!?」


　歓かん喜きのあまり、伯爵はのけぞるようにして哄こう笑しようしていた。


「さあ、講こう釈しやくの時間は終わりだ。復ふつ活かつした蛮王の力……一番最初に味わう栄えい誉よを与あたえてやるぞ！」


　ほぼ全貌を現あらわしつつある魔剣へ、伯爵は手を伸のばす。


　だが剣を摑つかむより早く、少女の聖せいなる祈りが響ひびいた。


「ザイアよ、敵てきを打ち倒す力を！」


　至し近きん距きよ離りからの〈聖弾フオース〉。その一いち撃げきに、伯爵の手が弾はじき飛ばされた。


　互たがいの力の差を考えれば、大したダメージではないだろう。けれど最高の瞬しゆん間かんを邪魔されたことで、その表ひよう情じようは憤ふん怒ぬの形相へと変じていた。


「誰だれがそんなもの、おめおめと渡わたすもんですか！」


「……調子に乗るなよ、小こ娘むすめ！　封印が解とかれたいま、おまえを生かしておく理由はねぇんだぞ！」


　伯爵は背せ中なかに背負った戦斧を摑つかみ、大きく振ふり上げる。


　だがその凶きよう悪あくな武ぶ器きが振り下ろされるより早く、ダリウスが動いていた。


「おまえの相手は、俺だ」


「うるせぇ！　どうせおまえら全員ブッ殺すんだ！　まずはテメェから死ね！」


　大だい上じよう段だんから、巨きよ大だいな戦斧が唸うなる。ダリウスはそれを自らの魔剣で受け止めるが、膝ひざががくんっと折れた。


「なに……!?」


「フハハハハハハ！　魔剣の側にいるだけで、力がみなぎるぞ！　こいつを手にしたときのことを考えると、よだれが止まらねぇぜ！」


　伯爵はそのまま強ごう引いんに斧を振り切り、ダリウスは床に薙なぎ倒された。すぐに転がって起き上がるが、無む傷きずというわけにはいかない。


「ダリウス!?」


　これまで圧倒的な強さを見せてきたダリウスだったが、伯爵の力はそれをも上回っていた。その事実に、アレクは戦せん慄りつする。


「もはやこの忌いま々いましい人間の姿すがたも必要ねぇな。テメェら、このボグズ様が蛮王の力を得る瞬間を土産みやげに、あの世へ行くんだな！」


　獣けもののような咆ほう哮こう。


　そして次の瞬間、マナの輝かがやきが飛び散り、伯爵の姿を捨すて去った蛮族が、本ほん性しようを現していた。


　それは、巨大な戦斧を構かまえた牛頭の魔人。


「ミノタウロス!?」


　城じよう下かで見た蛮族と、その姿はそっくりだ。若じやつ干かん小こ柄がらだが、発達した筋きん肉にくや悪あく夢むの産物のような牛の頭など、特とく徴ちようは一いつ致ちしている。


　だが獰どう猛もうなだけの印象だったミノタウロスと異ことなり、この牛頭の魔人──ボグズの目には、ずる賢がしこい知ち性せいが感じられた。


「族長クラスのミノタウロスだ……そりゃあ、強いわけだよ……」


　相手の正体を知って、ヴラドが恐きよう怖ふの表情を浮うかべる。


「それでミノタウロスの軍ぐん勢ぜいを引きつれて来たってわけか」


「フハハハハハハ！　次の蛮王の座ざは、我われらミノタウロスがいただく！　この、ボグズ様がな！」


　豪ごう壮そうな戦斧が唸うなりをあげてダリウスを襲おそう。黒衣の魔法戦士はこれをかいくぐり、大剣を振るった。だが大おお柄がらな体たい格かくでありながら、ボグズはこれを軽々と避よけてみせる。


「いくらでも力が溢あふれてくるみたいだぜ！　まるで負ける気がしねぇ！」


　叫さけび、空中に魔ま法ほう文字を刻きざむ。


「操、第八階位の攻ザス　オルダ・ル・バン！　滅殺、灼熱、業火スロウダル・ハイヒルト・インヴオイア──掃炎グリマゼール！」


　ボグズの腕うでから炎ほのおがほとばしり、ダリウスの体を包んだ。だが歴戦の魔法戦士は怯ひるむことなく突とつ進しんする。その姿は、すでにナイトメアとしての異い貌ぼうに変じていた。


「ぬんッ」


　ボグズに負けない豪壮な剣けんを、ダリウスは躊ちゆう躇ちよなく振ふり抜ぬいた。ミノタウロスの長おさはそれを斧で受けるが、刃やいばは止まり切らない。大剣が脇わきへめり込こんだところへ、ダリウスは得意の衝しよう撃げき波はを放つ！


「ぐお……ッ、だが、その程てい度どではなぁ！」


　ボグズはにやりと笑い、ダリウスの胸むな許もとを左手で摑つかむ。


「操、第七階位の呪ザス　セヴテイ・ザ・デス！　呪詛、流出、生命カーズ・ドロウ・ラーフアト──奪取ダルトレツタ！」


「がああああああああッ！」


「ダリウス!?」


　牛頭の魔人が触ふれたところから、どんどんダリウスの生命力が吸すわれていた。全身から精せい気きが失われ、逆ぎやくにボグズの傷きずが見る見る回かい復ふくしてゆく。


「この……バケモノめ！」


　アレクは狙ねらいを定めて引き金を引くが、ミノタウロスは軽々と避けてみせる。だが、ダリウスとの距きよ離りも開いた。


「ザイアよ……」


　リリアンナの祈いのりにより、ダリウスの傷も癒いやされる。だが、全ぜん快かいには程ほど遠とおい。


「まずいよ……このままじゃ、もうもたない！」


　ヴラドも必死に魔ま術じゆつでダリウスの傷を癒していたが、負ふ傷しように回復が追いついていなかった。着実に、絶ぜつ望ぼう感が心を支し配はいしてゆく。


「ヴハハハハハ！　これが蛮王の力か！　最高だ！　最高にハイな状じよう態たいだぜ！」


　ボグズは次々と魔法文字を描えがき出し、ありとあらゆる魔法を放つ。炎がダリウスを撃うち、稲いな妻ずまがアレクたちを撃ち、戦斧が乱らん舞ぶする。


「くそ……っ」


　ダリウスは、どうにか踏ふみとどまっていた。だがそれも、リリアンナやヴラド、それにアレクも含ふくめて全力で癒しの魔法や回かい復ふく弾だんを放ってのことだ。マナや魔ま晶しよう石せきが尽つきれば、もはや誰もダリウスを支ささえられない。そしてダリウスが倒たおれれば、すべて終わりだ。


「……アレク、おまえたちは逃にげろ。そしてこの事じ態たいを姫ひめ将しよう軍ぐんに伝え……っく」


　必死に剣を操あやつりながら、ダリウスが告げる。もはやマナも魔晶石も尽きたのか、魔法による攻こう撃げきも途と絶だえていた。


「ダリウス!?」


「いいから、早く逃げろ！」


　黒衣の魔法戦士は、少しでもアレクたちが逃げやすいよう、ボグズへと強引に打ちかかる。


「だけど、ダリウスを置いてなんて──」


「俺のために、仲間を全ぜん滅めつさせるつもりか！」


　その叫さけびに、アレクはビクッとなる。


「俺はいざとなれば魔法で逃げられる！　だからおまえたちは先に逃げて、増ぞう援えんを呼よんでこい！」


　大剣を振るいながら、ダリウスは再さい度ど叫んだ。だが、アレクにはダリウスがマナを温おん存ぞんしているようには見えなかった。魔法で逃げられるというのは、アレクたちを逃がすための方便なのは間ま違ちがいない。


（もう、それしかないのか……？）


　ダリウスを犠ぎ牲せいにして逃とう走そうすれば、あるいは助かるかもしれない。けれどそれが正しいとは、アレクにはどうしても思えなかった。だがこのままでは、リリアンナやヴラドまで殺される。それも、我が慢まんできない。


（オレの選べる選せん択たく肢しは、本当に逃げることだけなのか……？）


　アレクは、必死に考えを巡めぐらせた。わずか一いつ瞬しゆん一瞬の間に、自分にできること、その成功の可か能のう性せいを考えた。


　だがどれだけ考えても、考えても、目の前の怪かい物ぶつに通用する手しゆ段だんが思いつかない。ただ絶望への道しか見えてこない。


「アレク、蛮王の剣が……封印が完全に解とけちゃう……っ」


　リリアンナの悲鳴のような声が、耳に飛び込んできた。それこそ、絶望を確かく定ていする言葉であり、絶望の具ぐ現げん化かだ。


　ただ側にいるだけで、溢れる力をその身に浴びているだけで、敵てきはこれほどまでに強い。なのに封印が解けた剣を摑つかめば、どれほど恐おそろしい化け物となるのだろう。


（もう、終わりなのか……？）


　それでも、アレクは諦あきらめたくなかった。だから、顔を上げた。前を見た。


「蛮王の剣が……」


　ヴラドが、絶望に満ちた声でつぶやく。


　顔を上げたアレクも、封印されていた強大な魔ま剣けんが、その全ぜん貌ぼうを現あらわしていることに気づく。ダリウスをいいようにいたぶっている牛頭の魔人の背はい後ごで、魔剣は鞘さやに収おさまったまま、禍まが々まがしい力を撒まき散らしている。


　そしてそのとき初めて、アレクはひとつの可能性に気づいた。


　ひとつの選択肢の存そん在ざいに、気づいた。


（魔剣……！）


　気づいたときには、もう体が動いていた。弾たまの切れた銃じゆうを捨すて、全力で走っていた。


　石いし畳だたみの上に、宝ほう剣けんファランダレスが転がっている。アレクはそちらへ向かい、石畳を蹴ける。だが、ボグズもただ力に酔よっているわけではない。少年が〝守りの剣〟目指して走るのを見て取るや、素す早ばやく呪じゆ文もんを唱える。


「小こ僧ぞう、いまさら〝守りの剣〟ごときで俺おれ様さまを止められるとでも思ったのか！」


　ボグズは大声で笑いながら、魔ま法ほうを放った。ファランダレスの封印を破やぶった、あの〈神の拳ゴツドフイスト〉だ。その強大な力により、アレクが魔剣を手にするよりも遥はるかに早く、ファランダレスを弾はじき飛ばしてしまう。


「次の魔法で全員仲良く殺してやるから、安心して死ね！」


　蛮王の剣から、唸うなりをあげて膨ぼう大だいな魔力がボグズへ流れ込んでゆく。絶望する姿すがたを楽しむように、牛頭の魔人は少年たちを見回す。


　そして、そこで初めてぎょっとなった。


　なぜなら、アレクは絶望などしていなかったから。


　それどころか、不ふ敵てきな笑えみさえ浮うかべていたから。


「一発ぐらい食らう覚かく悟ごしてたけどな！　剣に撃うってくれて助かったぜ！」


　アレクは石畳を蹴けり、急角度で方向転てん換かんしていた。


　そう──アレクが摑もうとしていたのは、ファランダレスではない。


〝蛮王の剣〟。それが、少年の狙ねらいだった。


「アレク、無む茶ちやよ！」


　咄とつ嗟さに、リリアンナが制せい止しの声をあげた。アレクは一瞬だけ少女を振ふり返り、そして余よ裕ゆうを見せるつもりで笑ってみせる。


「やめて、アレク！　そんなの、あなたが──」


「小僧!?」


　ボグズが気づいたとき。


　アレクはすでに、蛮王の剣を摑つかんでいた。


　そして、一気に鞘から引き抜ぬく。


「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ！」


　ズオウッ！


　魔剣が抜き放たれた瞬間、アレクの全身を凄すさまじい力が駆かけ巡めぐる。


　それは、少年の小さな体の中に、膨大な魔力が流れ込む感覚。同時に魔剣に秘ひめられたさまざまな記き憶おく、歴史、情じよう念ねん、怨おん念ねん、喜び、悲しみ、怒いかり、猛たけり……そうした膨大な情じよう報ほうが脳のう裏りを駆け巡る、精せい神しん的な嵐あらしでもあった。


「うあ……うあああああああっ」


　アレクの眼がん前ぜんに、数多あまたの情景が浮かんでは消えていく。それは戦場であったり、安らぎの場であったり、友人や恋こい人びとの顔、敵の顔、笑顔、憤ふん怒ぬの形相、断だん末まつ魔まの叫さけびであった。


　だが蛮王の剣けんという存在の性さがだろうか。アレクの脳裏に去来する記憶のほとんどが、死と殺さつ戮りく、血と肉の弾はぜる戦場の情景に支し配はいされてゆく。苦く難なんと苦く痛つう、呪じゆ詛そと呪じゆ縛ばくに満ちた忌いまわしい記憶の嵐。


　だがその中に、一ひと条すじの光明のように輝かがやく情景があった。


　それは、ひとりの女じよ性せいの姿。ほんの一瞬、耐たえがたい記憶の合間合間に現あらわれる、女性の笑顔だった。


（これが、蛮王の記憶……？）


　美しく、そしてそれ以上にまぶしいほどの生命力に満ちた笑顔。その笑顔が思い浮かぶだけで、すべての苦しみが和やわらぐのを感じた。戦う力が湧わくのを知った。この魔剣の持ち主が、この女性をどれほど大切に思っていたかを理り解かいした。


（リリアンナ……？）


　やがて、アレクはこの女性が誰だれかに似にていることに気づく。年ねん齢れいこそ異ことなるものの、その笑顔はどこかリリアンナを連想させるのだ。


「ぐ、ぐううううううっ」


　魔剣の持つ強大な魔力が少年の体内に眠ねむるマナと反はん応のうし、全身が絞しぼられるように痛いたむ。まるで全身がバラバラになりそうな激げき痛つうだったが、アレクはその苦痛にひたすら耐えた。


　一歩間ま違ちがえれば、肉体の痛みに耐えかねた精神は破は綻たんしていたかもしれない。膨大な情報の嵐に晒さらされた脳は崩ほう壊かいしていたかもしれない。


　けれどアレクは、必死に己おのれという存在を保たもち切った。仲間を守る──ただその一念で、狂きよう気きの海を泳ぎ切った。


　やがて嵐は去り、全身の痛みは消え去ってゆく。


　そして気がつけば──アレクはしっかりと両足で立ち、魔剣を手に敵てきと対たい峙じしていた。
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「オレは……」


　アレクは油ゆ断だんなく、目線だけで周囲を見回す。


　すぐそばに、仲間たちがいた。魔剣を手にする前とほとんど変わらない位置だ。そのことから、自分が魔剣を手にしてからいままで、ほとんど時間がたっていないことがわかる。


（いまのは、魔剣の記憶……？）


　さっきまで絶ぜつ望ぼう的な状じよう況きように晒されていたというのに、驚おどろくほど心が平静だ。とてつもなく巨きよ大だいな力が手の中にある──だが恐きよう怖ふも怯おびえも、アレクはまったく感じない。むしろ高こう揚よう感が胸むねの奥おくから湧わいてくる。


　そして正面にいるのは、牛頭の魔人──ボグズ。


「馬ば鹿かな……」


　アレクを中心に巻まき起こる魔力の高まりに、ボグズは怒りと驚きよう愕がくのまなざしを向ける。


「人間が、蛮王の剣を手にしたというのか……？　しかも、その魔力を受け入れて平気だというのか……？」


　ボグズは、それがいかに驚くべき出来事であり、そしてどれほど危き険けんなことかを理解していた。


　本来ならば、自分が手にするはずだった力を、目の前の少年が握にぎっている。蛮族でない人間の小こ僧ぞうがどれほどのものかはわからないが、このままでは危険なことだけははっきりと感じられる。


「ぬあああああああああッ！」


　ボグズは叫び、戦斧を振ふり上げた。そしてアレクが動き出す前にしとめようと、一気に振り下ろす。


　ガギィン！


　しかし牛頭の魔人の一いち撃げきは、アレクに届とどくことはなかった。黒衣の魔ま法ほう戦士──ダリウスの大剣が、巨大な戦斧をしっかりと受け止めていたからだ。


「アレクには、指一本触ふれさせん」


「きさま……ええいッ、ならば全員まとめてあの世へ行け！」


　ボグズは強ごう引いんに斧を振り抜ぬいてダリウスと距きよ離りを取ると、右手の指先で空中に魔法文字を描く。


「操、第八階位の攻ザス・オルダ・ル・バン！　邪雲、猛毒、変化バクラ・トキシラ・フオーシエイフ──強酸アルシドラウト！」


　もはやなりふりかまわず、牛頭の魔人は呪じゆ文もんを唱えた。アレクも、リリアンナも、ダリウスもヴラドもみな巻まき込こむ、〈強酸の雲アシツド・クラウド〉。この呪文が完成すれば、誰ひとり無事ではすまないだろう。


　だが、しかし。


〝我わが力を、解かい放ほうせよ──〟


　アレクの脳裏に、声が響ひびく。


　凄すさまじい力が、少年の中で内ない圧あつを高めていた。途と方ほうもない破は壊かいの意志が、出口を求めて暴あばれている。


「……ああ。わかってるさ……」


　アレクはただ一点、目の前の敵に集中する。


　ボグズの魔法が完成に近づくにつれて、空気中のマナが変へん質しつして強きよう烈れつな酸が作られてゆく。だがアレクの中の力も、最さい高こう潮ちように達しようとしていた。


「ぬ……く……っ」


　凄まじい魔力の高まりに、少年の全身から瘴しよう気きのような気配が立ちのぼる。魔ま剣けんが輝かがやき、アレクの意思を受けて切っ先へと力が収しゆう束そくしてゆく。


「滅ほろべ！　下等な人族ども！」


　ボグズの魔法が完成し、周囲の空気が変質してゆく。


「いっけぇぇぇぇぇぇぇぇぇッ！」


　だがそれよりも一いつ瞬しゆんだけ速く、アレクの刃やいばが振るわれていた。


　魔力が収束された刀身から、切っ先の一点へ。集約された圧あつ倒とう的な力が、強烈な波動となって放たれる。それは一直線に牛頭の魔人へと走り、その巨きよ軀くを直撃していた。


「な……!?」


　呪文の詠えい唱しように集中していたボグズには、まったく避よけようのない一撃。いや、たとえ攻こう撃げきに対して身み構がまえていたとしても、どうすることもできなかっただろう。


「ぐ、ぐあああ……っ、馬鹿な！　蛮王の力を秘ひめた剣を、人間の小僧が使いこなすなどと……ッ」


　牛頭の魔人は、咄とつ嗟さに斧を構えて身を守る。


　強烈な魔力の奔ほん流りゆうが、ボグズを打つ。輝く波動は戦斧を直撃し、瞬時にねじ曲げた。蛮族の巨軀が石いし畳だたみの上をずり退さがり、まばゆい光が視し界かいを白く染そめる。


　そしてついに、輝きの波動はボグズを貫つらぬき、地下中ちゆう枢すう部ぶの壁へき面めんへと直撃した。凄まじい震しん動どうが中枢全体を揺ゆさぶり、輝きに目が眩くらむ。


「すごい……」


「これが、蛮王の剣の力……」


　リリアンナも、ヴラドも、ただ茫ぼう然ぜんとその光景を見つめることしかできなかった。


　まるで大だい地じ震しんの直撃を食くらったかのごとく中枢部は鳴動し、立っていることもままならないほどだ。塵ちりや石せき片へんが舞まい上がり、魔剣の光と合わさってなにも見えなくなる。


　目も、耳も、全身の感覚のすべても、膨ぼう大だいな魔力の渦うずの中で麻ま痺ひしてゆく。


　だがそれも、そう長いことではなかった。やがて魔力の輝きは収まり、目も慣なれて状じよう況きようが見えるようになってくる。


　そして視界がもとに戻もどったとき。


　そこに牛頭の魔人の姿すがたはなく、立っているのは魔剣を携たずさえた少年──アレク・ダーニカ、ただひとりだった。
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『──どうやら、資し格かくを得たようだな』


　力を出し切り、朦もう朧ろうとなるアレクの脳のう裏りに、声が飛び込んでくる。


「おまえは……」


　アレクのすぐ目の前に、ローブ姿の剣士が姿を現あらわした。だがまるで時間の流れが止まっているかのように、体は動かない。ダリウスもみんなも、動かない。


　ただ、目の前に立つ幽ゆう霊れいのごとき剣士だけが、アレクに話しかけてくる。それはどこか、夢ゆめの中の出来事のように不ふ確たしかで、幻まぼろしのようにさえ感じられた。


『今日を境さかいに、おまえの人生は大きく変わる……おまえは選んだのだ。苦く難なんに満ちた、険けわしい道を……』


「それは、どういう……」


『逃のがれられぬ宿命を、おまえは背せ負おうことになる……絶ぜつ望ぼうに沈しずむか、栄光を得るかは、おまえ次し第だいだ……』


「ま、待て……！」


『……彼女を、頼たのんだぞ……』


　立ち去る剣士に、アレクは手を伸のばそうとする。だがそれさえかなわず、剣士は現れたときと同じく唐とう突とつに、姿を消した。まるで霧きりの中に溶とけ込むように、気配そのものが消えてしまう。


「……オレ……」


　そして気がつけば、アレクは魔剣を提げたまま立ち尽つくしていた。


「オレ……うぐ……っ」


　それと同時に、額ひたいに強い痛いたみが走る。咄嗟に左手で押おさえると、そこには小さな角が生えていた。それどころか全身も痺しびれるように痛み出し、じわじわと赤い瘴気が漂ただよい始める。


「これって、まさか……!?」


　アレクは違い和わ感を覚え、自分の左手を見下ろす。


　指が、異い様ように長くなっていた。瘴気はますます濃こくなっており、自分ではどうすることもできない。


（資し格かく……って、まさか、これが……!?）


　自分の体が変質していることは、疑うたがいようがない。そして直感的に、これが〝穢けがれ〟によるものだということもわかる。


　蛮王の力──それは、大いなる〝穢れ〟の力だったのだろう。それはまるで呪のろいのようにアレクの体に染しみつき、肉体を変化させているのだ。


「オレも、あんな風に……」


　アレクの前に現れた、亡ぼう霊れいの剣けん士し。あの剣士のように皮ひ膚ふが腐くさり落ち、幽ゆう鬼きのごとき姿になるのか──アレクは恐おそろしくて、自分の皮膚に触ふれることができなかった。とてつもない恐きよう怖ふが腹はらの底から湧わいてきて、いてもたってもいられなくなる。


「うう……うあああああああああっ」


　恐怖のあまり、アレクは絶ぜつ叫きようした。その声に反はん応のうするかのように、瘴気が噴ふき出す。それがなお恐怖を増ぞう大だいさせ、少年をパニックへと追い込んだ。


　やがて恐怖が苛いら立だちを生み、それは怒いかりへと変わってゆく。いまだ少年の右手にある魔剣はそんな彼の心を読み取り、再ふたたび力を蓄たくわえつつあった。


「アレク！」


　だが、再び破は壊かいの力を呼よび覚まそうとする少年の前に、立ちはだかる者がいた。


　意志の強そうな瞳ひとみに、不安と優やさしさとをないまぜにした光を秘ひめた少女。


　アレクは、その少女のことをよく知っている──強がりで、意地っ張ぱりで、でも心根の優しい、明るく元気な少女。


　彼女を助けるために、アレクはここへ来た。彼女のために、危き険けんを冒おかした。


　彼女を守るために──この剣を手に取った。


「アレク、もういいの……もう終わったのよ……」


　少女が、そっと少年の両りよう腕うでに手を当てる。その温かい感かん触しよくに、ささくれていたアレクの心は癒いやされてゆく。恐怖が、怯おびえが、怒りが、不安が、ゆっくりゆっくりと解とけてゆく。


「リリアンナ……？」


　そして気がつけば、アレクの視し界かいいっぱいに少女がいた。傷きずつき、疲つかれ果てた少年の体を、リリアンナはしっかりと抱だきしめてくれる。


「こんなに……こんなに無む茶ちやをして……アレク、あなたはがんばったわ。誰にもできないことを、あなたは成なし遂とげた……だから、もう休んでいいよ……」


　リリアンナがしてくれたのだろうか。気づけば、魔剣はいつの間にか鞘さやに収おさめられていた。そしてアレクの手を優しくほどき、魔剣を手放させてくれる。


「オレ……」


「大だい丈じよう夫ぶ……戦いは終わったわ。だから、心を穏おだやかにして……」


　リリアンナの言葉を聞くうちに、アレクの中から負の感かん情じようが薄うすれてゆく。こわばっていた全身から力が抜ぬけ、まるで霧きりが晴れるように瘴しよう気きも消えていた。


　自分の体が、自分の許もとへ戻もどってくる感覚。アレクはそれをしっかりと味わい、少女の肩かた越ごしに自分の手を見る。


「……戻ってる？」


　指が、元の長さに戻っていた。瘴気も消え、逆ぎやくに疲ひ労ろうがどっと全身に押し寄よせる。


「わ、わ、わわわ……っ」


　足から力が抜け、急きゆう激げきに体を支ささえられなくなった。そんな少年をリリアンナが支えようとするが、彼女とて疲労の極きわみだ。そのままアレクの上に倒たおれ込んでしまう。


「いててて……」


　固かたいものにぶつけたおでこを押さえつつ、リリアンナが身を起こす。その真下には、やはり額を赤く染そめたアレクがいた。


「……まがりなりにも神に仕える神官が、男を押し倒すのはどうかと思うんだけど」


「それだけ減へらず口が叩たたけるなら、大丈夫……ねっ」


「ぐわっ」


　軽口を叩くアレクの顔を、リリアンナは容よう赦しやなく殴なぐった。あまりの激げき痛つうに、少年は顔を押さえてバタバタと暴あばれる。


「て、てめっ、普ふ通つう女が拳げん骨こつで殴なぐるか!?　この暴ぼう力りよく女！」


「誰だれが暴力女よ！　失礼ね！」


　アレクにまたがったまま、リリアンナは腕うで組ぐみをして頰ほおを膨ふくらませた。だが互たがいに互いの顔を見合い、そのうち二人とも「ぷ……っ」と噴き出す。


「……オレたち、生きてるな」


「ええ。生きてるわ」


　少女は立ち上がると、アレクに手を差し伸のべる。


「立てる？」


「さあ……どうかな」


　などと言いつつ、少年はリリアンナの手を取って上半身を起こす。




[image: ]


「アレク、アレクアレクアレク～～～～っ！」


　そんな少年に、ヴラドが飛び込こんでくる。せっかく起き上がったのに、アレクはそのせいで再びひっくり返っていた。


「──よくやったな、アレク。おまえのおかげで、命拾いしたよ」


　歩み寄ったダリウスが、二人をまとめて抱き起こす。普ふ段だんいかめしい魔法戦士の顔にも、このときばかりは小さな笑えみが浮うかんでいた。


　そしてそのころになって、ようやく封印の間の外に無数の足音が近づいてくる。


「しかしこの状じよう況きようをどう説明するべきかは、難なん題だいだな」


「特に、この魔ま剣けん……オレ、すっげぇ手放したくない気分なんだけど……」


「え？」


　アレクの言葉に、リリアンナは眉まゆ根ねを寄せると、魔剣を持ったまま少し離はなれる。すると再び少年の体からは瘴気が出だし、変化し始めた。だがアレクの側に近づけると、元に戻る。


「アレク……ひょっとして……」


　リリアンナが調子に乗って遠ざけたり近づけたりするたびに、瘴気が出たり消えたりした。その様子を見て、ヴラドが不安げに鼻をひくひくと動かす。


「魔剣に、呪のろわれた……？」


「……のかも」


　ヴラドの指し摘てきに、アレクは引きつった笑みを浮かべる。


「本当にどう説明するか、難題ね……」


　リリアンナも、困こまり顔で大きく嘆たん息そくする。


　ダーレスブルグの騎き士したちが雪な崩だれ込んできたのは、ちょうどそのときだった。




　エピローグ







　春風が、窓まどのカーテンを優しく揺ゆらす。


　その風を頰で感じながら、マグダレーナは紙の束をうんざりしながらめくっていた。


「将しよう軍ぐん、カシュカーン方面からの報ほう告こく書しよです」


　彼女の執しつ務む室しつに、バルクマンが箱を持って現あらわれた。その中にぎっしりと報告書が詰つめ込まれているのだろう。


「机つくえの右側に置いておいてくれ。未整理の書類は全部そっちだ」


　書類にサインするだけでも手首が痛いたくなってきていた。将軍の本業が兵を率ひきいて剣を振ふるうことなのか、大量の書類にサインをすることなのか、ときどきわからなくなる。


「あれから、もう一週間ですか……」


　バルクマンは蛮族バルバロスとの戦いを思い出しながら、報告書の山を見る。


　アレクたちがボグズを倒たおした後、蛮族軍は一気に鎮ちん圧あつされていた。強力なリーダーがいないとまとまらない蛮族の性せい質しつゆえ、組そ織しき的抵てい抗こうさえままならなかったのだ。そもそもボグズ自身も、自分以外は目的達成のための捨すて駒ごまとしか考えていなかったため、短時間しか戦える戦力ではなかったのだ。


　そのため、市街は大だい混こん乱らんに陥おちいったものの、被ひ害がいは想そう像ぞう以上に軽けい微びだった。むしろ、あっけなく公国本国まで攻せめ込まれたことの責せき任にん問題を巡めぐっての闘とう争そうのほうが、より面めん倒どうな事じ態たいだとも言える。


「宮きゆう廷てい内には、マグダレーナ様を第四軍の将軍から解かい任にんせよ、などという馬ば鹿かげた意見も出ているようですが……」


「──今日、謹きん慎しんを言い渡わたされたよ。しばらくはデスクワーク以外できそうもない」


「な……!?」


「そう目くじらを立てるな。むしろいまはそのほうが楽だ。それにあの連中を送り出すためにも、いまは表に出るよりは裏うら方かたに回ったほうがいいからな」


　マグダレーナは苦く笑しようを浮かべ、ペンで書類をつつく。


「あの連中と言えば……」


「そうだ。呪われた剣の持ち主と、遠えん征せい武ぶ官かん殿どのだ」


　そう告げた段だん階かいで、姫ひめ将軍はとうとう小さな声で笑ってしまう。


「まさか、公王陛へい下かに報告なさらないおつもりで？」


「報告すれば、あの少年はよくて幽ゆう閉へい、悪ければ殺されかねない。なにせ蛮王の魂たましいを、その身に宿してしまったんだからな」


「……であればこそ、野に放つのは危き険けんなのでは……」


「おまえも存ぞん外がい、冷れい酷こくだな」


「いえ、わたしは──」


　珍めずらしく動どう揺ようするバルクマンを見て、マグダレーナは小さく噴ふき出す。


「冗じよう談だんだよ。おまえが優やさしいことは、わたしが一番知っている」


「……戯たわむれが過すぎます……」


「同行者には、復ふつ活かつした〝黒い旋せん風ぷう〟ダリウスもいるからな」


「ダリウス、ですか……」


　姫将軍の言葉に、バルクマンは少し不満げにその名をつぶやく。


「信用できない、といった顔だな」


「そういうわけではありませんが……」


「それとも、わたしがダリウスの肩かたを持つから、妬やいているのか？」


「姫様っ」


　過か敏びんな反はん応のうを見せるバルクマンの様子に、マグダレーナはくすくすと笑う。


　長い付き合いのこのカタブツ男をからかうのは、彼女にとってはささやかな気晴らしだった。そのことはバルクマン自身も理解しているはずだが、生来の生き真ま面じ目めな性せい格かくゆえ、いまだいいように弄もてあそばれていた。


「蛮王の剣を持つ少年を護ご衛えいするのが、ナイトメアというのが不安なだけです。強い〝穢けがれ〟は、やはり穢れた魂を狂くるわせるとも言われていますから……」


「案外迷めい信しん深いのだな、ハウル」


　マグダレーナは小さく苦笑を浮かべつつも、その表情はすぐに険しくなる。


「蛮王の剣といっても、いまは極めて安定している。少年に与えている〝穢れ〟の影響も最小限だ。速やかに呪い祓いができれば問題あるまい」


「では、脅威ではないと……」


「呪われた魔剣、一本だけのことならな。だが各地で蛮族の活動が活発化しているという報告を、いやというほど見た。蛮王の剣が封印から解放されたのは、なにかの予兆かもしれん」


　そう告げる姫将軍の顔は、恐ろしいほどに真剣だ。


「それを見み極きわめるためにも、巡じゆん礼れいの旅は必要だ。それを年とし端はもいかぬ少年や少女に背せ負おわすのはいささか過か酷こくだが、いつの時代も未来を切り開くのは若わか者ものだろう？」


　我われながら年とし寄より臭くさいと思いつつ、マグダレーナは苦笑する。


「……姫様もまだ若いではありませんか」


「わたしはな、宮廷暮ぐらしが長すぎた。立場もあれば、心も年老いている。思うまま自由に振ふる舞まえない時点で、若くはないさ」


　弱じやつ冠かん十九歳さいでありながら、その表情はずいぶんと達観し、老成していた。それを見るバルクマンの表情は、複ふく雑ざつだ。


「無責任な発言かもしれんが……いまは冒険者の時代だ。若き冒険者に託たくすのも、悪くないじゃないか」


　マグダレーナは、穏おだやかな笑えみを浮かべながら言った。そして、窓まどの外に目を向ける。


　青い空と、さわやかな風。


　今日は、最高の冒険日和びよりだった。





「──遠征武官様って言ったって、支し給きゆうされるのは馬車一台か。質しつ素そなもんだなぁ」


　ダーレスブルグの南門に立ち、アレクは改めてつぶやく。


　傍かたわらにあるのは、質素な一頭立ての馬車が一台。一いち応おう幌ほろはかけてあるが、ほとんど荷車と変わらない代しろ物ものだ。


「予算には限かぎりがあるから、贅ぜい沢たくは言えないでしょ。それに、これは修しゆ行ぎようの旅でもあるんだから。快かい適てきさを求めてどうするのよ？」


　荷馬車を引く馬を優しく撫なでながら、リリアンナが言った。それに対し、アレクは軽く唇くちびるを尖とがらせる。


「オレたちは護ご衛えい役であって、修行するために行くわけじゃねぇんだけどな」


「あんたの呪のろいを解とくための旅でもあるんだから、文もん句く言わない！」


「……わかってるって」


　そう答えるアレクの腰には、あの〝蛮王の剣〟が吊つるされていた。そしてリリアンナを見る少年の瞳ひとみには、独どく特とくな金色の縁ふち取どりがある。


　呪いの影えい響きようで、魂に〝穢れ〟が生じているためだ。その他の影響はなくなったが、この一点だけは消えなかった。幸いにしてじっと目を見つめられない限りはわからないが、アレク自身は、朝鏡を見るたびに複雑な気分になる。


「……絶ぜつ対たい、あなたの呪いは解いてみせるから」


「期待してるよ」


　拳こぶしを握にぎりしめる少女の様子に、アレクも笑みを返す。


　ザイア神しん殿でんでも、アレクの呪い祓ばらいは行われた。だが、まったく効こう果かはなかったのだ。


「ダーレスブルグのザイア神殿じゃ呪いは解けなかったけど……きっと世界のどこかには、解ける人もいるはず」


　軽く唇を嚙かみ、リリアンナはつぶやく。


「それにわたしも修行を積めば、いつかきっとその呪いを解くこともできるはずよ。そのためなら、この旅に何年かかっても構かまわないわ！」


　やる気満々の少女を見て、アレクは苦く笑しようを浮うかべた。だがその前向きな姿し勢せいは、魅み力りよく的だと思う。


「……それに、旅が続く限りは結けつ婚こんも延えん期きだしな」


「そこ、うるさいよ！」


　アレクの突つっ込こみに、リリアンナは少し頰ほおを赤くしつつ突っ込み返す。


「……荷物、全部詰つめたよ」


　そんな二人に声をかけたのは、ヴラドだ。手のほこりを払いつつ、そのまま荷台に座すわる。


「準じゆん備びはいいか？」


　ダリウスが御ぎよ者しや台だいに座り、手た綱づなを取る。


「問題ないよ」


　アレクも馬車の荷台に乗り、リリアンナを引っ張ぱり上げた。そして見送りに来ているザイアの神官たち越ごしに、ダーレスブルグを振り返る。


「おかみさん、見送りに来なかったね」


「……まあ、仕事が忙いそがしいんだろ。商売繁はん盛じようで結けつ構こうじゃないか」


　母サーシャは、今日も朝から忙しく走り回っていた。ダーニカ家も蛮族撃げき退たいの報ほう奨しよう金きんで借金をずいぶん返せたようだが、それでもまだ遊んで暮くらせる余よ裕ゆうはない。だから正直、母を置いて旅立つことには後ろめたさもあった。


「アレクが呪われたって聞いてから、おかみさんもちょっと情緒不安定だったからな。急にごちそう作ったり、いきなりバイクで飛び出していったり」


「そうだな……」


「おかみさんも、やっぱり人の親ってことだよ。なんだかんだで息子と別れるのが寂しいってことさ」


　そう言って、ヴラドはアレクの腰をぽんっと叩く。


「リリアンナの親父おやじさんも、結局来なかったな」


　そんなアレクの言葉に、遠えん征せい武ぶ官かんの少女は軽く嘆たん息そくする。


「いろいろ裏うら工こう作さくしてたのが今回の事じ件けんでバレて、各方面への関係修しゆう復ふくに忙しいみたいだからね。今いま頃ごろフローレンス家から婚約解かい消しようされないよう、必死に金きん策さくしてるんじゃない？」


「娘むすめとの別れより、政せい略りやく結婚の算さん段だんかぁ……」


　アレクには、到とう底てい理解できない感覚だ。だがそんな彼らの複雑な感かん情じようとは関係なく、ザイア神殿のクレスト司祭が馬車に歩み寄よってくる。


「そろそろ旅立つか、リリアンナ」


「……はい」


　御者台に座ってそう答える少女を見上げ、司祭は大きく頷うなずく。


「では、道中の無事と武ぶ運うんを祈いのって……抜ばつ刀とう！」


　司祭がそう宣せん言げんすると、見送りに来ていたザイアの神官たちが一いつ斉せいに剣けんを抜ぬき、胸むねの前で刃やいばを縦たてにかざす。


「ザイアの加か護ごが、皆みなにあらんことを！」


「あらんことを！」


　朗ろう々ろうたるクレスト司祭の声に、神官たちが唱和する。


「……出発するぞ」


　それを見み届とどけると、ダリウスがそう告げた。その言葉に、リリアンナが無言で頷く。


「リリアンナさん、お元気で！」


「ご武運を！」


　神官たちが、口々に最後の声せい援えんを送る。その中には、儀ぎ式しきを共に執とり行ったハンスもいた。その頰には、滝たきのような涙なみだが流れている。


「みなさんも、元気でね」


　リリアンナがそう告げるのを横目に、アレクもダーレスブルグの大きな門を振ふり返る。


　馬車はゆっくりと走り出し、見送る人々と共に故こ郷きようの堅けん牢ろうな城じよう壁へきが遠ざかってゆく。


「さようなら、ダーレスブルグ……」


　結局見送りがなかったこともあってか、ヴラドが寂さびしそうにつぶやく。


　慣なれ親しんだ街が、だんだん小さくなってゆくのを見て、アレクもリリアンナも、みな少なからず郷きよう愁しゆうの念に駆かられる。


　だが、そんなとき。


　連続した爆ばく発はつ音おんと共に、街の中から花火が上がった。


「な、なんだ……？」


　驚おどろくアレクたちの前で、仕し掛かけ花火が次々と炸さく裂れつする。


　そこに浮かんだのは、煙けむりで描えがかれた文字。


『前を向け！』


『振り返るな！』


『進め、冒ぼう険けん者しや！』


　そんな文字が、浮かんでは消えてゆく。


「あれ！　城門の上にいるの、シューリガンさんじゃない!?」


「ホントだ、ほかにもいっぱいいるぞ！」


　リリアンナが一番に城門の上の人ひと影かげに気づき、ヴラドも両耳をぴんっと立てる。


　もう小さくてよく見えなかったが、冒険者らしき連中が、みな手を振っているようだった。ほとんど判はん別べつがつかなかったが、きっとその中にアレクの母もいるはずだ。


「……なんで、もっとこう素す直なおに見送りできないもんかなぁ」


　アレクはつい悪あく態たいをつきつつも、一度だけぐすっと鼻をすする。


　そしてすぐに大きく頷くと、御者台へと顔を出した。


「ダリウス、飛ばそうぜ！　ちんたら走ってたら、夜になっちゃうよ」


「了りよう解かいだ。リーダー」


　少年の言葉に、黒衣の戦士は手綱を打った。馬が軽くいななき、馬車は軽けい快かいな速度で走り出す。


　彼らの旅立ちを祝福するように、空はどこまでも青く澄すみわたっていた。







〈了〉





キャラクターデータ
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　あとがき







　お待たせしました！


　ソード・ワールド２．０長編『剣をつぐもの』、ついに開かい幕まくです！


　本当ならばもっと早く刊行したかったところですが、やはり人間にはできる仕事の限界ってものがありますね。でもこうやって無事あとがきを書けることに、わりとほっとしています。


「ホントーに待たされましたよー」


　ぬおっ、あとがきにまでセリフが飛び出してくるとは、何やつ!?


「何やつってあんまりな言われようじゃないですか。せっかくヒロイン自みずからあとがきの応おう援えんに駆かけつけてあげたっていうのに」


　むむ、自分でヒロインって言うかな、神しん官かん戦せん士しリリアンナ・オレスティ（十四歳）。


「なぜフルネームで年ねん齢れいまで書くんです？」


　ノリだ。気にすんな。それよりなにしに来た。


「むー。せっかくだから苦く労ろう話ばなしとか聞きに来てあげたんじゃないですか。もちろん、このお話の見み所どころとか」


　なぜ最初に苦労話なんだ。


「別に見所が先でもいいですよー？　ヒロインの魅み力りよくについてとか」


　案外ずうずうしいな、おまえ。


　まあ、ともかく。この小説は、ラクシアと呼ばれるファンタジー世界を舞ぶ台たいにした、少年冒険活劇。冒険に憧あこがれる少年が、肉にく体たいと頭ず脳のうを精せい一いつ杯ぱい使って駆かけ回まわります。


「剣けんと魔ま法ほうの正せい統とう派はファンタジーですね」


　主人公、いきなり銃とか持ってるけどね（笑）。


　それはさておき、このラクシア世界では、古来より人間を中心とした〝人族〟と、ゴブリンやオーガみたいな〝蛮ばん族ぞく〟がずっと戦い続けているんだ。


　そしてその最さい前ぜん線せんで戦ったり、古代の遺い産さんを求めて地ち下か迷めい宮きゆうに潜もぐったりする命知らずな連中のことを、『冒ぼう険けん者しや』と呼んでいる。


　この物語は、そんな『冒険者』に憧あこがれていた少年が、あれよあれよという間に事件に巻き込まれ、大変な目にあいながらも成長していくってお話だ。


「まさに直球勝負の王道ファンタジーですねー」


　うん。今回のコンセプトは、まさにそれだからな。


「竜人リルドラケンとか、ウサギそっくりのタビット族とか、不ふ思し議ぎな種しゆ族ぞくもたくさん登場しますし」


　異い世せ界かいの風ふう景けいを描えがくのって、俺大好きなんだよ。城じよう壁へきに囲かこわれた街の中を、そんな連中と一いつ緒しよに歩く風景とか想像するだけでご飯はん三さん杯ばいはいけるね！


「ご飯はともかく、情じよう熱ねつはわかりました（笑）」


　うむ。そしてそんな世界を自じ由ゆう闊かつ達たつに駆け巡る『冒険者』って連中をがっつりと描くというのも、今回のコンセプトなんだ。


「確かに、いろんな冒険者が出てきますよね」


　冒険者といっても、その目的はさまざまだからね。基本はきままな自由人たちだけど、みんななにかでっかい夢や野望を抱いだいてる。


　もちろん中には食くい詰つめ者ものやゴロツキ一歩手前なやつもいるけど（笑）。


　まあ、そんな大人になっても夢追いかけてるロクでもない連中と出会って、少年アレクは成長していくわけだ。


「まともな大人になるといいですねー」


　アレクを事件に巻き込んだ張ちよう本ほん人にんがなにを言うかな。


「てへ」


　いまさらかわいコぶっても遅いぞ、怪かい力りき娘むすめ。


「誰が怪力娘ですかっ」


　ぐおおっ、首をしめるな！　暴力はんた、い……がくり。


「あ、いけない。《覚醒アウエイクン》の魔法で目を覚ませ～」


　……はっ!?


　あ、危あやうく小説のキャラクターに殺されるところだった。


「おほほほほ」


　笑ってごまかすなっ。


「まあまあ。わたしが神しん聖せい魔ま法ほうを使えてよかったですね」


　おーまーえーはーっ。生せい死し判はん定ていでピンゾロ振ってたら死んでたぞ！


「大だい丈じよう夫ぶですって。それより判定の話も出ましたけど、この小説ってゲームの背景世界を舞台にしてるんですよね」


　お、おう。


　タイトルにもついてるけど、『ソード・ワールド２．０』っていうテーブルトークＲＰＧを題材にしてるんだ。


「テレビゲームとかオンラインゲームじゃない、テーブルを囲んで人間同士のコミュニケーションで楽しむＲＰＧのことですね」


　……おまえ、詳くわしいな。


「勉強家ですから」


　そ、そういうものか。


　簡単に補ほ足そくしておくと、テーブルトークＲＰＧ──略してＴＲＰＧは、紙かみと鉛えん筆ぴつ、それにサイコロを使って遊ぶゲーム。ひとりがゲームマスター（ＧＭ）と呼ばれる進行役になって、数人のプレイヤーを相手に遊ぶ非電源（アナログ）ゲームだ。


「ＧＭが、テレビゲームでいうところのコンピュータ役ってわけですね」


　そういうこと。


　しかもコンピュータと違ちがって柔じゆう軟なんな対たい応おうができるし、シナリオはＧＭが作るから、想像力が続く限り無限に遊べてしまうリーズナブルさ。


「それに『ソード・ワールドＲＰＧ』は二十年以上の歴史を持つ国産ファンタジーＲＰＧの大作で、『ソード・ワールド２．０』略りやくしてＳＷ２．０は二十年ぶりのリニューアル版なんですよね」


　う、うむ。


「で、北沢慶さん（三十六歳）が、そのリニューアルの総そう指し揮きを執とってたと」


　俺の歳は言わんでいい！


　ゴホン。まあそういうことだ。ぶっちゃけ日本で一番売れたＴＲＰＧである『ソード・ワールドＲＰＧ』のリニューアルを指揮するってのは、プレッシャーで死ねそうなぐらい大変だったさ。


「なにせ二十年ぶりですもんね」


　そうなんだよ。『ソード・ワールドＲＰＧ』のルールブック、発売されたの俺が高校生のときでさー。もうあっちこっちの本屋を探して回ったの覚えてるよ。


　その頃の俺に、「二十年後、ソード・ワールドのリニューアルをおまえがやるんだぜ」って言っても、絶ぜつ対たいに信じないと思うね。


「あはは。それはそうかも。でも、どうしてリニューアルすることになったんですか？」


　うん。そんな歴史ある作品だけど、その分歴史がありすぎてちょっと敷しき居いが高くなっちゃった。


　もともと『ソード・ワールド』は、誰でも簡単にわかりやすく遊べる手て軽がるなＴＲＰＧというコンセプトで作られてたんだけど、二十年も続くと初しよ心しん者しやの人はちょっと気け圧おされちゃうでしょ？


「確かに、その可か能のう性せいは否ひ定ていできませんね」


　だから、世界観も一いつ新しんして、ルールも見み直なおして、全部イチから再出発することになったんだ。


「英えい断だんですねー」


　もうプレッシャーで髪の毛全部真っ白になるかと思ったさ……（遠い目）。


「でも二〇〇八年にルールブックが発売されて、好こう評ひようだって聞きましたけど」


　そうなんだ！


　ルールブックを買ってくれたみなさん、本当にありがとう！　発売するなりそっぽ向かれないかと心配で心配でこれまた死にかけてたからなぁ。


「体大きいのにキモは小さいんですね」


　ほっとけ！


「で、リニューアル後の小説第一弾がこの本なんですよね」


　そういうこと。いやもう、本当にお待たせしました。


　タイトルには「２．０」ってついてますけど、世界もストーリーも始まったばかり！　ぜひこの機き会かいに、小説もゲームも楽しんでくださいね！


「しかも実は、この小説って実際に『ＳＷ２．０』を遊んで、その内ない容ようを反はん映えいさせてるんですよ」


　小説化する際にいろいろアレンジはしてるけれど、その通り。３３３ページにはアレクやリリアンナたちのキャラクターデータも載のせてあるから、それを見て「リリアンナ力つえー」とか「ダリウス超ちようつえー」とか楽しんでください。


「わたしの筋力の話はいいですからっ」


　ちなみに駆かけ出しの冒険者で、１～２レベルぐらい。で、普通の冒険者が到とう達たつできるレベル限界が15レベル。ダリウスが相当強いってことがわかるけど、まだまだ最さい強きようじゃないってのもわかるね。


「世界は広いですから。それでも、ダリウスが強いのはよくわかります」


　ぜひ小説を読んで気に入ってくれた方は、ＴＲＰＧのほうも遊んでみてください。


　まずはＴＲＰＧの遊び方を楽しい読み物で紹しよう介かいしてくれるリプレイシリーズ、『新米女神の勇者たち（著：秋田みやび）』や『たのだん（著：藤澤さなえ）』、『拳けんと魔ま封ほうの物語（著：諸星崇）』を読んでみるのがいいと思います。


『ソード・ワールド２．０ルールブック』も含め、全部富士見ドラゴンブックから出てますよー。


「リプレイはお話も面白いし、キャラクターのやりとりも楽しいし、オススメですね」


　だね。中でも『たのだん』シリーズは、「キネティックノベル」という、パソコンソフトにもなるんだ。これはグラフィックがついて、キャラクターがしゃべりまくって、雰ふん囲い気き抜ばつ群ぐんの音楽や画面演出も入った豪ごう華かな小説って感じかな。


　製作はocelotさんで、２００９年秋頃発売予定。


「その他、コミックも発売されますよね」


　そうそう。６月には『ＳＷ２．０』を題材にした漫まん画が、『リトル・ソーサラー　ミュクス（ねこ村モトキ／ねこ村シンノ）』も単行本化されます。


「盛りだくさんですねー」


　みんながんばってるなー。


「なにを他ひ人と事ごとみたいに言ってるんですか。わたしたちのお話の続きも早く書いてくださいね」


　おう。いままさに真まっ最さい中ちゆうってやつさ。


　たぶん、夏の暑あつい盛さかりにはお届けできると思います。俺もがんばるよー。


「あまりみんなを心配させないでくださいね（笑）」


　そ、そうだね。編集部のみなさんにはいつもお世話になってます。それから、僕が所属してるクリエイター集団、グループＳＮＥのみんなにはいつも助けてもらってます。大だい先せん輩ぱいの方々にも、たくさん心配していただきました。全部心の支ささえになっております、本当にありがとうございます（ぺこり）。


　それから、ステキな絵を描いてくださったｂｏｂさん。どれもこれもサイコーです！


　そして最後までおつきあいくださった読者のみなさん。


　本当にありがとうございます！


　次も面白い小説を書くので、楽しみに待っていてください！


「応援のメッセージとか書いていただけると、作者は大変喜ぶと思うので、お手紙とかメールとかどんどん送ってあげてくださいね！」


　それでは、第二巻でまたお会いしましょう！







二〇〇九年四月某日　京都の自宅にて　　　　　




北沢〝一いち児じの父になった〟慶







『グループＳＮＥ公式ホームページ』http://www.groupsne.co.jp/


『北沢慶個人サイト』http://www3.to/kitazawakei


『ocelotホームページ』http://ocelot.product.co.jp/




ソード・ワールド2.0


剣をつぐもの１





北きた沢ざわ　慶けい
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